
資
料
紹
介

井
上
哲
次
郎
「
巽
軒
日
記
―
大
正
四
年
　
上
半
期
―
」

村
　
上
　
こ
ず
え 

森
　
本
　
祥
　
子

翻
刻
に
あ
た
っ
て

　

明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
哲
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
、
井
上

哲
次
郎
（
一
八
五
五
〜
一
九
四
四
年
）
の
日
記
『
巽
軒
日
記
』
の
大
正
四

年
一
月
か
ら
七
月
に
つ
い
て
引
続
き
紹
介
し
た
い
。
こ
の
年
の
四
月

二
十
四
日
に
は
在
職
二
十
五
年
記
念
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
凡
例
に
つ
い
て
は
第
三
一
号
で
述
べ
て
い
る
こ
と
か

ら
割
愛
す
る

巽
軒
日
記大

正
四
年
（
西
暦
一
九
一
五
）［
乙
夘
］　

上
半
期

一
月

一
日
、
午
前
、
晴
天
、
常
盤
大
定
よ
り
小
包
を
送
来
る
、
○
枡
田
秀
乗
来

る
、
○
雑
誌
類
を
読
む
、
○
益
之
進
軽
快
、
○
午
后
、
吉
田
熊
次
、
島

本
愛
之
助
、
上
村
邦
良
来
る
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
「
晏

子
春
秋
」
を
読
む
、
○
夜
、
校
正
、
○
「
晏
子
春
秋
」
を
読
む
、
○
此

日
、
来
賀
者
拾
四
名
、
賀
状
三
百
〇
四
通
、
○
家
族
年
齢
如
左
、

　
　

主
人	

六
十
一
歳
（
安
政
二
年
十
二
月
廿
五
日
生
）

　
　

縫
子	

五
十
五
歳
（
文
久
元
年
五
月
十
二
日
生
）

　
　

雪
子	

三
十
四
歳
（
明
治
十
五
年
六
月
十
一
日
生
）

　
　

清
子	

二
十
四
歳
（
明
治
廿
五
年
九
月
廿
九
日
生
）

　
　

宣
光	

二
十
一
歳
（
明
治
廿
八
年
二
月
八
日
生
）

　
　

春
枝	

十
八
歳
（
明
治
三
十
一
年
二
月
十
二
日
生
）

　
　

正
勝	

十
六
歳
（
明
治
三
十
三
年
八
月
廿
四
日
生
）

　
　

益
之
進	

拾
二
歳
（
明
治
三
十
七
年
九
月
二
日
生
）

　
　

高
子	

拾
歳
（
明
治
三
十
九
年
十
一
月
廿
一
日
生
）

二
日
、
午
前
、
晴
天
、
校
正
、
○
小
中
村
清
象
来
る
、
乃
ち
共
に
昼
食
を

な
す
、
○
午
后
、
浦
谷
熊
吉
来
る
、
○
児
輩
、
吉
田
宅
及
び
姉
﨑
宅
に

赴
く
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
「
晏
子
春
秋
」
を
読
む
、
○

夜
、
校
正
、
○
「
晏
子
春
秋
」
を
読
了
る
、
○
此
日
、
来
賀
三
人
、
賀

状
七
十
通
、
○
冨
田
順
吉
よ
り
小
包
を
送
来
る
、

三
日
、
午
前
、
晴
天
、
水
道
町
の
押
田
宅
よ
り
小
児
、
菓
子
壱
箱
を
携
来

る
、
○
林
勃
爾
及
び
間
端
吾
来
る
、
○
校
正
、
○
「
鬼
谷
子
」
を
読
む
、
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○
姉
﨑
宅
の
子
供
等
年
始
の
為
に
来
る
、
○
「
時
局
に
対
す
る
青
年
の

1

1

1

1

1

1

1

1

1

覚
悟

1

1

」
向
上
に
出
づ
、
○
午
后
、
校
正
、
○
益
之
進
愈
々
軽
快
、
○
「
鬼

谷
子
」
を
読
む
、
○
運
動
に
神
田
に
赴
き
、
書
籍
五
部
を
求
む
、
○
贈

物
を
吉
田
栄
次
郎
及
び
野
尻
某
に
送
る
、
○
夜
、
校
正
、
○
「
鬼
谷
子
」

を
読
む
、
○
此
日
、
来
賀
者
九
人
、
賀
状
二
十
八
通
、
○
校
正
を
日
清

印
刷
に
送
る
、

四
日
、
午
前
、
晴
天
、
末
松
謙
澄
来
る
、
○
午
后
、
岩
橋
遵
成
、
山
田
修

来
る
、
○
年
始
状
数
拾
通
を
発
送
す
、
○
夜
、
校
正
、
○
「
鬼
谷
子
」

を
読
む
、
○
来
賀
者
三
人
、
賀
状
弐
拾
弐
通
、

五
日
、
午
前
、
晴
天
、
校
正
、
○
「
鬼
谷
子
」
を
読
む
、
○
縫
子
、
益
之

進
を
拉
し
て
大
学
小
児
科
に
赴
く
、
○
浅
倉
屋
よ
り
海
苔
と
手
帳
二
冊

を
送
来
る
、
○
入
澤
宗
壽
、
伊
勢
の
名
産
を
携
来
る
、
○
午
后
、
校
正

を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
「
鬼
谷
子
」
を
読
む
、
○
小
橋
三
四
子
来
る
、

○
在
倫
敦
上
西
半
三
郎
よ
り
来
状
、
○
運
動
に
音
羽
方
面
に
出
づ
、
○

夜
、
年
始
状
数
十
通
を
発
送
す
、
○
鈴
木
喜
三
郎
よ
り
来
状
、
○
「
鬼

谷
子
」
を
読
む
、
○
此
日
、
来
賀
状
拾
壱
通
、

六
日
、
午
前
、
晴
天
、
深
作
淺
次
郎
及
び
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
宣

光
徴
兵
適
齢
に
付
区
役
所
に
赴
く
、
○
森
良
三
郎
来
る
、
○
「
鬼
谷
子
」

を
読
む
、
○
「
中
学
漢
文
」
五
巻
各
七
百
部
（
合
計
三
五
〇
〇
部
）
の

奥
附
を
光
風
館
に
付
与
す
、
○
午
后
、
加
藤
玄
智
来
賀
す
、
○
吉
田
雪

子
、
角
田
松
壽
来
る
、
○
校
正
、
○
「
鬼
谷
子
」
を
読
む
、
○
正
勝
を

巣
鴨
に
遣
は
す
、
○
広
文
堂
員
、
風
呂
敷
を
携
来
る
、
○
夜
、
校
正
を

日
清
印
刷
に
送
る
、
○
「
鬼
谷
子
」
を
読
む
、
○
此
日
、
来
賀
状
拾
通
、

○
女
子
に
関
す
る
談
話
、
読
売
新
聞
に
出
づ
、
○
此
日
、
冨
田
政
喜
及

び
井
上
久
子
よ
り
縫
子
に
来
状
、〔
六
日
頁
下
部
に
「
拜
山
画
伯
失
明

す
（
八
日
午
後
福
岡
発
）」
の
新
聞
記
事
切
抜
貼
付
〕

七
日
、
午
前
、
曇
天
、
吉
田
栄
次
郎
、
松
田
孫
治
郎
及
び
帝
国
学
士
院
等

よ
り
来
状
、
○
森
良
三
郎
来
る
、
○
校
正
、
○
「
鬼
谷
子
」
を
読
む
、

○
浅
倉
屋
よ
り
「
全
文
抱
朴
子
」
を
送
来
る
、
○
電
話
使
用
料
金
拾
六

円
五
拾
銭
を
郵
便
局
に
納
む
、
○
人
物
月
旦
、
世
界
新
聞
に
出
づ
、
○

雪
、
既
に
し
て
霙
、
既
に
し
て
雨
、
○
在
大
分
県
秦
政
次
郎
よ
り
蜜
柑

壱
籠
を
送
来
る
、
○
午
后
、
又
雪
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○

校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
阿
部
維
巖
よ
り
蜜
柑
壱
箱
を
送
来
る
、

○
大
浦
兼
武
、
農
相
よ
り
内
相
に
転
じ
、
河
野
廣
中
、
農
相
と
な
る
、

○
「
鬼
谷
子
」
を
読
了
す
、
○
再
び
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
夜
、

校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
「
尉
繚
子
」
を
読
む
、
○
風
雪
、
○
書

状
を
吉
田
修
夫
、
吉
田
豊
吉
、
阿
部
維
巖
、
秦
政
治
郎
、
友
枝
高
彦
に

送
る
、
○
竹
内
康
二
、
写
物
を
携
来
る
、
○
此
日
、
唐
川
徹
、
佐
竹
制

心
、
畑
德
三
郎
よ
り
賀
状
来
る
、

八
日
、
午
前
、
曇
天
、
満
都
、
堆
雪
皚
々
、
○
群
馬
県
知
事
三
宅
源
之
助

及
びA

siatic Society of Japan

よ
り
来
状
、
○
長
屋
順
耳
及
び
杉

原
九
郎
よ
り
賀
状
来
る
、
○
森
良
三
郎
来
る
、
○
森
良
三
郎
を
鵜
澤
総

明
宅
に
遣
は
す
、
○
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
三
井
銀
行
に
赴
く
、
○
「
尉

繚
子
」
を
読
む
、
○
午
后
、
委
員
会
に
帝
国
学
士
院
に
赴
く
、
○
日
清

印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
「
尉
繚
子
」
を
読
む
、
○
夜
、
松
原
一
義
来

る
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
久
保
猪
之
吉
、
高
木
善
人
等
よ

り
来
状
、
○
書
状
を
久
保
猪
之
吉
に
送
る
、
○
赤
祖
父
順
雷
よ
り
来
状
、

○
春
枝
、
帝
劇
に
赴
く
、
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九
日
、
午
前
、
晴
天
、
森
良
三
郎
を
飯
田
町
登
記
裁
判
所
に
遣
は
す
、
○

日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
岡
田
朝
太
郎
、
山
口
英
爾
、
河
杉
彦
藏

等
よ
り
来
状
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
校
正
、
○
齋
藤
精
輔

来
る
、
○
書
状
を
白
井
成
允
に
送
る
、
○
午
后
、
向
ひ
の
桐
原
の
妻
来

る
、
○
人
物
月
旦
、
東
京
毎
日
及
び
土
陽
新
聞
に
出
づ
、
○
上
野
竈
太

郎
、
林
檎
壱
籠
を
携
来
る
、
○
魚
住
淳
吉
、
丸
善
の
商
券
を
携
来
る
、

○
校
正
、
○
小
島
政
吉
よ
り
来
状
、
○
広
文
堂
よ
り
校
正
来
る
、
○
校

正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
書
状
を
蠣
瀨
彦
藏
、
松
浦
一
、
小
島
政
吉
、

尾
上
八
郎
に
送
る
、
○
「
尉
繚
子
」
を
読
む
、
○
夜
、
田
中
平
治
よ
り

来
状
、
○
「
尉
繚
子
」
を
読
む
、
○
書
状
を
吉
嗣
拜
山
及
び
岡
田
良
平

に
送
る
、

十
日
、
午
前
、
晴
天
、
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
須
之
部
量
学
よ
り
来

状
、
○
小
山
鞆
繪
来
る
、
○
校
正
、
○
広
文
堂
員
、
校
正
を
携
来
る
、
○

「
尉
繚
子
」
を
読
む
、
○
午
后
、
齋
藤
襄
吉
よ
り
来
状
、
○
小
杉
熈
来

る
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
「
尉
繚
子
」
及
び
「
諸
子
大
意
」

を
読
む
、
○
齋
藤
襄
吉
よ
り
「
神
の
道
」
を
送
来
る
、
○
夜
、
勉
強
、

十
一
日
、
午
前
、
雨
天
、
森
良
三
郎
来
る
、
乃
ち
之
を
登
記
裁
判
所
に
遣

は
す
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
広
文
堂
員
来
る
、
○
隣
地
家
屋
二

4

4

4

4

4

棟
を
村
松
喜
太
郎
よ
り
買
受
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
其
代
価
金
二
千
四
百
七
拾
五
円
也

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、

○
人
物
月
旦
、
土
曜マ

マ

新
聞
に
出
づ
、
○
寺
島
天
園
、
高
木
兼
寛
の
紹
介

に
て
来
る
、
○
鈴
木
宇
良
安
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
晴
天
、
上
村
邦
良
、

白
井
成
允
来
る
、
○
校
正
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
夜
、
校

正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
「
富
と
徳
と
寿

1

1

1

1

1

」
一
徳
に
出
づ
、
○
夜
、

校
正
を
広
文
堂
に
送
る
こ
と
二
回
、
○
此
日
、
島
本
愛
之
助
よ
り
来
状
、

○
吉
嗣
拜
山
逝
く
、
享
年
七
十
、〔
頁
下
部
に
「
吉
嗣
拜
山
翁
死
す
」

の
新
聞
記
事
切
抜
貼
付
〕

十
二
日
、
午
前
、
晴
天
、
蓮
沼
門
三
よ
り
来
状
、
○
所
得
税
金

一
三
、二
二
及
び
府
税
市
税
金
六
、五
五
、
合
計
金
三マ

マ

九
、七
七
を
郵
便

局
に
納
む
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
女
中
澄
江
を
日
本
銀
行
に

送
る
、
○
再
び
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
六
盟
館
よ
り
使
者
来
る
、

○
午
后
、
角
田
松
壽
、
櫛
引
成
太
来
る
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、

○
星
野
恒
を
訪
ふ
、
○
夜
、
帝
国
学
士
院
に
赴
く
、
○
広
文
堂
よ
り
校

正
来
る
、
○
在
米
国
久
保
良
英
及
び
在
沖
縄
清
水
駿
太
郎
よ
り
来
状
、

○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
校
正
を

日
清
印
刷
に
送
る
、
○
「
尉
繚
子
」
を
読
む
、

十
三
日
、
午
前
、
半
晴
、
学
習
院
に
赴
き
、
尋
い
で
女
学
部
に
赴
く
、
○

多
木
悦
造
よ
り
林
檎
壱
箱
を
送
来
る
、
○
白
井
成
允
、「
日
本
道
学
淵

源
録
」
を
携
来
る
、
○
鳩
山
一
郎
及
び
齋
藤
延
よ
り
来
状
、
○
午
后
、

宮
坂
喆
宗
、
速
記
を
携
来
る
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
書
状
を

竹
内
康
二
に
送
る
、
○
夜
、
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
吉
嗣
拜
山

の
訃
報
来
る
、
○
井
上
み
ち
き
よ
り
縫
子
に
来
状
、
○
此
日
、
野
田
義

夫
よ
り
「
教
育
学
概
論
」
を
送
来
る
、
○
祝
儀
の
贈
物
を
板
垣
退
助
宅

に
送
る
、
○
支
那
の
書
家
楊
守
敬
逝
く
、
○
弘
道
館
よ
り
来
状
、

十
四
日
、
午
前
、
晴
天
、
鳩
山
春
子
よ
り
来
状
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正

来
る
、
○
勉
強
、
○
森
良
三
郎
来
る
、
乃
ち
之
を
区
役
所
に
遣
は
す
、

○
竹
内
康
二
来
る
、
乃
ち
之
に
書
籍
二
冊
を
付
与
す
、
○
午
后
、
講
義

に
大
学
に
赴
く
、
○
「
実
業
修
身
」
二
千
八
百
五
十
部
の
奥
附
を
六
盟

館
に
付
与
す
、
○
大
橋
秀
治
よ
り
来
状
、
○
村
松
清
隂
来
る
、
○
夜
、
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校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
再
び
校

正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
三
越
よ
り
来
状
、
○
角
田
松
壽
よ
り
報
告

書
を
送
来
る
、
○
星
野
毅
、
金
子
胤
德
、
居
相
権
六
、
手
塚
良
道
、
椎

名
長
吉
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、

十
五
日
、
午
前
、
晴
天
、
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
在
米
国
矢
吹
慶
輝
よ
り

来
状
、
○
岡
田
良
平
よ
り
礼
状
来
る
、
○
「
神
道
の
要
領

1

1

1

1

1

」
娘
子
軍
に

出
づ
、
○
午
后
、
女
中
澄
江
を
三
菱
銀
行
に
遣
は
す
、
○
姉
﨑
袖
子
、

仝
益
子
来
る
、
○
小
山
鞆
繪
板
垣
良
子
結
婚
披
露
会
に
築
地
精
養
軒
に

赴
く
、
○
板
垣
退
助
、
清
浦
奎
吾
、
千
頭
清
臣
、
鈴
木
充
美
等
と
会
見

す
、
○
夜
、
九
時
頃
帰
宅
、
○
東
亜
協
会
よ
り
来
状
、
○
帰
一
協
会
よ

り
来
状
、○
浅
倉
屋
よ
り
小
包
を
送
来
る
、○
書
状
を
角
田
松
壽
に
送
る
、

十
六
日
、
午
前
、
晴
天
、
書
状
を
寺
島
天
園
に
送
る
、
○
校
正
、
○
角
田

松
壽
来
る
、
○
内
田
銀
藏
よ
り
書
状
と
論
文
二
篇
と
を
送
来
る
、
○
修

養
団
員
岩
佐
珍
の
訃
報
来
る
、
○
午
后
、
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、

○
池
田
久
未
次
郎
及
び
邨
田
雄
亮
来
る
、
○
金
弐
円
の
為
換
入
の
書
状

を
吉
嗣
皷
山
に
送
る
、
○
夜
、
愛
国
同
志
会
に
神
田
基
督
教
青
年
会
館

に
赴
き
、
一
場
の
演
説
を
な
す
、
○
高
木
兼
寛
、
山
口
彈
正
、
上
岡
壽

夫
、
多
田
義
堂
、
寺
島
天
園
等
と
会
見
す
、
○
三
原
道
太
郎
よ
り
来
状
、

十
七
日
、
午
前
、
晴
天
、
松
浦
一
来
る
、
○
春
枝
、
高
子
と
相
携
へ
て
横

浜
に
赴
く
、
○
校
正
、
○
金
港
堂
員
及
び
広
文
堂
員
来
る
、
○
午
后
、

宮
坂
喆
宗
来
る
、
○
校
正
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
日
清
印

刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
山
田
三
良
よ
り
書
状
と
原
稿
と
を
送
来
る
、
○

「
桜
花
皕
詠
」
の
序
を
草
す
、
○
再
び
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○

縫
子
、
益
之
進
を
拉
し
て
日
比
谷
公
園
に
遊
ぶ
、
○
須
賀
友
弥
、
寺
島

天
園
及
び
蟹
江
操
子
来
る
、
○
夜
、
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
「
桜

花
皕
詠
」
の
序
成
る
、

十
八
日
、
午
前
、
晴
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
井
上
円
了
及
び
笹
倉

新
治
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
森
良
三
郎
、
大
倉
廣
三
郎
、
多
田
義
堂
、

島
本
愛
之
助
、
角
田
松
壽
来
る
、
○
校
正
、
○
夜
、
文
科
大
学
、
帝
国

学
士
院
及
び
日
本
武
道
会
よ
り
来
状
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、

○
松
原
一
義
来
る
、
○
書
状
を
島
本
愛
之
助
に
送
る
、
○A

siatic 
Society of Japan

よ
り
来
状
、
○
此
日
、
佐
藤
小
吉
及
び
田
村
安
太

郎
よ
り
来
状
、

十
九
日
、
午
前
、
晴
天
、
広
文
堂
員
及
び
邨
田
雄
亮
来
る
、
○
校
正
を
日

清
印
刷
に
送
る
、
○
専
ら
校
正
に
従
事
す
、
○
山
﨑
亀
太
郎
よ
り
来
状
、

○
午
后
、
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、

○
高
楠
順
次
郎
及
びGustav Fock

よ
り
来
状
、
○
縫
子
、
吉
田
宅

及
び
姉
﨑
宅
に
赴
く
、
○
書
状
を
高
楠
順
次
郎
及
び
田
中
芳
男
記
念
資

金
募
集
事
務
所
に
送
る
、
○
角
田
松
壽
来
る
、
○
多
田
義
堂
よ
り
書
状

と
原
稿
と
を
送
来
る
、
○
夜
、
杉
山
直
喜
来
る
、
乃
ち
談
話
を
速
記
せ

し
む
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、

○
原
稿
を
多
田
義
堂
に
送
る
、

二
十
日
、
午
前
、
晴
天
、
学
習
院
に
赴
き
、
尋
い
で
女
学
部
に
赴
く
、
○

午
后
、
文
科
大
学
の
教
授
会
に
赴
く
、
○
不
在
中
鈴
木
弘
来
る
、
○
文

明
協
会
よ
り
「
科
学
思
想
発
達
史
」
及
び
「
列
強
権
力
問
題
」
を
送
来

る
、
○
松
原
一
義
よ
り
来
状
、
○
大
金
来
る
、
○
広
文
堂
員
来
る
、
○

夜
、
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
勉
強
、

廿
一
日
、
午
前
、
晴
天
、
東
亜
協
会
及
び
日
之
出
生
命
よ
り
来
状
、
○
書
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状
を
島
本
愛
之
助
及
び
日
之
出
生
命
に
送
る
、
○
「
独
逸
の
国
家
主
義

1

1

1

1

1

1

1

と
日
本
の
国
家
主
義

1

1

1

1

1

1

1

1

」
中
外
日
報
に
出
づ
、
○
宮
坂
喆
宗
、
鈴
木
弘
、

及
び
広
文
堂
員
来
る
、
○
勉
強
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
午
后
、

日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
杉
山
直
記
よ
り
速
記
を
送
来
る
、
○
講

義
に
大
学
に
赴
く
、
○
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送

る
、
○
夜
、
原
稿
を
島
本
愛
之
助
に
、
書
状
を
宮
坂
喆
宗
及
び
山
﨑
亀

太
郎
に
送
る
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
史
記
の
屈
原
列
伝
を

読
む
、
○
竹
内
康
二
、
写
物
を
携
来
る
、
○
芳
村
正
秉
逝
く
、
享
年

七
十
七
、

廿
二
日
、
午
前
、
曇
天
、
中
川
愛
氷
、
邨
田
雄
亮
、
鈴
木
弘
来
る
、
○
松

浦
伯
爵
及
び
玉
利
喜
造
よ
り
来
状
、
○
日
本
銀
行
に
赴
き
、
尋
い
で
三

井
銀
行
に
赴
く
、
○
昼
食
を
多
賀
羅
亭
に
取
る
、
○
午
后
、
山
﨑
亀
太

郎
、
池
田
林
儀
来
る
、
○
文
科
大
学
及
び
峯
間
信
吉
よ
り
来
状
、
○
書

状
を
白
井
成
允
に
送
る
、
○
文
科
大
学
々
友
会
よ
り
来
状
、
○
山
上
御

殿
に
赴
く
、
○
不
在
中
板
垣
絹
子
来
る
、
○
夜
、
三
上
参
次
よ
り
来
状
、

○
校
正
、○
史
記
の
屈
原
列
伝
を
読
む
、○
此
頃
国
書
刊
行
会
よ
り「
徳

川
文
芸
類
聚
」（
第
九
）
を
送
来
る
、

廿
三
日
、
午
前
、
曇
天
、
辻
本
卯
藏
よ
り
来
状
、
○
校
正
、
○
女
中
松
枝

を
大
学
に
遣
は
す
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
明
治
聖
徳
記
念

学
会
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
校
正
を
日

清
印
刷
に
送
る
、
○
大
金
来
る
、
乃
ち
之
に
金
五
拾
円
を
付
与
す
、
○

校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
夜
、
校
正
、
○
「
日
本
人
の
長
所
を
自

1

1

1

1

1

1

1

1

覚
せ
よ

1

1

1

」
中
外
日
報
に
見
ゆ
、
○
雪
、

廿
四
日
、
午
前
、
半
晴
、J.T

. Sw
ift

よ
り
来
状
、
○
森
良
三
郎
、
白
井

成
允
父
子
、
船
田
三
郎
来
る
、
○
宅
地
租
金
七
、五
八
五
及
び
府
税
市

税
金
二
、五
六
五
、
合
計
金
一
〇
、一
五
を
郵
便
局
に
納
む
、
○
大
野
太

衞
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
書
状
をJ.T

. Sw
ift

に
送
る
、
○
押
田
三
郎
、

得
能
文
妻
、
吉
田
熊
次
、
松
原
一
義
来
る
、
○
日
清
印
刷
よ
り
「
東
亜

の
光
」
口
絵
来
る
、
乃
ち
之
が
解
題
を
な
し
て
送
返
す
、
○
縫
子
、
益

之
進
を
拉
し
て
国
技
館
に
赴
く
、
○
夜
、
勉
強
、
○
島
本
愛
之
助
よ
り

来
状
、

廿
五
日
、
午
前
、
晴
天
、
樫
尾
治
、
飯
島
利
七
、
辻
本
卯
藏
よ
り
来
状
、

○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
校
正
を
日

清
印
刷
に
送
る
、
○
午
后
、
小
林
一
郎
、
岩
橋
遵
成
及
び
齋
藤
基
次
郎

妻
来
る
、
○
「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、
○
「
日
本
経
済
叢
書
」
第
八
巻

来
る
、
○
近
藤
次
繁
よ
り
来
状
、
○
玉
利
喜
造
よ
り
「
内
観
的
人
類
進

化
説
」
を
送
来
る
、
○
夜
、
中
熊
直
喜
よ
り
来
状
、
○
「
教
界
春
秋
」

を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
史
記
の
屈
原
列
伝
を
読
む
、

廿
六
日
、
午
前
、
曇
天
、
浦
谷
熊
吉
及
び
広
文
堂
員
来
る
、
○
鳥
居
龍
藏

よ
り
「
理
科
大
学
紀
要
」
を
送
来
る
、
○
副
島
八
十
六
よ
り
来
状
、
○

冨
田
才
治
〔「
治
」
の
横
に
「
次
」
と
あ
り
〕、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、

○
床
屋
に
赴
く
、
○
午
后
、
角
田
松
壽
来
る
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正

来
る
、
○
校
正
、
○
姉
﨑
正
治
、
島
本
愛
之
助
及
び
渡
辺
誠
吾
よ
り
来

状
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
縫
子
、
博
品
館
に
赴
く
、
○
夜
、

文
科
大
学
、
及
びD

r. Jos. D
ahlm

ann

等
よ
り
来
状
、
○
校
正
を
日

清
印
刷
に
送
る
、

廿
七
日
、
午
前
、
晴
天
、
学
習
院
に
赴
き
、
尋
い
で
女
学
部
に
赴
く
、
○

六
盟
館
よ
り
「
実
業
修
身
」
を
送
来
る
、
○
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
来
る
、
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○
午
后
、
教
授
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
飯
田
重
成
来
る
、
○
夜
、

A
siatic Society of Japan

の
総
会
に
芝
三
縁
亭
に
赴
く
、Sw

ift

、

M
athieus, 

吉
川
男
爵
嘉
納
治
五
郎
并
に
米
国
大
使
館
附

Chaplain Franz J. Feinler

等
と
会
見
す
、
○Prof. R.C. W

hitnack

の
講
演
あ
り
、
○
不
在
中
松
原
一
義
来
る
、
○
六
盟
館
よ
り
「
実
業
修
身
」

を
送
来
る
、

廿
八
日
、
午
前
、
雨
天
、
末
松
謙
澄
よ
り
来
状
、
○
勉
強
、
○
腸
加
答
児

を
患
ふ
、
○
高
木
益
太
郎
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、

○
船
田
三
郎
来
る
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
校
正
を
日
清
印

刷
に
送
る
、
○
夜
、
松
原
一
義
及
び
伊
藤
吉
之
助
来
る
、
○
伊
藤
吉
之

助
に
ヘ
ー
ゲ
ル
のLogik

三
冊
を
貸
附
す
、

廿
九
日
、
午
前
、
晴
天
、
深
作
安
文
、
上
村
邦
良
、
池
田
林
儀
、
島
本
愛

之
助
、
和
辻
哲
郎
来
る
、
○
午
后
、
辻
本
卯
藏
よ
り
来
状
、
○
校
正
、

○
大
橋
秀
治
、
小
中
村
清
矩
来
る
、
○
金
港
堂
よ
り
奥
附
壱
包
を
送
来

る
、
○
夜
、「
新
編
修
身
」
二
千
五
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、

○
夜
、校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、○
明
慶
宮
三
郎
よ
り
来
状
、○
校
正
、

三
十
日
、
午
前
、
晴
天
、
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
校
正
を
日
清
印

刷
に
送
る
こ
と
二
回
、
○
史
料
編
纂
掛
に
赴
き
、
藤
樹
書
院
の
書
籍
二

部
を
返
付
す
、
○
大
学
図
書
館
に
赴
く
、
○
書
状
を
添
野
信
に
送
る
、

○
午
后
、
文
科
大
学
及
び
山
鹿
先
生
全
集
刊
行
会
よ
り
来
状
、
○
「
哲

学
と
宗
教
」
の
序
を
草
し
て
之
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
夜
、
哲
学
会

に
第
一
学
生
集
会
所
に
赴
く
、
○
石
川
教
授
祝
賀
発
起
人
及
び
山
﨑
洋

服
店
よ
り
来
状
、

丗
一
日
、
午
前
、
曇
天
、
七
、〇
〇
上
野
出
発
、
船
田
三
郎
送
来
る
、
○

一
一
、三
〇
頃
西
那
須
野
着
、
添
野
信
来
迎
ふ
、
直
に
太
田
原
中
学
校

に
赴
く
、
校
長
田
村
安
太
郎
、
神
官
手
塚
某
等
と
会
見
す
、
○
午
后
、

「
乃
木
大
将
に
就
い
て

1

1

1

1

1

1

1

1

」、
一
場
の
講
演
を
な
す
、
○
帰
途
、
石
林
村

に
入
り
乃
木
大
将
の
別
荘
及
び
乃
木
神
社
の
敷
地
を
観
て
西
那
須
野
に

到
る
、
○
四
、二
二
出
発
、
添
野
信
送
来
る
、
○
夜
、
九
、〇
〇
上
野
着
、

九
、三
〇
帰
宅
、
○
不
在
中
森
良
三
郎
、
伊
藤
吉
之
助
、
井
上
泰
岳
、

阿
部
東
作
来
る
、
○
丸
善
よ
り
来
状
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、

○
古
谷
栄
一
よ
り
「
オ
イ
ケ
ン
哲
学
の
批
難
」
を
送
来
る
、
○
此
日
、

汽
車
中
「
不
可
不
読
」
を
読
む
、
○
此
頃
、W

ho’s 
W

ho 
in 

the 
O
rient 

1915

を
購
入
す
、
○
日
本
に
於
け
る
独
逸
の
俘
虜
数
は

四
四
六
〇
余
な
り
、
日
露
戦
役
に
於
け
る
露
国
の
俘
虜
数
は

七
一
八
〇
〇
な
り
、
○
「
東
亜
の
光
」（
一
〇
の
二
）
成
る
、

二
月

一
日
、
午
前
、
曇
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
「
中
学
漢
文
」
三
百
部

の
奥
附
を
光
風
館
に
付
与
す
、
○
午
后
、
晴
天
、
池
田
林
儀
、
井
上
泰

岳
、
白
井
成
允
、
加
島
虎
吉
、
大
壁
早
治
、
橋
本
虎
吉
来
る
、
○
井
上

泰
岳
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
明

慶
宮
三
郎
よ
り
ス
ル
メ
壱
包
を
送
来
る
、
○
須
藤
求
馬
、
加
藤
栄
太
郎
、

古
谷
栄
一
よ
り
来
状
、
○
「
日
独
国
民
性
の
相
違
点

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
成
功
に
出
づ
、

○
夜
、
文
科
大
学
及
び
鈴
木
宗
忠
等
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
島
本
愛
之

助
及
び
竹
内
康
二
に
送
る
、
○
校
正
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、

二
日
、
午
前
、
曇
天
、
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
光
風
館
員
及
び
坂

本
謹
吾
来
る
、
○
午
后
、
辻
本
卯
藏
、
新
村
喜
一
郎
、
角
田
松
壽
、
及

び
広
文
堂
員
来
る
、
○
島
本
愛
之
助
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
加
藤
栄
太
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郎
に
送
る
、
○
児
玉
九
十
及
び
池
田
澄
達
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、

○
竹
内
康
二
来
る
、
乃
ち
之
に
書
籍
一
冊
を
付
与
す
、
○
姉
﨑
宅
に
赴

く
、
○
雨
、
○
夜
、
雨
天
、
小
林
琛
見
よ
り
来
状
、
○
勉
強
、
○
此
日
、

上
田
萬
年
帰
朝
す
、

三
日
、
午
前
、
曇
天
、
大
隈
伯
爵
及
び
太
田
資
順
よ
り
来
状
、
○
学
習
院

に
赴
き
、
尋
い
で
女
学
部
に
赴
く
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○

補
永
茂
助
及
び
添
野
信
よ
り
来
状
、
○
岡
野
義
三
郎
よ
り
寒
気
見
舞
状

来
る
、
○
午
后
、
大
学
に
赴
き
、
上
田
萬
年
を
学
長
室
に
訪
ひ
、
尋
い

でM
athew

s Gulick

等
と
会
見
し
、
法
科
の
三
十
二
番
室
に
於
て

M
athew

s

の
講
演
を
聴
く
、
○
「
古
学
哲
学
」
五
拾
部
の
奥
附
を
冨

山
房
に
付
与
す
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
中
熊
直
喜
よ
り
来

状
、
○
冨
山
房
よ
り
「
漢
文
大
系
」
一
冊
を
送
来
る
、
○
文
部
省
よ
り

書
籍
数
冊
を
送
来
る
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
夜
、
大
澤
謙

二
退
職
の
為
に
催
さ
れ
た
る
晩
餐
会
に
上
野
精
養
軒
に
赴
く
、
○
不
在

中
寺
島
天
園
来
る
、

四
日
、
午
前
、
曇
天
、
大
原
保
、
田
村
安
太
郎
、
三
浦
七
右
衛
門
よ
り
来

状
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
寺
島
天
園
及
び
須
賀
友
弥
、
御

礼
の
為
に
来
る
、
○
研
究
、
○
山
﨑
亀
太
郎
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
雨

天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○

Charvoz, Les grandes Religions de l’O
rient

を
送
る
、
○
風
雨
、

○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
夜
、
書
状
を
大
原
保
に
送
る
、
○
校

正
を
日
清
印
刷
に
、
書
状
を
榎
本
勝
多
に
送
る
、
○
節
分
、

五
日
、
午
前
、
曇
天
、
秋
山
眞
之
よ
り
「
古
典
講
義
録
」
を
、
至
誠
堂
よ

り
「
活
修
養
」
及
び
「
吐
雲
録
」
を
送
来
る
、
○
相
原
熊
太
郎
、
遠
藤

七
兵
衛
、
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
揮
毫
、
○
帰
一
協
会
よ
り
来
状
、
○

午
后
、
揮
毫
、
○
校
正
、
○
夜
、
哲
学
談
話
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、

○
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
帝
国

学
士
院
、
及
び
日
之
出
生
命
保
険
会
社
よ
り
来
状
、
○
東
亜
協
会
よ
り

原
稿
を
送
来
る
、

六
日
、
午
前
、
晴
天
、
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
午
后
、
白
井
成
允

来
る
、
乃
ち
之
に
孔
子
を
祭
る
文
を
付
与
す
、
○
浦
谷
熊
吉
来
る
、
○

校
正
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、

○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
「
雲
養
集
」
を
読
む
、
○
夜
、「
雲
養
集
」

を
読
む
、
○
書
状
を
末
松
謙
澄
に
送
る
、
○
「
泰
山
遺
説
」
を
読
む
、

○
此
日
よ
りT

he Japan D
aily M

ail

を
取
る
、

七
日
、
午
前
、
晴
天
、
広
文
堂
員
来
る
、
○
東
敬
治
来
る
、
乃
ち
之
に
「
竹

庵
遺
稿
」
を
貸
付
す
、
○
校
正
、
○
益
之
進
、
慢
性
腹
膜
炎
の
疑
あ
り
、

○
「
六
経
略
説
」
を
読
む
、
○
午
后
、
押
田
清
子
及
び
漢
文
学
会
事
務

所
よ
り
来
状
、
○
「
六
経
略
説
」
を
読
む
、
○
宮
坂
喆
宗
来
る
、
○
日

清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
書
状
を
太
田

資
順
、
山
﨑
亀
太
郎
及
び
相
原
熊
太
郎
に
送
る
、
○
縫
子
、
春
枝
及
び

益
之
進
と
共
に
三
越
に
赴
き
、
更
に
博
品
館
に
到
る
、
独
り
春
枝
の
み

は
三
越
よ
り
帰
る
、
○
運
動
に
音
羽
方
面
に
出
づ
、
○
夜
、「
1日

本
魂

1

1

1

の1

象
徴

1

1

」
中
外
日
報
に
出
づ
、
○
「
孔
子
家
語
」
及
び
「
孔
子
履
歴
考
」

を
読
む
、
○
勉
強
、

八
日
、
午
前
、
晴
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
弘
道
館
の
使
者
、
校
正

を
携
来
る
、
○
縫
子
、
益
之
進
を
拉
し
て
大
学
病
院
に
赴
く
、
○
女
中

澄
江
を
三
井
銀
行
に
遣
は
す
、
○
東
亜
協
会
よ
り
来
状
、
○T

he 
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Philosophical Review

を
送
来
る
、
○
午
后
、
中
川
愛
氷
よ
り
来
状
、

○
「
吉
嗣
拝
山
の
こ
と

1

1

1

1

1

1

1

」
絵
画
叢
誌
に
出
づ
、
○
日
本
学
会
の
案
内
状

拾
通
を
発
送
す
、
○
角
田
松
壽
来
る
、
○
校
正
、
○
夜
、
上
田
萬
年
歓

迎
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
太
田
資
順
よ
り
来
状
、
○
竹
内
康
二
、

写
物
を
携
来
る
、
○
此
日
、「
哲
学
と
宗
教
」
の
校
正
全
部
結
了
す
、

○
「
女
子
修
身
」
九
百
六
十
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、

九
日
、
午
前
、
晴
天
、
大
原
保
よ
り
来
状
、
○
森
良
三
郎
来
る
、
○
校
正
、

○
書
状
を
白
井
成
允
、
森
良
三
郎
及
び
自
由
堂
新
聞
舗
に
送
る
、
○
午

后
、
小
雨
、
又
晴
、
校
正
、
○
縫
子
、
白
木
屋
に
赴
く
、
○
末
松
謙
澄

来
る
、
○
金
允
植
に
贈
る
詩
を
作
る
、
○
書
状
を
帝
国
学
士
院
に
送
る
、

○
夜
、
螺
山
会
に
学
士
会
事
務
所
に
赴
く
、
本
野
英
吉
郎
、
斯
波
貞
吉
、

内
田
旭
等
と
会
見
す
、
○
鳥
居
龍
藏
よ
り
来
状
、
○
「
哲
学
と
宗
教
」

一
千
部
の
奥
附
を
弘
道
館
に
付
与
す
、
○
人
物
月
旦
、
読
書
世
界
に
出

づ
、
○
有
風
、

十
日
、
午
前
、
半
晴
、
学
習
院
に
赴
き
、
尋
い
で
女
学
部
に
赴
く
、
○
白

井
成
允
、
鈴
木
弘
及
び
広
文
堂
員
来
る
、
○
菊
池
廣
よ
り
来
状
、
○
午

后
、
松
尾
清
次
郎
及
び
修
養
団
よ
り
来
状
、
○
吉
田
雪
子
来
る
、
○
校

正
、
○
齋
藤
精
輔
来
る
、
○
文
部
省
よ
り
「
平
家
物
語
の
語
法
」
を
送

来
る
、
○
白
井
成
允
来
る
、
乃
ち
之
に
書
籍
一
冊
を
付
与
す
、
○
夜
、

帰
一
協
会
に
上
野
精
養
軒
に
赴
く
、M

athew
s, 

Gulick, 
Fisher

及

び
井
深
梶
之
助
、
一
木
喜
德
郎
、
加
藤
高
明
等
と
会
見
す
、
○
大
野
太

衞
及
び
宮
地
嚴
夫
よ
り
来
状
、

十
一
日
、
午
前
、
雪
、
紀
元
節
、
吉
田
熊
次
来
る
、
○
小
雨
、
書
状
を
浮

田
和
民
に
送
る
、
○
校
正
、
○
小
林
照
朗
よ
り
来
状
、
○
「
末マ

マ

賀
能
比

連
」
を
読
む
、
○
午
后
、
戦
後
の
精
神
教
育
研
究
会
を
山
上
御
殿
に
開

く
、
阪
谷
芳
郎
、
鵜
澤
総
明
、
添
田
壽
一
、
石
橋
甫
、
松
本
源
太
郎
、

嘉
納
治
五
郎
、
肝
付
兼
行
等
約
六
十
名
来
る
、
○
夜
、
十
時
頃
帰
宅
、

○
小
林
照
朗
よ
りLa société japonaise

を
送
来
る
、
○
岩
橋
遵
成
、

「
大
日
本
倫
理
思
想
発
達
史
」
二
冊
を
携
来
る
、

十
二
日
、
午
前
、
曇
天
、
島
本
愛
之
助
、
岩
橋
遵
成
及
び
広
文
堂
員
来
る
、

○
土
屋
稔
実
、
安
河
内
健
次
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
海
野
幸
德
、

東
亜
協
会
退
会
、
○
書
状
を
心
の
会
に
送
る
、
○
午
后
、
帝
国
学
士
院

に
赴
く
、
○
浮
田
和
民
よ
り
来
状
、
○
夜
、
十
時
頃
帰
宅
、
○
三
嶋
毅
、

宮
﨑
道
三
郎
、
北
原
種
忠
、
藤
井
健
次
郎
、
島
本
愛
之
助
及
び
教
科
書

会
よ
り
来
状
、
○
「
女
子
修
身
」
二
千
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、

○
帝
国
学
士
院
よ
り
「
羅
馬
法
範
」
及
び
「
羅
馬
法
解
説
」
を
受
取
る
、

十
三
日
、
午
前
、
半
晴
、
大
日
本
社
よ
り
来
状
、
○
校
正
、
○
山
﨑
亀
太

郎
及
び
田
口
勇
吉
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
安
倍
喜
平
の
訃
報
来
る
、
○

書
状
を
多
木
悦
造
及
び
田
口
勇
吉
に
送
る
、
○
校
正
、
○
夜
、
校
正
、

○
「
六
経
略
説
」
を
読
む
、
○
板
垣
退
助
よ
り
「
神
と
人
道
」
と
を
送

来
る
、

十
四
日
、
午
前
、
快
晴
、
縫
子
、
益
之
進
を
拉
し
て
横
浜
に
赴
く
、
○
長

井
眞
琴
、
宮
本
和
吉
、
船
田
三
郎
、
高
木
武
来
る
、
○
吉
嗣
皷
山
よ
り

袱
紗
を
送
来
る
、
○
広
文
堂
員
来
る
、
乃
ち
之
に
校
正
を
付
与
す
、
○

「
六
経
略
説
」
及
び
「
ま
が
の
ひ
れ
」
を
読
む
、
○
鳩
山
春
子
よ
り
来

状
、
○
齋
藤
精
輔
来
る
、
乃
ち
之
に
紹
介
状
二
通
を
付
与
す
、
○
午
后
、

「
経
子
説
」
を
読
む
、
○
角
田
松
壽
来
る
、
○
「
哲
学
と
宗
教
」
成
る

4

4

4

4

4

44

4

4

、

○
弘
道
館
の
使
者
、「
哲
学
と
宗
教
」
拾
五
部
と
契
約
書
と
を
送
来
る
、
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○
夜
、
日
本
学
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、

十
五
日
、
午
前
、
晴
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
甘
木
冨
田
よ
り
小
包

を
送
来
る
、
○
久
保
正
太
郎
来
る
、
○
縫
子
、
益
之
進
を
拉
し
て
大
学

病
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
校
正
、
○
宮
坂
喆
宗
、
甫
守
謹
吾
、
白
井
成

允
来
る
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
「
哲
学
と
宗
教
」
を
白
井
成

允
及
び
中
島
德
藏
に
送
る
、
○
鈴
木
弘
来
る
、
○
書
状
を
竹
内
康
二
に

送
る
、
○
夜
、
杉
山
直
喜
来
る
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
校
正
、

○
櫛
引
成
太
来
る
、

十
六
日
、
午
前
、
晴
天
、
蓮
沼
門
三
よ
り
来
状
、
○
森
良
三
郎
来
る
、
○

校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
「
中
学
漢
文
」
一
千
九
百
部
の
奥
附
を
光

風
館
に
付
与
す
、
○
午
后
、
書
庫
内
を
整
理
す
、
○
「
内
観
的
人
類
進

化
説
」
を
読
む
、
○
浅
倉
屋
よ
り
「
医
心
方
」
を
送
来
る
、
○
運
動
に

大
塚
方
面
に
赴
く
、
○
不
在
中
東
敬
治
来
る
、
○
川
島
亀
夫
来
る
、
○

「
中
学
修
身
」
三
百
五
拾
部
の
奥
附
を
弘
道
館
に
付
与
す
、
○
夜
、「
陽

明
哲
学
」
五
拾
部
の
奥
附
を
冨
山
房
に
付
与
す
、
○
竹
内
康
二
来
る
、

乃
ち
之
に
書
籍
壱
冊
を
付
与
す
、
○
杉
山
直
喜
来
る
、
乃
ち
談
話
を
速

記
せ
し
む
、
○
「
医
心
方
」
を
読
む
、
此
日
、
濵
田
玄
達
逝
く
、
享
年

六
十
二
、

十
七
日
、
午
前
、
曇
天
、
学
習
院
に
赴
き
、
尋
い
で
女
学
部
に
到
る
、
○

「
南
洲
手
抄
言
志
録
」
を
大
迫
大
将
に
貸
付
す
、
○
東
亜
協
会
及
びR. 

C. A
rm

strong

よ
り
来
状
、
○
午
后
、
亀
谷
聖
馨
よ
り
来
状
、
○R.C. 

A
rm

strong

よ
りLight from

 the East: Studies in Japanese 
Confucianism

を
、
文
明
協
会
よ
り
「
独
逸
世
界
政
策
」
及
び
「
生

命
之
不
可
思
議
」（
下
巻
）
を
送
来
る
、
○
濵
田
玄
達
の
訃
報
来
る
、

○
東
洋
大
学
よ
り
来
状
、
○
広
文
堂
員
、
校
正
を
携
来
る
、
○R. 

Eisler, 
W

örterbuch 
der 

philosophischen 
Begriffe

及
びR. 

Eucken, T
he M

eaning and V
alue of Life

を
読
む
、
○
夜
、
引

続
きEucken

を
読
む
、
○A

siatic Society of Japan

よ
り
来
状
、

○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、

十
八
日
、
午
前
、
晴
天
、
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
杉
山
直
喜
よ
り
速

記
を
送
来
る
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
研
究
、
○
「
横
浜
民
報
」

を
送
来
る
、
○Büchner, K

raft und Stoff

を
読
む
、
○
午
后
、
講

義
に
大
学
に
赴
く
、
○
広
文
堂
よ
り
小
包
を
送
来
る
、
○
速
記
を
訂
正

す
、
○
校
正
、
○
丸
尾
永
助
来
る
、
有
故
不
遇
、
○
亀
谷
聖
馨
よ
り
来

状
、
○
夜
、
校
正
、
○
原
稿
を
島
本
愛
之
助
に
送
る
、
○
広
文
堂
員
来

る
、
乃
ち
之
に
校
正
を
付
与
す
、
○
島
本
愛
之
助
よ
り
来
状
、

十
九
日
、
午
前
、
雲
霏
々
、
澁
澤
栄
一
及
び
小
林
鼎
よ
り
来
状
、
○
押
田

清
子
よ
り
縫
子
に
来
状
、
○
学
生
神
宮
某
、
大
橋
秀
治
及
び
広
文
堂
員

来
る
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
校
正
、
○
「
現
代
の
外
来
思
想

1

1

1

1

1

1

1

と
国
体

1

1

1

」
惟
神
に
出
づ
、
○
午
后
、
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
弘
道

館
よ
り
使
者
来
る
、
○
「
女
子
修
身
」
三
千
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付

与
す
、
○
書
状
を
長
井
眞
琴
に
送
る
、
○
「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、
○

夜
、
大
田
黒
作
次
郎
、
土
産
を
携
来
る
、
○
杉
山
直
喜
来
る
、
乃
ち
談

話
を
速
記
せ
し
む
、
○
「
経
子
説
」
を
読
む
、

二
十
日
、
午
前
、
晴
天
、
森
良
三
郎
来
る
、
○
村
松
喜
太
郎
移
転
す

4

4

4

4

4

4

4

4

、
隣4

家
係
争
問
題

4

4

4

4

4

、
是
に
於
て
か
全
く
解
決
し
了
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
○
日
清
印
刷
会
社
よ

り
「
東
亜
の
光
」
口
絵
を
送
来
る
、
○
家
屋
税
附
加
税
追
加
金
三
、

二
九
を
郵
便
局
に
納
む
、
○
「
東
亜
の
光
」
口
絵
解
題
を
日
清
印
刷
会
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社
に
送
る
、
○
書
状
を
濵
田
捷
彦
、
伊
藤
謙
一
、
濱
西
正
太
郎
に
送
る
、

○
午
后
、「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、
○
有
賀
清
海
、
深
作
安
文
、
島
本

愛
之
助
来
る
、○
隣
家
に
入
り
、各
室
を
検
分
す
、○
夜
、「
教
界
春
秋
」

を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
此
日
、
上
野
精
養
軒
及
び
東
京
朝
日
新
聞
等

よ
り
来
状
、

廿
一
日
、
午
前
、
晴
天
、
三
上
義
夫
、
片
山
清
太
郎
、
清
水
清
之
助
来
る
、

○
広
文
堂
員
来
る
、
○
東
敬
治
来
る
、
○
午
后
、
比
佐
祐
次
郎
及
び
津

端
一
脩
来
る
、
○
研
究
、
○
「
古
文
尚
書
総
弁
」
及
び
其
数
種
の
書
類

を
検
読
す
、
○
加
藤
弘
之
、
秋
元
俊
吉
、
菊
池
大
麓
等
よ
り
来
状
、
○

宮
坂
喆
宗
来
る
、
○
夜
、「
講
習
余
筆
」
を
読
む
、
○
杉
山
直
喜
よ
り

速
記
を
送
来
る
、
○
勉
強
、

廿
二
日
、
午
前
、
晴
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
益
之
進
を
拉
し
て
大

学
病
院
小
児
科
に
赴
く
、
○
森
良
三
郎
来
る
、
○
午
后
、
德
冨
猪
一
郎

及
び
東
洋
大
学
よ
り
来
状
、
○
川
島
亀
夫
、
巡
査
竹
本
某
、
上
岡
壽
夫
、

稻
山
始
、
瀨
川
賴
太
郎
、
藤
森
楸
来
る
、
○
「
新
編
修
身
」
二
千
五
百

部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
夜
、
齋

藤
精
輔
来
る
、
○
書
状
を
妹
尾
勇
吉
に
送
る
、
○
校
正
、

廿
三
日
、
午
前
、
晴
天
、
長
井
眞
琴
よ
り
来
状
、
○
多
田
義
堂
よ
り
書
状

と
「
大
日
本
世
界
教
宣
明
書
」
と
を
送
来
る
、
○
校
正
、
○
「
国
民
の

1

1

1

精
神
的
特
徴
を
発
揮
せ
よ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
国
民
精
神
に
出
づ
、
○
竹
内
康
二
、
写
物

を
携
来
る
、
○
「
日
本
道
学
淵
源
録
」
九
巻
全
部
写
了
る
、
○
縫
子
、

参
観
の
為
に
高
等
師
範
附
属
小
学
校
に
赴
く
、
○
広
文
堂
員
、
校
正
を

携
へ
て
来
る
、
○
午
后
、
曇
天
、
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
「
実
業

修
身
」
一
千
六
百
五
十
部
の
奥
附
を
六
盟
館
に
付
与
す
、
○
「
実
業
修

身
」
十
七
校
に
採
用
せ
ら
る
、
○
書
状
を
白
井
成
允
、
山
﨑
亀
太
郎
、

澁
澤
事
務
所
及
び
田
所
美
治
に
送
る
、
○
夜
、
東
亜
協
会
よ
り
来
状
、

○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
校
正
、
○
書
状
を
東
京
社
に
送
る
、

廿
四
日
、
午
前
、
晴
天
、
学
習
院
に
赴
き
、
尋
い
で
女
学
部
に
到
る
、
○

午
后
、
教
授
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
書
状
を
角
田
松
壽
に
送
る
、

○
帝
国
大
学
及
び
古
典
攻
究
会
よ
り
来
状
、
○
片
山
清
太
郎
来
る
、
○

齋
藤
精
輔
来
る
、
○
夜
、
有
風
、
○
「
中
学
修
身
」
五
百
部
の
奥
附
を

文
学
社
に
付
与
す
、

廿
五
日
、
午
前
、
晴
天
、
浦
谷
熊
吉
、
森
良
三
郎
、
巣
鴨
の
大
工
及
び
広

文
堂
員
来
る
、
○
勉
強
、
○
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
を
送
来
る
、
○
午

后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
夜
、
伊
藤
吉
之
助
来
る
、
○
山
﨑
亀
太

郎
よ
り
来
状
、
○
不
在
中
角
田
松
壽
来
る
、

廿
六
日
、
午
前
、
雪
霏
々
、
満
都
白
皚
々
、
藤
本
眞
光
、
辻
本
卯
藏
、
宮

本
和
吉
、
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
茅
原
廉
太
郎
及
び
白
井
成
允
よ
り
来

状
、
○
午
后
、
教
科
書
会
に
文
部
省
に
赴
く
、
○
夜
、
澁
澤
男
爵
の
招

待
に
よ
つ
て
帝
国
ホ
テ
ル
に
赴
き
、M

athew
s

及
びGulick

二
氏
送

別
の
宴
に
列
す
、Guthrie

、H
arris

及
び
鎌
田
栄
吉
、
江
原
素
六
、

團
琢
磨
、
添
田
壽
一
、
松
方
巖
、
小
崎
弘
道
、
綱
島
佳
吉
、
浮
田
和
民
、

大
倉
喜
八
郎
等
と
会
見
す
、
○
白
井
成
允
よ
り
来
状
、

廿
七
日
、
午
前
、
曇
天
、
友
枝
高
彦
来
る
、
○
書
状
を
白
井
成
允
、
大
森

房
吉
、
山
﨑
亀
太
郎
に
送
る
、
○
御
殿
場
東
山
旧
宅
地
を
開
墾
し
て
桑

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

畑
と
な
す
こ
と
を
山
﨑
亀
太
郎
に
通
知
す

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
○
午
后
、
景
山
泉
造
、
明

治
火
災
保
険
会
社
よ
り
来
る
、乃
ち
隣
家
を
保
険
す
る
こ
と
を
約
束
す
、

○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
縫
子
、
女
中
澄
江
を
従
へ
て
買
物
に
外
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出
す
、
○
文
科
大
学
及
び
角
田
松
壽
等
よ
り
来
状
、
○
夜
、
校
正
、

廿
八
日
、
午
前
、
曇
天
、
帝
国
文
学
会
よ
り
来
状
、
○
校
正
を
広
文
堂
に

送
る
、
○
国
書
刊
行
会
よ
り
「
吾
妻
鏡
」
及
び
「
雑
芸
叢
書
」
を
送
来
る
、

○
伊
藤
吉
之
助
、
角
田
松
壽
来
る
、
○
午
后
、
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、

○
尾
原
亮
太
郎
来
る
、
○
製
本
屋
来
る
、
○
夜
、
哲
学
会
に
山
上
御
殿

に
赴
く
、
○
藤
樹
書
院
、
森
村
市
左
衞
門
及
び
林
政
德
よ
り
来
状

三
月

一
日
、
午
前
、
晴
天
、
東
京
帝
国
大
学
記
念
日
、
森
良
三
郎
来
る
、
○
日

清
印
刷
よ
り
「
東
亜
の
光
」（
十
の
三
）
拾
冊
を
送
来
る
、
○
弘
田
長

を
小
児
科
病
室
に
訪
ひ
、
益
之
進
の
診
察
を
乞
ふ
、
○
「
日
本
経
済
叢

書
」
第
九
巻
を
送
来
る
、
○
午
后
、
今
泉
辰
次
郎
、
木
塲
了
本
来
る
、

○
書
状
を
松
本
文
三
郎
、
藤
井
健
治
郎
、
田
所
美
治
、
阿
部
維
巖
に
送

る
、
○
「
新
編
修
身
」
三
千
二
百
部
「
女
子
修
身
」
三
千
〇
四
十
部
の

奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
校
正
、
○
夜
、
校
正
、
○
井
上
波
野
よ

り
来
状
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、

二
日
、
午
前
、
晴
天
、
志
水
代
次
郎
、
贈
物
を
携
来
る
、
○
広
文
堂
員
来

る
、
○
黄
鳥
、
庭
園
に
鳴
く
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
こ
と
二
回
、

○
竹
内
康
二
よ
り
来
状
、
○
巡
査
竹
本
長
吉
の
門
札
を
正
門
に
掲
ぐ
、

○
午
后
、
角
田
松
壽
来
る
、
○
石
橋
智
信
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、

○
夜
、
哲
学
談
話
会
に
大
学
に
赴
く
、
○
小
雨
、
○
東
亜
協
会
及
び
帝

国
地
方
行
政
学
会
よ
り
来
状
、

三
日
、
午
前
、
晴
天
、
学
習
院
に
赴
き
、
尋
い
で
女
学
部
に
赴
く
、
○
松

本
源
太
郎
を
部
長
室
に
訪
ふ
、
○
午
后
、
教
授
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、

○
丁
酉
倫
理
会
及
び
其
他
よ
り
来
状
、
○
「
新
編
修
身
」
二
千
五
百
部

の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
人
物
月
旦
、
普
通
教
育
に
出
づ
、
○

夜
、Rudolf Eucken, T

he M
eaning and V

alue of Life

を
読
む
、

○
教
科
書
会
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
学
習
院
に
て
「
国
基
」
を
贈
る
者

あ
り
、

四
日
、
午
前
、
晴
天
、
在
倫
敦
の
高
瀨
武
次
郎
よ
り
来
状
、
○Rudolf 

Eucken, T
he M

eaning and V
alue of Life

を
読
む
、
○Sidney 

Gulick

及
び
帰
一
協
会
よ
り
来
状
、
○
勉
強
、
○
吉
田
雪
子
よ
り
縫

子
に
来
状
、
○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
縫
子
、
笹
川
、
得
能

及
び
伊
澤
宅
に
赴
く
、
○
松
村
介
石
よ
り
来
状
、
○
夜
、
吉
田
雪
子
来

る
、
○
長
澤
市
藏
の
訃
報
来
る
、

五
日
、
午
前
、
雨
天
、
浦
谷
熊
吉
、
森
良
三
郎
、
島
本
愛
之
助
及
び
植
木

屋
来
る
、
○
午
后
、
宮
﨑
彦
麿
来
る
、
縫
子
、
す
み
れ
会
に
赴
く
、
○

「
哲
学
と
宗
教
」
を
成
瀨
仁
藏
に
送
る
、
○
書
状
を
日
本
青
年
協
会
に

送
る
、
○
金
壱
円
五
拾
銭
を
帝
国
地
方
行
政
学
会
の
大
谷
仁
兵
衞
に
送

る
、
○
大
森
房
吉
の
通
知
に
よ
れ
ば
、
安
政
二
年
十
二
月
五
日
は

一
八
五
六
年
一
月
十
二
日
に
相
当
す
、
○
夜
、
興
学
会
に
山
上
御
殿
に

赴
く
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、

六
日
、
午
前
、
晴
天
、
明
治
出
版
社
よ
り
「
大
遺
訓
」
を
送
来
る
、
○
大

学
の
史
料
編
纂
掛
よ
り
「
大
日
本
史
料
」
二
冊
と
「
大
日
本
古
文
書
」

三
冊
と
を
送
来
る
、
○
益
之
進
を
拉
し
て
大
学
歯
科
に
赴
く
、
○
「
山

草
堂
集
」
を
読
む
、
○
有
馬
昌
平
来
る
、
○
書
状
を
山
田
三
良
に
送
る
、

○
午
后
、「
山
草
堂
集
」
を
読
む
、
○
書
状
を
速
水
滉
に
送
る
、
○
「
女

子
修
身
」
一
千
一
百
部
及
び
「
新
編
修
身
」
一
千
部
の
奥
附
を
金
港
堂

に
付
与
す
、
○
宮
﨑
彦
麿
来
る
、
○
運
動
に
指
ヶ
谷
町
方
面
に
赴
く
、
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○
不
在
中
宮
坂
喆
宗
来
る
、
○
夜
、
書
状
を
有
馬
昌
平
に
送
る
、
○
「
講

習
余
筆
」
及
び
「
九
経
談
」
等
を
読
む
、
○
有
馬
昌
平
よ
り
来
状
、
○

帰
一
協
会
よ
りT

he Friendship of A
m
erica for Japan

を
送
来

る
、
○
勉
強
、

七
日
、
午
前
、
晴
天
、
枝
元
長
夫
、
大
野
太
衞
及
び
明
治
火
災
保
険
会
社

よ
り
来
状
、
○
得
能
文
来
る
、
○
尾
原
亮
太
郎
、
景
山
眞
盛
及
び
広
文

堂
員
来
る
、
○
丁
酉
倫
理
を
読
む
、
○
午
后
、
丁
酉
倫
理
会
に
学
士
会

事
務
所
に
赴
く
、
○
不
在
中
大
村
泰
賢
来
る
、
○
「
実
業
修
身
」

五
千
五
百
部
の
奥
附
を
六
盟
館
に
付
与
す
、
○
夜
、
八
時
頃
帰
宅
、
○

有
馬
昌
平
よ
り
来
状
、
○
校
正
、
○
此
日
、
野
田
五
郎
助
来
る
、
○
雨
、

八
日
、
午
前
、
晴
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
高
野
山
時
報
社
よ
り
来

状
、
○
「
日
蓮
主
義
に
対
す
る
希
望

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
法
華
に
出
づ
、
○
益
之
進
、
大

学
歯
科
に
赴
く
、
○
午
后
、
縫
子
、
吉
田
宅
に
赴
く
、
○
上
村
邦
良
来

る
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
藤
本
眞
光
、
小
笠
原
宥
鋭
、
角
田

松
壽
、
小
山
鞆
繪
及
び
広
文
堂
員
来
る
、
○
夜
、
校
正
を
広
文
堂
に
送

る
、
○
孔
子
祭
典
会
よ
り
宋
儒
の
画
像
を
送
来
る
、
○
此
日
、
隣
家
の

前
に
在
る
建
物
を
取
崩
し
、
巣
鴨
に
運
去
る
、
○
此
頃
、
第
三
号
第
四

号
長
屋
修
繕
悉
皆
成
る
、

九
日
、
午
前
、
晴
天
、Rudolf Eucken, T

he M
eaning and V

alue 
of 

Life

を
読
む
、
○
阿
部
維
巖
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
鹿
田
静
七
に

送
る
、
○
午
后
、
引
続
きEucken

を
読
む
、
○
広
文
堂
よ
り
校
正
を

送
来
る
、
○
書
状
を
丸
善
に
送
る
、
○
病
気
見
舞
と
し
て
菓
子
壱
箱
を

中
島
德
藏
宅
に
送
る
、
○
阿
部
維
巖
よ
り
小
包
を
送
来
る
、
○
大
橋
秀

治
よ
り
来
状
、
○
弘
道
館
本
は
採
用
校
数
二
十
、六
盟
館
本
は
採
用
校

数
二
十
七
、
○
夜
、
書
状
を
杉
山
直
喜
及
び
大
橋
季
治
に
送
る
、
○
中

島
德
藏
宅
及
び
在
倫
敦
上
西
半
三
郎
よ
り
来
状
、
引
続
きEucken

を

読
む
、
○
吉
田
夫
妻
来
る
、

十
日
、
午
前
、
晴
天
、
学
習
院
に
赴
き
、
尋
い
で
女
学
部
に
赴
く
、
○
電

車
中
桑
木
嚴
翼
に
逢
ふ
、
○
縫
子
、
益
之
進
を
拉
し
て
大
学
病
院
に
赴

く
、
○
石
川
岩
吉
よ
り
来
状
、
○
「
内
閣
文
庫
漢
書
目
録
」
を
送
来
る
、

○
午
后
、
片
山
清
太
郎
来
る
、
○
「
中
学
漢
文
」
二
千
五
百
部
の
奥
附

を
光
風
館
に
付
与
す
、
○
多
田
義
堂
来
る
、Rudolf 

Eucken, 
T
he 

M
eaning and V

alue of Life

を
読
む
、
○
丸
善
よ
りFriedrich 

H
irth, T

he A
ncient H

istory of China

及
びF. von Bernhardi, 

Germ
any and the N

ext W
ar

を
送
来
る
、
○
夜
、
広
文
堂
員
、
校

正
を
携
来
る
、
乃
ち
之
に
校
正
を
付
与
す
、
○
引
続
きEucken

を
読

む
、
○Leo T

olstoy, O
n Life

を
読
む
、
○
此
日
、
速
達
郵
便
を
友

枝
高
彦
に
送
る
、

十
一
日
、
午
前
、
晴
天
、
枝
元
長
夫
及
び
其
他
よ
り
来
状
、
○
板
垣
退
助

よ
り
論
文
を
送
来
る
、
○Leo T

olstoy, O
n Life

を
読
む
、
○
勉
強
、

○
大
金
来
る
、
乃
ち
之
に
金
七
四
、七
六
を
支
払
ふ
、
之
を
内
金

五
〇
、〇
〇
と
合
す
れ
ば
、
金
一
二
四
、七
六
と
な
る
、
○
所
得
税
金

三
三
、二
二
及
び
府
税
市
税
金
六
、五
五
、
合
計
金
三
九
、七
七
を
郵
便
局

に
納
む
、
○
植
木
屋
来
る
、
○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
「
中

学
漢
文
」
二
千
部
の
奥
附
を
光
風
館
に
、「
新
編
修
身
」
二
千
五
百
部

の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
岩
下
壯
一
来
る
、
○
夜
、
杉
山
直
喜

来
る
、○
校
正
、○
大
橋
秀
治
よ
り
来
状
、○
書
状
を
大
橋
秀
治
に
送
る
、

十
二
日
、
午
前
、
晴
天
、
竹
内
康
二
よ
り
来
状
、
○
森
良
三
郎
、
島
本
愛
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之
助
、
大
橋
秀
治
及
び
広
文
堂
員
来
る
、
○
鹿
田
静
七
よ
り
「
洛
学
編
」

「
胡
敬
齋
文
集
」
及
び
「
漢
西
域
図
考
」
を
送
来
る
、
○
植
木
屋
来
る
、

○
午
后
、
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
書
状
を
小
林
照
朗
に
送
る
、
○

縫
子
、
益
之
進
を
拉
し
て
三
井
銀
行
に
赴
く
、
○
「
雲
養
集
」
を
読
む
、

○
帝
国
学
士
院
に
赴
く
、
○
夜
、
広
文
堂
よ
り
校
正
来
る
、
○
書
状
を

井
原
豊
作
に
送
る
、
○
雨
、

十
三
日
、
午
前
、
白
雪
霏
々
、
満
都
玲
瓏
、D

ew
ey 

and 
T
ufts, 

Ethics

及
びH

öffding 
Ethik

を
読
む
、
○
後
藤
武
夫
来
る
、
○
文

部
省
よ
り
「
疑
問
仮
名
遣
」
と
書
類
と
を
送
来
る
、
○
午
后
、
時
局
研

究
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
四
十
余
名
来
る
、
曾
我
祐
準
、
江
木
千
之
、

仝
衷
、
秋
月
左
都
夫
、
宮
地
嚴
夫
、
岡
田
良
平
、
澤
柳
政
太
郎
等
と
会

見
す
、
○
夜
、
八
時
半
頃
帰
宅
、
○
松
本
文
三
郎
、
島
本
愛
之
助
、
大

橋
秀
治
及
び
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
「
中
学
修
身
」
六
百
部
及
び
「
実

業
修
身
」
三
百
部
の
奥
附
を
文
学
社
に
付
与
す
、
○
不
在
中
広
文
堂
員

来
る
、

十
四
日
、
午
前
、
晴
天
、
高
木
武
、
高
原
孝
、
坂
本
喜
治
馬
等
来
る
、
○

大
日
本
歌
道
奨
励
会
よ
り
来
状
、
○H

öffding, 
Ethik

を
読
む
、
○

午
后
、
丁
酉
倫
理
会
に
帝
国
教
育
会
に
赴
き
、「
個
人
主
義
に
就
い
て

1

1

1

1

1

1

1

1

」

一
場
の
講
演
を
な
す
、
聴
衆
約
百
名
、
○
夜
、
学
士
会
事
務
所
に
会
食

す
、
○
雪
、
○
成
瀨
仁
藏
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
河
井
太
郎
及
び
広
文

堂
員
来
る
、

十
五
日
、
午
前
、
晴
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
江
木
衷
よ
り
「
情
声

詩
存
」
を
送
来
る
、
○
鳩
山
一
郎
及
び
法
華
会
等
よ
り
来
状
、
○
午
后
、

木
村
泰
賢
、
角
田
松
壽
、
柴
田
俊
二
郎
来
る
、
○
「
中
学
修
身
」
五
千

部
の
奥
附
を
弘
道
館
に
付
与
す
、
○
山
田
源
一
郎
及
び
乃
木
会
よ
り
来

状
、
○
杉
山
直
喜
来
る
、
乃
ち
談
話
を
速
記
せ
し
む
、
○
「
哲
学
と
宗

教
」
を
木
村
泰
賢
に
送
る
、
○
書
状
を
杉
山
直
喜
に
送
る
、
○
夜
、
校

正
、
○
川
田
正
澂
よ
り
来
状
、

十
六
日
、
午
前
、
晴
天
、
川
田
正
澂
よ
り
「
欧
米
教
育
雑
感
」
を
送
来
る
、

○
北
原
潮
洲
、
竹
本
長
吉
及
び
明
治
火
災
保
険
会
社
員
来
る
、
○
校
正
、

○
広
文
堂
員
来
る
、
乃
ち
之
に
校
正
を
付
与
す
、
○
鳩
山
一
郎
よ
り
来

状
、
○
杉
山
直
喜
よ
り
速
記
を
送
来
る
、
○
午
后
、
姉
﨑
袖
子
、
宮
坂

喆
宗
来
る
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
、
書
状
を
海
老
名
彈
正
に
送
る
、
○

速
記
を
訂
正
す
、
○
製
本
屋
来
る
、
○
夜
、
速
記
者
来
る
、
乃
ち
談
話

を
速
記
せ
し
む
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
板
垣
退
助
よ
り
書
状
と
論
文

と
を
送
来
る
、

十
七
日
、
午
前
、
晴
天
、
山
﨑
亀
太
郎
よ
り
来
状
、
○
女
学
部
に
赴
く
、

○
杉
山
直
喜
よ
り
速
記
を
送
来
る
、
○
午
后
、
半
晴
、
教
授
会
に
山
上

御
殿
に
赴
く
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
「
実
践
修
身
」
一
百
部
の
奥
附

を
六
盟
館
に
付
与
す
、
○
夜
、
速
記
を
速
達
に
て
島
本
愛
之
助
に
送
る
、

○
「
中
学
修
身
」
六
百
部
の
奥
附
を
文
学
社
に
付
与
す
、
○
「
欧
米
教

育
雑
感
」
を
読
む
、
○
書
状
を
島
本
愛
之
助
に
送
る
、

十
八
日
、
午
前
、
晴
天
、
東
京
社
よ
り
来
状
、
○
勉
強
、
○
鳩
山
秀
夫
よ

り
来
状
、
○
押
田
清
子
よ
り
縫
子
に
来
状
、
○
益
之
進
、
大
学
病
院
に

赴
く
、
○
多
田
義
堂
来
る
、
○
広
文
堂
員
、
校
正
を
携
来
る
、
○
加
藤

克
巳
、
山
岡
直
記
の
書
状
を
携
来
る
、
○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、

○
黒
田
清
市
、
大
学
に
来
談
す
、
○
湯
本
武
比
古
よ
り
「
倫
理
学
要
義
」

を
送
来
る
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
「
実
践
修
身
」
一
百
部
の
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奥
附
を
六
盟
館
に
付
与
す
、
○
夜
、
板
垣
退
助
の
「
神
と
人
道
」
を
読

む
、
○
校
正
、
○M

ind, no. 93‌

を
送
来
る
、
○
「
欧
米
教
育
雑
感
」

を
読
む
、

十
九
日
、
午
前
、
晴
天
、
齋
藤
精
輔
、
河
井
太
郎
、
島
本
愛
之
助
来
る
、

○
同
文
館
よ
り
速
記
を
送
来
る
、
○
金
拾
円
の
為
換
入
の
書
状
を
山
﨑

亀
太
郎
に
送
る
、
○
広
文
堂
員
、
校
正
を
携
来
る
、
乃
ち
之
に
校
正
を

付
与
す
、
○
菊
池
大
麓
の
為
に
金
拾
円
を
中
村
恭
平
に
送
る
、
○
益
之

進
、
大
学
病
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
神
近
市
子
、
高
橋
穰
来
る
、
○
「
哲

学
と
宗
教
」
を
高
橋
穰
に
付
与
す
、
○
濵
田
捷
彦
及
び
国
教
学
館
よ
り

来
状
、
○
「
新
編
修
身
」
七
千
三
百
部
、「
中
学
修
身
」
一
百
部
、「
女

子
修
身
」
四
千
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
夜
、
古
典
攻
究
会

の
招
待
に
上
野
精
養
軒
に
赴
く
、
高
木
兼
寛
、
川
面
凢
児
と
会
見
す
、

○
福
原
千
代
藏
よ
り
来
状
、
○
此
日
、「
大
日
本
世
界
教
宣
明
書
」
及

び
「
古
典
講
義
録
」
を
読
む
、

二
十
日
、
午
前
、
晴
天
、
校
正
、
○
「
頼
春
水
に
関
す
る
談
話
」
東
京
日
々

新
聞
に
出
づ
、
○
午
后
、
宮
坂
喆
宗
及
びPfarrer Jakob H

unziker 

（M
issionar

）
来
る
、
○
広
文
堂
員
来
る
、
乃
ち
之
に
校
正
を
付
与
す
、

○
金
原
善
三
郎
よ
り
書
状
と
「
松
陰
先
生
の
少
年
時
代
」
と
を
送
来
る
、

○
原
稿
を
島
本
愛
之
助
に
送
る
、
○
夜
、
哲
学
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、

ダ
ー
ル
マ
ン
、
ス
ト
ア
と
サ
ン
ク
ヤ
に
就
い
て
講
演
す
、
○
「
中
学
修

身
」
五
千
部
の
奥
附
を
弘
道
館
に
付
与
す
、
○
不
在
中
角
田
松
壽
来マ

マ

廿
一
日
、
午
前
、
晴
天
、
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
得
能
文
、
高
木
武
、

鈴
木
弘
来
る
、
○
「
仏
教
全
書
」
及
び
「
言
継
卿
記
」（
第
四
）
を
送

来
る
、
○
山
本
卯
一
、
尾
原
亮
太
郎
来
る
、
○
広
文
堂
員
来
る
、
乃
ち

之
に
校
正
を
付
与
す
、○
書
状
を
角
田
松
壽
及
び
金
原
善
三
郎
に
送
る
、

○
種
田
戍
次
郎
よ
り
来
状
、
○
石
橋
智
信
、
使
者
を
遣
は
し
、
書
状
を

送
来
る
、
乃
ち
返
事
を
使
者
に
託
す
、
○
午
后
、
半
晴
、
伊
藤
吉
之
助
、

大
島
正
德
来
る
、
○
書
状
を
角
田
松
壽
に
送
る
、
○T

ransactions 
of the A

siatic Society of Japan （V
ol. X

III, Part II

）を
送
来
る
、

○
運
動
に
音
羽
方
面
に
出
づ
、
○
電
車
中
島
地
大
等
と
会
見
す
、
○
校

正
、
○
不
在
中
鳩
山
秀
夫
来
る
、
○
夜
、
校
正
、
○
校
正
を
広
文
堂
に

送
る
、

廿
二
日
、
春
季
皇
霊
祭
、
午
前
、
晴
天
、
西
正
寺
よ
り
来
状
、
○
祝
儀
の

鰹
節
を
石
橋
智
信
に
送
る
、
○
多
田
義
堂
、
西
田
敬
止
来
る
、
○
広
文

堂
員
、
校
正
を
携
来
る
、
乃
ち
之
に
校
正
を
付
与
す
、
○
校
正
、
○
文

明
協
会
よ
り
「
犯
罪
心
理
学
」
と
「
学
術
的
発
見
史
」
と
を
送
来
る
、

○
「
師
範
修
身
」
三
百
部
の
奥
附
を
晩
成
処
に
付
与
す
、
○
午
后
、
校

正
、
○
松
原
一
義
、「
桜
花
百
詠
」
を
携
来
る
、
○
日
清
印
刷
よ
り
口

絵
を
送
来
る
、
○
鳩
山
一
郎
よ
り
来
状
、
○
広
文
堂
員
来
る
、
乃
ち
之

に
校
正
を
付
与
す
、
○
口
絵
解
題
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
角
田
松
壽

来
る
、
○
夜
、
石
橋
智
信
の
結
婚
披
露
の
宴
に
上
野
精
養
軒
に
赴
く
、

石
橋
思
案
、
江
越
忠
胤
、
川
出
麻
須
美
、
吉
雄
永
壽
等
と
会
見
す
、
○

東
京
社
及
び
帰
一
協
会
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
鈴
木
弘
、
須
山
啓
之
助

来
る
、

廿
三
日
、
午
前
、
雨
天
、
棚
橋
一
郎
来
る
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
、
書
状

を
島
本
愛
之
助
に
送
る
、
○
縫
子
を
三
井
銀
行
に
遣
は
す
、
○
広
文
堂

員
来
る
、
乃
ち
之
に
写
真
及
び
肖
像
集
を
付
与
す
、
○
午
后
、
原
稿
を

教
育
学
術
研
究
会
に
送
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
伊
藤
吉
之
助
来
る
、
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○
天
霽
る
、
○
蓮
沼
門
三
よ
り
来
状
、
○
夜
、
杉
山
直
喜
来
る
、
乃
ち

談
話
を
速
記
せ
し
む
、
○
棚
橋
絢
子
よ
り
来
状
、

廿
四
日
、
午
前
、
晴
天
、
島
本
愛
之
助
、
鳩
山
春
子
よ
り
来
状
、
○
校
正
、

○
床
屋
に
赴
く
、
○
山
﨑
亀
太
郎
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
齋
藤
精
輔
来

る
、
○
校
正
、
○
須
山
啓
之
助
よ
り
来
状
、
○
「
師
範
修
身
」
三
百
部

の
奥
附
を
晩
成
処
に
付
与
す
、
○
「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、
○
「
農
業

修
身
」
二
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
、「
中
学
修
身
」
五
百
部
の
奥
附

を
弘
道
館
に
付
与
す
、
○
広
文
堂
員
来
る
、
乃
ち
之
に
校
正
を
付
与
す
、

○
夜
、「
教
界
春
秋
」を
草
し
了
り
て
之
を
日
清
印
刷
に
送
る
、○
校
正
、

○
書
状
を
島
本
愛
之
助
に
送
る
、

廿
五
日
、
晴
天
、
杉
山
直
喜
よ
り
速
記
を
送
来
る
、
○
朝
、
武
藤
儀
亮
よ

り
来
状
、
○
「
中
学
修
身
」
五
百
五
十
部
の
奥
附
を
文
学
社
に
付
与
す
、

○
帝
国
大
学
よ
り
「
大
日
本
史
料
〔
」〕（
八
の
二
）
を
送
来
る
、
○
速

記
を
訂
正
す
、
○
運
動
に
植
物
園
方
面
に
出
づ
、
○
天
曇
る
、
○
宮
本

和
吉
来
る
、
○
正
勝
、
中
学
二
年
を
修
了
し
、
益
之
進
、
尋
常
四
年
を
、

高
子
、
尋
常
二
年
を
修
了
す
、
高
子
成
績
優
良
な
り
、
○
午
后
、
曇
天
、

広
文
堂
員
来
る
、
乃
ち
之
に
校
正
と
原
稿
と
を
付
与
す
、
○
議
員
選
挙

に
区
役
所
に
赴
く
、
○
「
実
業
修
身
」
二
千
部
の
奥
附
を
六
盟
館
に
付

与
す
、
○
校
正
、
○
島
本
愛
之
助
よ
り
来
状
、
○
雪
、
○
夜
、
校
正
、

○
「
中
学
修
身
」
五
百
部
の
奥
附
を
文
学
社
に
付
与
す
、
○
校
正
を
広

文
堂
に
送
る
、
○
奥
澤
福
太
郎
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
島
本
愛
之
助
及

び
東
洋
大
学
に
送
る
、

廿
六
日
、
午
前
、
雨
天
、
広
文
堂
よ
り
校
正
来
る
、
○
東
京
高
等
女
学
校

の
卒
業
式
に
莅
み
、
一
場
の
講
演
を
な
す
、
○
午
后
、
雨
歇
む
、
○
大

日
本
雄
弁
会
よ
り
来
状
、
○
校
正
、
○
浦
谷
熊
吉
来
る
、
○
夜
、
広
文

堂
員
来
る
、
○
校
正
、
○
書
状
を
枝
元
長
夫
に
送
る
、
○
校
正
を
広
文

堂
に
送
る
、
○
全
国
神
職
会
よ
り
有
賀
博
士
の
「
立
官
問
題
の
憲
法
上

の
研
究
」
を
送
来
る
、

廿
七
日
、
午
前
、
曇
天
、
東
亜
協
会
よ
り
来
状
、
○
弘
田
長
在
職
廿
五
年

祝
賀
の
為
金
五
円
を
送
る
、
○
午
后
、
多
賀
羅
亭
に
昼
餐
を
な
す
、
○

正
則
中
学
校
に
赴
き
、
卒
業
式
に
莅
み
、
一
場
の
講
演
を
な
す
、
○
夜
、

古
典
攻
究
会
に
東
京
工
芸
学
校
に
赴
き
、「
神
道
と
国
体
」
を
演
述
す
、

秋
山
眞
之
、
金
原
明
善
、
田
村
虎
藏
、
高
橋
静
虎
、
高
木
兼
寛
、
伊
﨑

少
将
等
会
見
す
、
○
不
在
中
神
代
種
亮
、
太
田
資
順
の
書
状
を
携
来
る
、

○
島
本
愛
之
助
、
伊
藤
吉
之
助
、
山
室
軍
平
、
枝
元
長
夫
及
び
修
養
団

よ
り
来
状
、
○
此
日
、
隣
家
を
引
去
る
、

廿
八
日
、
午
前
、
晴
天
、
明
治
火
災
保
険
会
社
よ
り
火
災
保
険
證
券
を
送

来
る
、
○
蠣
瀨
彦
藏
、
松
原
一
義
、
麻
生
正
藏
来
る
、
○
広
文
堂
員
来

る
、
○
午
后
、
相
澤
煕
来
る
、
○
杉
山
直
喜
来
る
、
乃
ち
談
話
を
速
記

せ
し
む
、
○
校
正
、
○
夜
、「
日
本
百
科
大
辞
典
」
の
相
談
会
に
山
上

御
殿
に
赴
く
、
○
「
新
編
修
身
」
三
千
九
百
部
及
び
「
女
子
修
身
」

七
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
「
日
本
経
済
叢
書
」
第
十
巻

を
送
来
る
、

廿
九
日
、
午
前
、
曇
天
、
校
正
、
○
祝
儀
の
鰹
節
（
代
価
五
円
）
を
伊
藤

吉
之
助
に
送
る
、
○
午
后
、
四
宮
兼
之
来
る
、
○
広
文
堂
員
、
校
正
を

携
来
る
、
○
「
中
学
漢
文
」
七
百
五
十
部
の
奥
附
を
光
風
館
に
付
与
す
、

○
千
賀
貞
子
来
る
、
○
校
正
、
○
春
枝
、
雙
葉
女
学
校
補
習
科
を
卒
業

す
、
○
夜
、
千
賀
貞
子
と
共
に
晩
餐
を
喫
す
、
○
「
東
亜
の
光
」（
十
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の
四
）
成
る
、
○
「
大
戦
争
の
活
教
訓

1

1

1

1

1

1

1

」
東
亜
の
光
に
出
づ
、
○
校
正

を
広
文
堂
に
送
る
、

三
十
日
、
午
前
、
晴
天
、
島
本
愛
之
助
、
深
作
安
文
、
淺
石
冨
人
、
齋
藤

精
輔
来
る
、
○
杉
山
直
喜
よ
り
速
記
を
送
来
る
、
○
山
本
犀
藏
及
び
其

他
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
堀
田
相
爾
来
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
広

文
堂
員
、
校
正
及
び
写
真
を
携
来
る
、
○
原
稿
を
婦
人
画
報
編
輯
所
に

送
る
、
○
鳩
山
一
郎
よ
り
来
状
、
○
縫
子
、
益
之
進
と
高
子
を
拉
し
て

吉
田
及
び
姉
﨑
宅
に
赴
く
、
○
夜
、
速
記
を
訂
正
し
て
之
を
太
田
資
順

に
送
る
、
○
在
巴
里
上
西
半
三
郎
よ
り
来
状
、
○
校
正
、
○
書
状
を
亀

井
千
里
及
び
東
京
社
に
送
る
、
○
此
日
、「
哲
学
と
宗
教
」
を
掘
田
相

爾
に
付
与
す
、

丗
一
日
、
午
前
、
晴
天
、
学
習
院
女
学
部
卒
業
式
に
赴
く
、
鍋
島
侯
爵
夫

人
、
伴
正
臣
、
神
田
乃
武
、
中
川
謙
二
郎
等
と
会
見
す
、
○
不
在
中
葉

山
萬
次
郎
、
湯
目
補
隆
来
る
、
○
奥
澤
福
太
郎
、
多
田
義
堂
、
宮
坂
喆

宗
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
縫
子
を
三
井
銀
行
に
遣
は
す
、
○
金
百
円
を

片
山
清
太
郎
に
支
払
ふ
、
○
書
状
を
帝
国
学
士
院
及
び
川
田
正
澂
に
送

る
、
○
「
東
亜
の
光
」
を
川
田
正
澂
に
送
る
、
○
運
動
に
大
塚
方
面
に

出
づ
、
○
夜
、
校
正
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
此
日
、
帝
国
大

学
及
び
其
他
よ
り
来
状
、

四
月

一
日
、
午
前
、
晴
天
、
森
良
三
郎
、
穗
積
陳
重
、
角
田
松
壽
、
岩
橋
遵
成
、

加
藤
誠
一
来
る
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
午
后
、「
女
子
修
身
」

五
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○

製
本
屋
来
る
、
○
広
文
堂
員
来
る
、
○
縫
子
、
春
枝
を
拉
し
て
小
川
写

真
館
に
赴
く
、
○
比
村
理
子
、
御
礼
の
為
に
来
る
、
○
校
正
、
○
夜
、

東
京
々
都
両
大
学
文
科
大
学
教
授
懇
親
会
に
偕
楽
園
に
赴
く
、
○
不
在

中
吉
田
雪
子
来
る
、

二
日
、
午
前
、
曇
天
、
校
正
、
淺
石
冨
人
、
湯
目
補
隆
来
る
、
有
故
不
遇
、

○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
縫
子
、
益
之
進
高
子
等
を
拉
し
て
三
越

の
児
童
博
覧
会
に
赴
く
、
○
午
后
、
史
学
会
公
開
講
演
に
大
学
に
赴
く
、

○
縫
子
、
す
み
れ
会
に
深
作
安
文
宅
に
赴
く
、
○
宮
坂
喆
宗
来
る
、
○

「
実
業
修
身
」
一
百
部
の
奥
附
を
六
盟
館
に
付
与
す
、
○
夜
、
史
学
会

部
会
に
学
士
会
事
務
所
に
赴
く
、
○
「
実
業
修
身
」
三
百
部
の
奥
附
を

文
学
社
に
付
与
す
、
○
広
文
堂
よ
り
校
正
来
る
、
○
此
日
、
民
友
社
よ

り
赤
川
源
一
郎
来
る
、

三
日
、
神
武
天
皇
祭
、
二
千
五
百
年
に
相
当
す
、
午
前
、
曇
天
、「
神
武

天
皇
に
関
す
る
談
話
」
国
民
新
聞
に
出
づ
、
○
川
田
正
澂
、
蓮
沼
門
三
、

淺
石
冨
人
よ
り
来
状
、
○
竹
本
長
吉
、
手
塚
良
道
、
白
井
成
允
来
る
、

○
同
文
館
よ
り
校
正
と
書
状
と
を
送
来
る
、
○
中
島
力
造
よ
り
「
新
著

梗
槪
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、
雨
天
、
書
状
を
松
本
文
三
郎
に
送
る
、

○
校
正
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
夜
、
伊
藤
吉
之
助
結
婚
の
披

露
に
冨
士
見
軒
に
赴
く
、
○
原
田
秀
泰
及
び
東
亜
協
会
よ
り
来
状
、

四
日
、
午
前
、
曇
天
、
橘
惠
勝
、
有
馬
祐
政
来
る
、
○
広
文
堂
員
、
校
正

を
携
来
る
、
○
「
実
業
修
身
」
五
百
部
の
奥
附
を
六
盟
館
に
、「
師
範

修
身
」
三
百
部
の
奥
附
を
晩
成
処
に
送
る
、
○
校
正
、
○
午
后
、
校
正

を
広
文
堂
に
送
る
、
○
角
田
松
壽
、
藤
木
眞
光
来
る
、
○
校
正
、
○
大

野
太
衞
、
画
幅
を
携
来
る
、
○
益
之
進
を
拉
し
て
池
袋
に
赴
く
、
○
夜
、

「
実
業
修
身
」
壱
千
壱
百
部
の
奥
附
を
六
盟
館
に
付
与
す
、
○
堀
端
某
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来
る
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、

五
日
、
午
前
、
晴
天
、
片
山
清
太
郎
、
竹
本
長
吉
来
る
、
○
白
井
成
允
来

り
て
カ
ー
ド
式
目
録
を
作
る
、
○
縫
子
、
益
之
進
を
拉
し
て
太
田
に
赴

く
、
○
西
田
幾
太
郎
よ
り
「
思
索
と
体
験
」
を
送
来
る
、
○
史
料
展
覧

に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
午
后
、
二
時
頃
帰
宅
、
○
不
在
中
山
本
卯
一

及
び
広
文
堂
員
来
る
、
○
市
原
隆
作
、
湯
目
補
隆
来
る
、
○
帝
国
学
士

院
よ
り
来
状
、
○
夜
、
書
状
を
帝
国
学
士
院
、
広
文
堂
及
び
恩
田
弥
三

郎
に
送
る
、
○
東
亜
協
会
よ
り
来
状
、

六
日
、
午
前
、
初
、
曇
天
、
後
、
晴
天
、
文
部
省
よ
り
来
状
、
○
「
人
格

と
修
養
」
の
序
を
草
す
、
○
縫
子
、
春
枝
と
共
に
三
井
銀
行
に
赴
く
、

○
電
話
使
用
料
金
一
六
、五
〇
を
郵
便
局
に
納
む
、○
午
后
、加
藤
駒
二
、

齋
藤
精
輔
来
る
、
○
広
文
堂
よ
り
校
正
来
る
、
○
「
女
子
修
身
」
六
百

部
及
び
「
新
編
修
身
」
一
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
「
人

格
と
修
養
」
の
序
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
雑
誌
類
を
整
理
す
、
○
夜
、

校
正
を
広
文
堂
に
、
書
状
を
長
井
眞
琴
に
送
る
、
○
書
状
を
武
藤
儀
亮

に
送
る
、

七
日
、
午
前
、
雨
天
、
多
田
義
堂
、
御
礼
の
為
に
来
る
、
○
池
田
粂
次
郎

よ
り
来
状
、
○
竹
本
長
吉
、
来
る
、
○
大
町
美
種
、
井
上
波
野
と
共
に

来
る
、
○
雑
誌
類
を
整
理
す
、
○
大
町
美
種
、
井
上
波
野
と
昼
餐
を
共

に
す
、
○
午
后
、
書
状
を
榎
本
勝
多
、
恩
田
與
三
郎
及
び
河
内
堂
に
送

る
、
○
「
新
編
修
身
」
五
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
「
社

会
と
道
徳
」
の
原
稿
を
整
理
す
、
○
書
状
を
内
田
銀
藏
及
び
小
林
文
七

に
送
る
、
○
広
文
堂
員
、
校
正
を
携
来
る
、
○
校
正
を
広
文
堂
員
に
付

与
す
、
○
「
個
人
主
義
を
評
す

1

1

1

1

1

1

1

」
中
外
日
報
に
出
づ
、
○
夜
、
書
状
を

鈴
木
弘
、
岩
﨑
太
郎
治
及
び
川
瀨
一
郎
に
送
る
、
○
文
科
大
学
よ
り
来

状
、
○
原
稿
を
整
理
す
、

八
日
、
仏
誕
生
会
、
午
前
、
晴
天
、
長
井
眞
琴
よ
り
原
稿
を
送
来
る
、
○

宮
坂
喆
宗
、
島
本
愛
之
助
、
辻
本
卯
藏
、
深
作
安
文
来
る
、
○
小
山
鞆

繪
、
加
藤
文
雄
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
午
后
、
書
状
を
末
松
謙

澄
、
吉
田
熊
次
、
伊
藤
吉
之
助
、
島
本
愛
之
助
、
深
作
安
文
、
宮
坂
喆

宗
、
角
田
松
壽
に
送
る
、
○
製
本
屋
来
る
、
○
夜
、
興
学
会
に
山
上
御

殿
に
赴
く
、
○
「
個
人
主
義
を
評
す

1

1

1

1

1

1

1

」
中
外
日
報
に
出
づ
、
○
書
状
を

杉
山
直
喜
及
び
東
京
協
同
伝
道
委
員
に
送
る
、○
小
林
文
七
よ
り
来
状
、

○
「
女
子
修
身
」
一
千
部
及
び
「
新
編
倫
理
」
五
十
部
の
奥
附
を
金
港

堂
に
付
与
す
、

九
日
、
午
前
、
晴
天
、
古
典
攻
究
会
及
び
丁
酉
倫
理
会
よ
り
速
記
原
稿
を

送
来
る
、
○
淺
石
冨
人
、
桑
田
芳
藏
、
田
中
義
能
来
る
、
○
光
融
館
よ

り
「
白
隠
和
尚
全
集
」
を
送
来
る
、
○
「
師
範
修
身
」
二
百
部
の
奥
附

を
晩
成
処
に
付
与
す
、
○
「
哲
学
と
宗
教
」
を
田
中
義
能
に
付
与
す
、

○
春
枝
、
吉
田
宅
に
赴
く
、
○
午
后
、
書
状
を
朝
永
三
十
郎
に
送
る
、

○
白
井
成
允
、
甫
守
謹
吾
来
る
、
○
広
文
堂
よ
り
校
正
来
る
、
○
吉
田

熊
次
よ
り
来
状
、
○
伊
藤
吉
之
助
夫
妻
、
宮
坂
喆
宗
、
角
田
松
壽
来
る
、

○
揮
毫
、
○
土
居
稔
実
、
小
中
村
清
象
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○

末
松
謙
澄
よ
り
来
状
、
○
浦
谷
熊
吉
来
る
、
○T

he Philosophical 
Review

を
送
来
る
、
○
夜
、
杉
山
直
喜
来
る
、
乃
ち
談
話
を
速
記
せ

し
む
、
○
文
部
省
及
び
其
他
よ
り
来
状
、

十
日
、
午
前
、
晴
天
、
棚
橋
絢
子
来
る
、
○
加
藤
駒
二
よ
り
来
状
、
○
広

文
堂
よ
り
校
正
来
る
、
○
女
中
澄
江
を
文
部
省
に
遣
は
す
、
○
揮
毫
、
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○
宮
坂
喆
宗
、
深
作
安
文
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
揮
毫
、
○
縫
子
、
春

枝
と
益
之
進
と
共
に
大
学
の
競
漕
に
墨
陀
川
に
赴
く
、
○
高
子
、
女
中

松
枝
と
共
に
植
物
園
に
赴
く
、
○
島
本
愛
之
助
及
び
新
井
喜
作
よ
り
来

状
、
○
校
正
、
○
広
文
堂
員
、
校
正
を
携
来
る
、
○
校
正
を
広
文
堂
員

に
付
与
す
、
○
「
個
人
主
義
を
評
す

1

1

1

1

1

1

1

」
中
外
日
報
に
出
づ
、
○
「
女
子

修
身
」
壱
百
拾
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
堀
端
純
太
郎
来
る
、

○
浦
谷
熊
吉
、「
修
身
教
科
書
備
考
」
携
来
る
、

十
一
日
、
午
前
、
曇
天
、
昭
憲
皇
太
后
崩
御
後
満
一
年
経
過
、
○
田
中
義

能
及
び
岩
﨑
任
利
よ
り
来
状
、
○
杉
山
直
喜
よ
り
速
記
を
送
来
る
、
○

鈴
木
郁
翁
、
加
藤
岩
造
及
び
広
文
堂
員
来
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○

金
四
拾
九
銭
を
光
融
館
に
、
送
る
、
○
給
水
工
費
金
弐
拾
銭
を
郵
便
局

に
納
む
、
○
午
后
、
小
雨
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
「
女
子
修
身
」
三
百

部
及
び
「
新
編
修
身
」
五
百
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
広
文

堂
員
、
校
正
を
携
来
る
、
○
東
京
社
よ
り
使
者
来
る
、
乃
ち
之
に
春
枝

の
写
真
を
付
与
す
、
○
「
象
山
全
集
」
を
検
閲
す
、
○
吉
田
雪
子
来
る
、

○
奈
良
天
理
教
よ
り
来
状
、
○
「
個
人
主
義
を
評
す

1

1

1

1

1

1

1

」
中
外
日
報
に
出

づ
、
○
夜
、
杉
山
直
喜
来
る
、
乃
ち
談
話
を
速
記
せ
し
む
、
○
校
正
、

○
此
日
、
諒
闇
了
る
、

十
二
日
、
午
前
、
曇
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
四
宮
兼
之
よ
り
来
状
、

○
広
文
堂
員
、
校
正
を
携
来
る
、
○
校
正
を
広
文
堂
員
に
付
与
す
、
○

小
雨
、
○
午
后
、
瀧
田
哲
太
郎
、
山
本
卯
一
来
る
、
○
校
正
を
広
文
堂

に
送
る
、
○
齋
藤
正
雄
来
る
、
○
夜
、
帝
国
学
士
院
に
赴
く
、
○
文
科

大
学
よ
り
来
状
、
○
速
記
を
訂
正
す
、

十
三
日
、
午
前
、
晴
天
、
樋
口
秀
雄
、
小
林
文
七
及
び
国
民
美
術
協
会
よ

り
来
状
、
○
靈
代
奉
遷
式
に
賢
所
に
赴
く
、
飯
島
魁
、
久
保
田
讓
、
後

藤
新
平
、
小
牧
昌
業
、
木
場
貞
長
、
田
中
芳
男
、
和
田
垣
謙
三
等
と
会

見
す
、
○
不
在
中
大
島
正
德
、
河
井
太
郎
及
び
其
他
来
訪
者
あ
り
、
○

広
文
堂
よ
り
校
正
を
送
来
る
、
○
鈴
木
弘
、
菓
子
壱
箱
を
携
来
る
、
○

午
后
、
広
文
堂
員
来
る
、
乃
ち
之
に
校
正
を
付
与
す
、
○
速
記
を
訂
正

す
、
○
齋
藤
精
輔
来
る
、
○
縫
子
、
春
枝
と
植
物
園
に
赴
く
、
○
大
島

正
德
、
伊
藤
理
基
来
る
、
○
「
個
人
主
義
を
評
す

1

1

1

1

1

1

1

」
中
外
日
報
に
出
づ
、

○
夜
、
偕
楽
園
に
赴
き
、
吉
田
熊
次
、
深
作
安
文
、
島
本
愛
之
助
、
宮

坂
喆
宗
、
浦
谷
熊
吉
、
伊
藤
吉
之
助
、
角
田
松
壽
と
晩
餐
を
共
に
す
、

○
今
井
久
藏
及
び
名
教
中
学
よ
り
来
状
、
○
此
頃
、
金
允
植
に
関
す
る

談
話
三
新
聞
に
出
づ
、

十
四
日
、
午
前
、
晴
天
、
学
習
院
に
赴
き
、
尋
い
で
女
学
部
に
赴
く
、
皇

后
陛
下
の
賜
物
あ
り
、
○
「
中
学
修
身
」
壱
百
部
の
奥
附
を
文
学
社
に

付
与
す
、
○
広
文
堂
よ
り
校
正
を
送
来
る
、
○
大
槻
文
彦
よ
り
「
暦
象

新
書
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、
教
授
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
春
山

作
樹
来
る
、
○
大
隈
伯
爵
よ
り
来
状
、
○
「
女
子
修
身
」
二
百
部
の
奥

附
を
金
港
堂
に
、「
中
学
修
身
」
五
百
部
の
奥
附
を
弘
道
館
に
付
与
す
、

修
養
団
よ
り
来
状
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
夜
、
校
正
を
広
文

堂
に
、
書
状
を
竹
内
康
二
及
び
恩
田
與
三
郎
に
送
る
、
○
研
究
、

十
五
日
、
午
前
、
晴
天
、Clay 

M
acCauley

よ
りT

he 
A
m
erican-

Japanese Problem
 as a Race Q

uestion

を
送
来
る
、
○
大
嶋
正
德
、

使
者
を
遣
は
す
、
乃
ち
之
に
名
簿
を
付
与
す
、
○
松
浦
清
海
来
る
、
○

勉
強
、
○
縫
子
、
歯
科
医
に
赴
く
、
○
竹
内
康
二
来
る
、
乃
ち
之
に
「
暦

象
新
書
」
三
巻
を
付
与
す
、
○
午
后
、
曇
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
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○
宮
坂
喆
宗
来
る
、
○
廣
池
千
九
郎
よ
り
「
支
那
法
制
史
本
論
」
を
送

来
る
、
○
「
中
学
漢
文
」
三
百
部
の
奥
附
を
光
風
館
に
付
与
す
、
○
棚

橋
絢
子
、
使
者
を
遣
は
し
、「
首
尾
吟
」
及
び
「
修
身
実
験
録
」
を
送
来

る
、
乃
ち
之
に
「
武
教
本
論
」「
武
教
小
学
」
及
び
「
武
教
講
録
」
を
付

与
す
、
○
在
職
二
十
五
年
祝
賀
会
発
起
人
総
代
及
び
深
作
安
文
等
よ
り

来
状
、
○
文
部
省
よ
り
教
科
書
類
を
送
来
る
、
○
夜
、
速
記
を
訂
正
す
、

十
六
日
、
午
前
、
晴
天
、
森
良
三
郎
、
櫻
井
錠
二
、
藤
本
眞
光
、
河
井
太

郎
、
今
井
久
藏
、
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
使
者
来
る
、

○
博
文
館
よ
り
野
﨑
冨
三
郎
来
る
、乃
ち
之
に
春
枝
の
写
真
を
付
与
す
、

○
速
記
を
訂
正
す
、
○
午
后
、
下
田
次
郎
来
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、

○
奥
澤
福
太
郎
来
る
、
乃
ち
之
に
原
稿
を
付
与
す
、
○
杉
浦
重
剛
還
暦

祝
賀
会
に
植
物
園
に
赴
く
、
○
奥
澤
福
太
郎
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、

○
夜
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
佐
々
政
德
（
や
ま
と
新
聞
記
者
）
来
る
、

○
広
文
堂
よ
り
校
正
を
送
来
る
、
○
黒
田
侯
爵
よ
り
招
待
状
来
る
、
○

此
日
、「
国
民
教
育
と
国
家
主
義

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
小
学
校
に
出
づ
、

十
七
日
、
午
前
、
晴
天
、
團
琢
磨
及
び
螺
山
会
よ
り
来
状
、
○
佐
藤
鐡
太

郎
よ
り
「
日
本
民
族
の
自
覚
」
二
部
を
送
来
る
、
○
森
良
三
郎
、
鈴
木

弘
来
る
、
○
山
﨑
亀
太
郎
、
及
び
帰
一
協
会
よ
り
来
状
、
○
「
即
身
成

仏
義
」
及
び
「
本
朝
高
僧
伝
」
を
読
む
、
○
文
明
協
会
よ
り
「
人
物
之

要
素
」
及
び
「
風
土
心
理
学
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、「
明
治
諸
宗
綱
要
」

を
読
む
、
○
「
弘
法
大
師
開
創
一
千
一
百
年
記
念
講
演
会
に
神
田
青
年

会
館
に
赴
く
、
宇
野
重
喜
、
高
楠
順
次
郎
等
と
会
見
す
、
○
夜
、
日
本

学
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
不
在
中
吉
田
熊
次
夫
妻
来
る
、
○
帝
国

学
士
院
、
文
科
大
学
等
よ
り
来
状
、
○
雨
、

十
八
日
、
午
前
、
雨
天
、
宮
坂
喆
宗
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
式
部
職
に
送

る
、
○
慈
恵
医
学
校
に
赴
き
、
神
道
に
関
す
る
一
場
の
講
演
を
な
す
、

○
石
川
詢
、
佐
藤
孝
郷
、
今
裕
と
会
見
す
、
○
青
山
の
三
つ
星
に
て
昼

餐
を
喫
す
、
○
午
后
、
名
教
中
学
開
校
式
に
莅
み
、
一
場
の
講
演
を
な

す
、
○
大
木
遠
吉
、
太
田
保
一
郎
、
等
と
名
教
中
学
に
会
見
す
、
○
不

在
中
伯
爵
松
平
直
亮
来
る
、
○
東
京
社
よ
り
来
状
、
○
夜
、
松
本
成
美

来
る
、
○
通
知
人
名
の
取
調
を
な
す
、

十
九
日
、
午
前
、
雨
天
、
島
本
愛
之
助
、
宮
坂
喆
宗
、
及
び
帰
一
協
会
よ

り
来
状
、
○
広
文
堂
よ
り
校
正
を
送
来
る
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、

○
午
后
、
大
橋
秀
治
、
角
田
松
壽
来
る
、
○
藤
本
眞
光
、
御
礼
の
為
に

来
る
、
○
瀧
田
哲
太
郎
来
る
、
乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
校
正
、

○
松
浦
一
よ
り
来
状
、
○
夜
、
校
正
、
○
八
代
海
相
よ
り
招
待
状
来
る
、

○
日
本
弘
道
会
よ
り
来
状
、

二
十
日
、
午
前
、
曇
天
、
島
本
愛
之
助
及
び
大
槻
文
彦
よ
り
来
状
、
○
為

換
入
の
書
状
を
山
﨑
亀
太
郎
及
び
服
部
松
五
郎
に
送
る
、
○
書
状
を
大

槻
文
彦
及
び
五
二
会
に
送
る
、
○
亀
谷
聖
馨
、
御
礼
の
為
に
来
る
、
○

校
正
、
○
午
后
、
校
正
、
○
広
文
堂
員
来
る
、
乃
ち
之
に
校
正
を
付
与

す
、
○
書
状
を
江
木
衷
、
橘
惠
勝
、
新
井
喜
作
に
送
る
、
○
宮
内
省
よ

り
観
桜
会
の
招
待
状
来
る
、
○
小
山
鞆
繪
、
仝
良
子
来
る
、
○
吉
村
死

灰
来
る
、
有
故
不
遇
、
○
冨
山
房
よ
り
使
者
来
る
、
乃
ち
之
に
原
稿
を

付
与
す
、
○
夜
、
書
状
を
神
保
小
虎
及
び
帰
一
協
会
に
送
る
、
○
帝
国

学
士
院
及
び
孔
子
祭
典
会
よ
り
来
状
、

廿
一
日
、
午
前
、
曇
天
、
松
浦
伯
爵
よ
り
来
状
、
○
学
習
院
に
赴
き
、
尋
い

で
女
学
部
に
到
る
、
○
女
学
部
よ
り
卒
業
生
の
写
真
を
受
取
る
、
○
不
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在
中
中
村
久
四
郎
来
る
、
○Joseph D

ahlm
ann

よ
りD

ie T
hom

as-
Legende

を
送
来
る
、
○
独
逸
よ
りA

rchiv 
für 

system
atische 

Philosophie

二
冊
を
送
来
る
、
○
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
を
送
来
る
、

○
神
保
小
虎
よ
り
来
状
、
○
「
新
編
修
身
」
一
千
部
の
奥
附
を
金
港
堂

に
付
与
す
、○
午
后
、上
原
才
一
郎
及
び
在
米
国
今
岡
信
一
良
よ
り
来
状
、

○
佐
藤
孝
郷
、
御
礼
の
為
に
来
る
、
○
宮
坂
喆
宗
及
び
製
本
屋
来
る
、

○
「
中
学
修
身
」
五
百
部
の
奥
附
を
弘
道
館
に
、「
女
子
修
身
」
三
百
部

の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
書
状
を
中
村
久
四
郎
に
送
る
、
○
夜
、

宮
坂
喆
宗
来
る
、
○
勉
強
、

廿
二
日
、
午
前
、
雨
天
、
文
科
大
学
学
友
会
、
中
央
報
徳
会
、
及
び

Joseph D
ahlm

ann

よ
り
来
状
、
○
勉
強
、
○
井
上
波
野
よ
り
縫
子
に

来
状
、
○
縫
子
、
歯
科
医
に
赴
く
、
○
書
状
を
螺
山
会
及
び
中
央
報
徳

会
に
送
る
、
○
午
后
、
岡
村
如
山
来
る
、
○
赤
司
繁
太
郎
よ
り
来
状
、

○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
中
島
德
来
る
、
○Carnegie 

Endow
m
ent for International Peace

及
び
其
他
の
印
刷
物
二
三
冊

を
送
来
る
、
○
小
山
東
助
来
る
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
夜
、

吉
田
修
夫
来
る
、
○
「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、

廿
三
日
、
午
前
、
曇
天
、
孔
子
祭
典
会
よ
り
来
状
、
○
岡
村
如
山
、
小
野

藍
次
郎
来
る
、
○
六
盟
館
よ
り
小
包
二
箇
を
送
来
る
、
○
宮
本
和
吉
、

島
本
愛
之
助
来
る
、
○
金
弐
円
を
中
原
貞
七
の
為
に
、
金
参
円
を
辰
野

金
吾
の
為
に
、
金
壱
円
を
中
野
初
子
の
為
に
発
送
す
、
○
女
中
松
枝
を

大
学
に
遣
は
す
、
○
午
后
、
山
﨑
亀
太
郎
、
太
田
秀
穗
及
び
大
日
本
雄

弁
会
よ
り
来
状
、
○
「
教
界
春
秋
」
を
草
し
て
之
を
日
清
印
刷
に
送
る
、

○
湯
本
武
比
古
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
吉
村
死
灰
に
送
る
、
○
夜
、
八

代
海
相
の
招
待
に
水
交
社
に
赴
く
、
鈴
木
次
官
、
肝
付
中
将
等
と
会
見

す
、
○
深
谷
泰
藏
よ
り
来
状
、
○
広
文
堂
よ
り
校
正
来
る
、
○
不
在
中

宮
坂
喆
宗
来
る
、
○
此
日
、「
実
業
修
身
」
一
百
部
の
奥
附
を
文
学
社

に
付
与
す
、
○
「
山
草
堂
集
」
を
読
む
、

廿
四
日
、
午
前
、
晴
天
、
澁
澤
栄
一
及
び
修
養
団
よ
り
来
状
、
○
角
田
松

壽
、
松
﨑
直
子
来
る
、
○
松
﨑
直
子
に
一
家
の
写
真
を
付
与
す
、
○
磯

谷
商
店
員
来
り
て
肖
像
を
植
物
園
に
運
び
去
る
、
○
校
正
を
広
文
堂
に

送
る
、
○
午
后
、
植
物
園
に
於
て
在
職
二
十
五
年
記
念
祝
賀
会
を
挙
行

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

す4

、
来
会
者
約
二
百
五
十
名
、
一
木
文
相
代
理
、
山
川
総
長
、
松
本
文

三
郎
、
嘉
納
校
長
代
理
、
小
柳
司
氣
太
、
中
島
利
一
郎
、
土
田
誠
一
の

祝
詞
あ
り
、
食
卓
に
於
て
濵
尾
男
爵
及
び
三
宅
雄
二
郎
の
演
説
あ
り
、

海
老
名
彈
正
、
土
井
林
吉
、
有
馬
祐
政
、
井
上
健
児
、
冨
田
順
吉
、
宮

本
覚
、
峯
堅
雅
、
塚
原
政
次
、
藤
井
健
治
郎
よ
り
祝
電
来
る
、
塩
谷
温
、

亀
谷
聖
馨
、
小
杉
熈
、
中
島
利
一
郎
、
大
野
太
衞
よ
り
賀
詩
を
寄
来
る
、

○
内
ヶ
﨑
作
三
郎
よ
り
来
状
、
○
深
作
安
文
、
宮
坂
喆
宗
、
鳥
居
龍
藏

来
る
、
○
夜
、
帝
国
学
士
院
及
び
根
岸
和
一
郎
よ
り
来
状
、
○
谷
本
冨

よ
り
祝
電
来
る
、
○
此
日
、
広
文
堂
員
来
る
、

廿
五
日
、
午
前
、
晴
天
、
佐
々
木
信
綱
、
橘
惠
勝
よ
り
来
状
、
○
井
上
俊

雄
よ
り
縫
子
に
来
状
、
○
研
究
、
○
森
良
三
郎
来
る
、
○
在
職
二
十
五

年
祝
賀
会
の
事
、
各
新
聞
に
出
づ
、
○
阿
部
維
巖
よ
り
来
状
、
○
為
換

入
の
書
状
を
鹿
田
静
七
に
送
る
、
○
午
后
、
孔
子
祭
典
会
に
法
科
大
学

に
赴
き
、「
孔
子
晩
年
の
思
想

1

1

1

1

1

1

1

」を
講
演
す
、○
哲
学
会
に
出
づ
、○
夜
、

カ
ン
ト
ア
ー
ベ
ン
ド
を
開
催
す
、
来
会
者
約
三
十
名
、
○
秋
月
胤
継
、

豊
田
臻
、
及
び
帰
一
協
会
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
日
清
印
刷
よ
り
「
東
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亜
の
光
」
口
絵
来
る
、
○
此
頃
、「
日
本
経
済
叢
書
」
第
十
一
巻
を
送

来
る
、

廿
六
日
、
午
前
、
半
晴
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
高
島
平
三
郎
よ
り
来

状
、
○
「
古
典
講
義
録
」
三
冊
を
送
来
る
、
○
「
神
道
と
国
体

1

1

1

1

1

」
古
典

講
義
録
に
出
づ
、
○
文
科
大
学
よ
り
在
職
二
十
五
年
祝
賀
会
書
類
を
送

来
る
、
○
龍
山
義
亮
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
黒
田
侯
爵
の
結
婚
披
露
の

宴
に
華
族
会
館
に
赴
く
、
○
「
実
業
修
身
」
二
百
部
の
奥
附
を
六
盟
館

に
、「
勅
語
衍
義
」
一
千
部
の
奥
附
を
成
美
堂
に
付
与
す
、
○
同
文
館

よ
り
使
者
来
る
、
○
文
科
大
学
及
び
其
他
よ
り
来
状
、
○
日
本
弘
道
会

及
び
平
塚
雎
鳩
よ
り
祝
電
来
る
、
○
夜
、
口
絵
解
題
を
速
達
に
て
日
清

印
刷
に
送
る
、
○
冨
田
順
吉
よ
り
「
福
岡
市
案
内
」
と
書
状
と
を
送
来

る
、
○
書
状
を
塩
谷
温
、
大
野
太
衞
、
小
杉
熈
に
送
る
、
○
矢
作
栄
藏

及
び
其
他
よ
り
来
状
、

廿
七
日
、
午
前
、
小
雨
、
大
橋
秀
治
よ
り
来
状
、
○
六
盟
館
の
「
実
業
修

身
」
五
十
三
校

4

4

4

4

に
採
用
せ
ら
る
、
○
書
状
を
龍
山
義
亮
、
阿
部
維
巖
、

豊
田
臻
、
佐
々
木
信
綱
及
び
丸
善
洋
書
店
に
送
る
、
○
縫
子
、
買
物
に

外
出
す
、
○
齋
藤
精
輔
来
る
、
○
冨
岡
永
馬
よ
り
来
状
、
○
「
孔
子
晩

1

1

1

年
の
思
想

1

1

1

1

」
中
央
新
聞
に
出
づ
、
○
午
后
、「
大
嘗
会
と
歴
代
御
田
」

や
ま
と
新
聞
及
び
伊
勢
新
聞
等
に
出
づ
、
○
礼
状
を
平
塚
雎
鳩
、
有
馬

祐
政
、
藤
井
健
治
郎
、
土
井
林
吉
、
海
老
名
彈
正
、
塚
原
政
次
、
影
山

勝
、
峯
堅
雅
、
及
び
日
本
弘
道
会
に
送
る
、
○
玉
利
喜
造
、
朝
永
三
十

郎
来
る
、
○
夜
、
朝
永
三
十
郎
と
晩
餐
を
共
に
す
、
○
書
状
を
谷
本
冨
、

矢
作
栄
藏
、
冨
岡
永
馬
に
送
る
、
○
「
弘
法
大
師
の
能
力

1

1

1

1

1

1

1

」
中
外
日
報

に
出
づ
、
○
「
日
本
大
蔵
経
」
を
送
来
る
、

廿
八
日
、
午
前
、
雨
天
、
柳
谷
謙
太
郎
、
山
﨑
亀
太
郎
、
文
科
大
学
及
び

丸
善
等
よ
り
来
状
、
○
祝
儀
の
鰹
節
を
澁
澤
栄
一
に
送
る
、
○
書
状
を

税
務
署
及
び
山
﨑
亀
太
郎
、
内
ヶ
嵜
作
三
郎
、
太
田
秀
穗
に
送
る
、
○

「
い
き
も
の
を
愛
す
る
優
美
な
心

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
婦
人
画
報
に
出
づ
、
○
午
后
、
教

授
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、○
祝
賀
会
の
写
真
二
枚
を
受
取
る
、○「
孔1

子
晩
年
の
思
想

1

1

1

1

1

1

」
中
央
新
聞
に
出
づ
、
○
夜
、
小
中
村
清
象
来
る
、
○

「
山
草
堂
集
」
及
び
張
子
の
「
正
蒙
」
を
読
む
、
○
文
科
大
学
よ
り
来

状
、
○
書
状
を
中
島
愼
一
に
送
る
、

廿
九
日
、
午
前
、
晴
天
、
小
野
藍
次
郎
よ
り
来
状
、
○
平
塚
雎
鳩
来
る
、

○
三
浦
熊
吉
よ
り
鮮
魚
壱
籠
を
送
来
る
、
○
西
晋
一
郎
よ
り
「
倫
理
哲

学
講
話
」
を
送
来
る
、
○
張
子
の
「
正
蒙
」
を
読
む
、
○
縫
子
、
横
浜

押
田
宅
に
赴
く
、
○
書
状
を
高
島
平
三
郎
、
西
田
幾
太
郎
、
西
晋
一
郎

に
送
る
、
○
保
坂
胖
治
よ
り
来
状
、
○
丸
善
よ
りK

abir’s 
Poem

s, 
translated by Rabindranath T

agore

を
送
来
る
、
○
広
文
堂
員
、

校
正
を
携
来
る
、
○
校
正
を
広
文
堂
に
付
与
す
、
○
加
藤
弘
之
博
士
の

八
十
の
賀
の
為
に
金
五
円
を
送
る
、
○
午
后
、
書
状
を
建
部
遯
吾
、
松

本
文
三
郎
、
小
柳
司
氣
太
、
根
岸
和
一
郎
に
送
る
、
○
姉
﨑
袖
子
、
仝

益
子
、
児
女
を
拉
し
て
来
る
、
井
上
健
児
よ
り
小
包
を
送
来
る
、
○
御

礼
の
為
に
濵
尾
男
爵
邸
に
赴
く
、
○
夜
、
張
子
の
「
正
蒙
」
及
び
「
山

草
堂
集
」
を
読
む
、
○
書
状
を
辻
本
卯
藏
に
送
る
、
○
此
日
、
竹
内
康

二
、
写
物
を
携
来
る
、

三
十
日
、
午
前
、
晴
天
、
岩
橋
遵
成
、
酒
巻
壽
子
来
る
、
○
縫
子
を
三
井

銀
行
に
遣
は
す
、
○
益
之
進
、
春
枝
と
共
に
大
学
歯
科
に
赴
く
、
○
「
哲

学
と
宗
教
」
を
酒
巻
壽
子
に
付
与
す
、
○
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
広
文
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堂
員
、
校
正
を
携
来
る
、
○
校
正
を
広
文
堂
員
に
付
与
す
、
○
午
后
、

帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
小
野
秀
雄
、
淺
石
富
人
来
る
、
○
為
換
入

の
書
状
を
列
聖
全
集
編
纂
会
主
幹
中
塚
栄
次
郎
に
送
る
、
○Rudolf 

Eucken, T
he M

eaning and V
alue of Life

を
読
む
、
○
「
東
亜
の

光
」（
第
十
巻
の
第
五
号
）
来
る
、
○
大
学
よ
り
論
文
五
冊
を
送
来
る
、

○
夜
、「
国
民
道
徳
概
論
」
二
百
部
の
奥
附
を
三
省
堂
に
付
与
す
、
○

蓮
沼
門
三
よ
り
来
状
、
○
学
生
の
論
文
を
読
む
、
○
書
状
を
帰
一
協
会
、

日
本
弘
道
会
、及
び
柳
谷
謙
太
郎
に
送
る
、○
書
状
を
三
浦
熊
吉
に
送
る
、

五
月

一
日
、
午
前
、
晴
天
、
森
良
三
郎
、
宮
坂
喆
宗
来
る
、
○
山
﨑
常
磐
よ
り

来
状
、
○
明
治
神
宮
社
殿
創
立
社
格
を
官
幣
大
社
に
列
せ
ら
る
る
旨
被

仰
出
、
○
委
員
会
に
帝
国
学
士
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
大
倉
廣
三
郎
及

び
白
井
成
允
来
る
、
○
日
本
弘
道
会
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
丸
善
洋
書

店
に
送
る
、
○
朝
永
三
十
郎
よ
り
来
状
、
○
張
子
の
「
正
蒙
」
を
読
む
、

○
夜
、
張
子
の
「
正
蒙
」
を
読
む
、
○
学
生
の
論
文
を
読
む
、
○
新
清

次
郎
、
三
宅
磐
及
び
櫻
井
錠
二
よ
り
来
状
、

二
日
、
午
前
、
曇
天
、
坂
本
嘉
治
馬
来
る
、
○
中
島
愼
一
及
び
泰
〔
秦
〕

政
治
郎
よ
り
来
状
、
○
勉
強
、
○
午
后
、
小
雨
、
勉
強
、
○
筧
克
彦
、

「
続
古
神
道
大
義
」
を
携
来
る
、
○
加
藤
弘
之
よ
り
「
責
任
論
」
を
送

来
る
、
○
角
田
松
壽
来
る
、
○
夜
、
張
子
の
「
正
蒙
」
を
読
む
、
○
学

生
の
論
文
を
読
む
、
○
勉
強
、
○
此
日
、
縫
子
、
吉
田
及
び
姉
﨑
宅
に

赴
く
、

三
日
、
午
前
、
晴
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
「
師
範
修
身
」

二
百
五
十
部
の
奥
附
を
晩
成
処
に
付
与
す
、
○
午
后
、
白
石
實
三
来
る
、

○
二
時
頃
自
宅
を
出
で
て
横
浜
に
赴
き
、
先
づ
西
戸
部
の
押
田
宅
を
訪

ひ
、
清
子
及
び
初
孫
の
勇
雄
に
逢
ふ
、
○
夕
景
銀
行
会
議
所
に
赴
き
、

阪
谷
芳
郎
、
中
村
進
午
、
小
山
東
助
、
三
宅
磐
、
美
澤
進
、
長
與
程
三
、

渡
辺
文
七
、
松
田
源
重
吉
野
作
藏マ

マ

等
と
会
見
す
、
○
夜
、
是
等
の
人
と

共
に
晩
餐
を
喫
す
、
○
常
設
館
に
於
て
「
大
戦
争
と
国
民
の
覚
悟
」
を

演
述
す
、
聴
衆
約
五
千
人
、
横
浜
易
新
報
二
十
五
年
祝
賀
の
為
也
、
○

夜
半
帰
宅
、
○
不
在
中
鈴
木
弘
来
る
、
○
反
省
社
よ
り
書
状
と
御
礼
と

を
送
来
る
、
○
広
文
堂
員
来
る
、
○
「
人
格
と
修
養
」
一
千
五
百
部
の

奥
附
を
広
文
堂
に
付
与
す
、
○
冨
山
房
よ
り
校
正
を
送
来
る
、
○
清
子

よ
り
縫
子
に
来
状
、

四
日
、
午
前
、
晴
天
、
德
冨
猪
一
郎
よ
り
来
状
、
○
校
正
を
冨
山
房
に
送

る
、
○
竹
本
長
吉
来
る
、
○
午
后
、
原
稿
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
書
状

を
角
田
松
壽
及
び
坂
本
嘉
治
馬
に
送
る
、
○
午
后
、
石
橋
智
信
、
若
木

貞
一
、
島
本
愛
之
助
、
角
田
松
壽
来
る
、
○
大
野
太
衞
、
論
文
を
携
来

る
、
○
夜
、
書
状
を
小
野
藍
次
郎
及
び
丸
善
洋
書
店
に
送
る
、
○

Rudolf Eucken, T
he M

eaning and V
alue of Life

を
読
む
、
○

文
科
大
学
及
び
玉
利
喜
造
よ
り
来
状
、
○
此
頃
、「
タ
ゴ
ー
ル
と
ウ
パ

ニ
シ
ャ
ツ
ド
」
中
央
公
論
に
出
づ
、

五
日
、
午
前
、
晴
天
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
御
礼
の
為
に
文
部
省
に
赴
く
、

○
三
井
銀
行
に
赴
く
、
○
不
在
中
樋
口
秀
雄
来
る
、
○
大
野
太
衞
、
山

口
察
常
、
及
び
日
本
弘
道
会
よ
り
来
状
、
○
文
科
大
学
よ
り
論
文
二
篇

を
送
来
る
、
○
帰
一
協
会
よ
り
「
時
局
論
叢
」
を
送
来
る
、
○
書
状
を

山
口
察
常
及
び
日
本
弘
道
会
に
送
る
、
○
午
后
、Eucken, 

T
he 

M
eaning 

and 
V
alue 

of 
Life

を
読
む
、
○
独
逸
よ
りV

iertes 
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を
送
来
る
、
○
夜
、

引
続
きEucken

を
読
む
、
○
勉
強
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○

宮
坂
喆
宗
来
る
、
祝
辞
を
之
に
付
与
す
、

六
日
、
午
前
、
晴
天
、
近
重
眞
澄
よ
り
「
禅
学
真
髄
」
を
、
冨
山
房
よ
り

「
陽
明
哲
学
」
を
送
来
る
、
○
小
野
藍
次
郎
来
る
、
○
勉
強
、
○
森
良

三
郎
来
る
、
○
午
后
、
鈴
木
郁
翁
来
る
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○

不
在
中
西
田
敬
止
、
御
礼
の
為
に
来
る
、
○
丸
善
及
び
其
他
よ
り
来
状
、

○
冨
山
房
よ
り
校
正
来
る
、
○
校
正
を
冨
山
房
に
送
る
、
○
小
西
九
兵

衞
よ
り
小
包
を
送
来
る
、
○
夜
、
書
状
を
坂
本
嘉
治
馬
に
、
東
亜
協
会

案
内
状
を
尾
原
亮
太
郎
、
伊
﨑
良
煕
、
秋
山
眞
之
、
東
敬
治
、
井
上
泰

岳
、
多
田
義
堂
、
山
田
倉
太
郎
、
酒
巻
壽
子
、
に
送
る
、
○
張
子
の
「
正

蒙
」
を
読
む
、
○
此
日
、
我
政
府
、
支
那
に
対
し
、
最
後
通
牒
を
発
す
、

七
日
、
午
前
、
晴
天
、
武
藤
儀
亮
、
山
口
察
常
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
黒

木
安
雄
、
小
林
正
策
及
び
松
浦
伯
爵
家
に
送
る
、
○
浦
谷
熊
吉
、
小
野

秀
雄
、
淺
石
冨
人
来
る
、
○
弘
道
館
出
版
の
「
中
学
修
身
」
三
十
二
校

に
採
用
せ
ら
る
、
○
三
井
銀
行
及
び
鍋
島
侯
爵
祝
賀
会
よ
り
来
状
、
○

張
子
の
「
正
蒙
」
を
読
む
、
○
島
本
愛
之
助
、
竹
本
長
吉
来
る
、
○
午

后
、
常
盤
大
定
よ
り
来
状
、
○
張
子
の
「
正
蒙
」
を
読
む
、
○
「
支
那

近
世
哲
学
史
」
及
び
学
生
の
卒
業
論
文
を
読
む
、
○
仏
国
よ
り

Germ
an A

trocities

及
びW

ho w
anted W

ar?

を
送
来
る
、
○
東

條
写
真
館
よ
り
写
真
拾
八
枚
を
送
来
る
、
○
運
動
に
小
石
川
台
町
方
面

に
出
づ
、
○
夜
、
学
生
の
論
文
を
読
む
、
○
「
二
程
全
書
」
を
読
む
、

八
日
、
午
前
、
曇
天
、
書
状
を
秦
政
治
郎
、
深
谷
泰
藏
及
び
丸
善
洋
書
店

に
送
る
、
○
吉
田
雪
子
来
る
、
○
張
子
の
「
正
蒙
」
及
び
「
古
今
神
道

篇
」
を
読
む
、
○
文
科
大
学
の
使
者
来
る
、
乃
ち
之
に
論
文
を
付
与
す
、

○
午
后
、「
古
今
神
道
篇
」
を
読
む
、
○
加
藤
弘
之
よ
り
来
状
、
○
冨

山
房
よ
り
校
正
を
送
来
る
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
大
金
来

る
、
○
縫
子
、
春
枝
及
び
高
子
と
共
に
家
庭
博
覧
会
に
上
野
に
赴
く
、

○
川
島
𠀋
内
よ
り
賀
詩
を
送
来
る
、
○
「
古
神
道
大
義
」
を
読
む
、
○

運
動
に
植
物
園
方
面
に
出
づ
、
○
夜
、
中
原
貞
七
よ
り
来
状
、
○
広
文

堂
員
、「
人
格
と
修
養
」
を
携
来
る
、
○
「
人
格
と
修
養

4

4

4

4

4

」
成
る

4

4

、
○

書
状
を
島
本
愛
之
助
に
送
る
、

九
日
、
午
前
、
曇
天
、
石
橋
智
信
及
び
村
上
專
精
よ
り
来
状
、
○
竹
本
長

吉
来
る
、
○
研
究
、
○
「
古
神
道
大
義
」
を
読
む
、
○
午
后
、
東
亜
協

会
第
十
七
回
講
演
大
会
に
大
学
に
赴
く
、
○
来
会
者
約
五
百
名
、
○
三

宅
正
枝
、
大
学
に
来
訪
す
、
○
「
神
道
と
世
界
宗
教

1

1

1

1

1

1

1

」
を
東
亜
協
会
に

演
述
す
、
○
夜
、
東
亜
協
会
懇
親
会
を
山
上
御
殿
に
開
く
、
来
会
者
約

三
十
名
、○
不
在
中
竹
本
長
吉
及
び
大
金
来
る
、○
保
坂
勝
治
よ
り
来
状
、

○
丸
善
よ
り
、Jow

ett, 
T
he 

D
ialogue 

of 
Plato; 

Jerusalem
, 

Introduction to Philosophy, Russell, Scientific m

マ
　
　
マ

ethode of 
Philosophy; Brinkley, H

istory of the Japanese People

を
送
来
る
、

十
日
、
午
前
、
曇
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
長
井
洐
よ
り
来
状
、
○

長
井
洐
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
支
那
我
要
求
全
部
承
諾
の
報
あ

り
、
○
午
后
、
製
本
屋
来
る
、
○
「
国
民
新
聞
創
刊
二
十
五
年
」
の
記

念
祝
賀
の
招
待
に
上
野
精
養
軒
に
赴
く
、
○
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○

土
田
誠
一
来
る
、
○
夜
、
書
状
を
長
井
洐
及
び
島
本
愛
之
助
に
送
る
、

○
学
生
の
論
文
を
読
む
、

十
一
、
午
前
、
雨
天
、
竹
本
長
吉
来
る
、
○
学
生
の
論
文
を
読
む
、
○
書
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状
を
吉
田
熊
次
及
び
其
他
に
送
る
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○

午
后
、
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○Rudolf 

Eucken, 
T
he 

M
eaning and V

alue of Life

を
読
む
、
○
角
田
松
壽
来
る
、
○
文

部
省
よ
り
来
状
、
○
「
実
業
修
身
」
二
百
部
の
奥
附
を
六
盟
館
に
付
与

す
、
○
夜
、Eucken, T

he M
eaning and V

alue of Life

及
び

Erkennen und Leben

を
読
む
、
○
書
状
を
帝
国
学
士
院
に
送
る
、

○
此
日
、
御
殿
場
の
番
人
よ
り
薇
と
独
活
と
を
送
来
る
、

十
二
日
、
午
前
、
晴
天
、
六
盟
館
よ
り
小
包
を
送
来
る
、
○
学
習
院
に
赴

き
、
尋
い
で
女
学
部
に
到
る
、
○
午
后
、
教
授
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、

○
雷
雨
一
過
、
○
不
在
中
林
勃
爾
来
る
、
○
小
山
東
助
、
三
宅
磐
来
る
、

○Rudolf Eucken, Erkennen und Leben

を
読
む
、
○
製
本
屋

来
る
、
○
夜
、
金
港
堂
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
鈴
木
弘
に
送
る
、
○
金4

港
堂
の

4

4

4

「
中
学
修
身

4

4

4

4

」
六
十
校
に
採
用
せ
ら
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
○
「
店
員
及
び
職
工

1

1

1

1

1

1

に
必
要
な
信
念
の
養
成
法

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
実
業
の
日
本
に
出
づ
、
○
勉
強
、
○
此
日
、

薇
と
独
活
と
を
吉
田
宅
に
送
る
、

十
三
日
、
午
前
、
晴
天
、
長
井
洐
よ
り
書
状
と
原
稿
と
を
送
来
る
、
○
勉

強
、
○
坪
井
九
馬
三
及
び
久
保
源
一
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
講
義
に
大

学
に
赴
く
、
○
神
道
書
目
を
ダ
ー
ル
マ
ン
に
付
与
す
、
○
ダ
ー
ル
マ
ン
、

W
ieger, Le T

aoism
e, tom

e I

を
携
来
り
て
之
を
示
す
、
○
浦
谷
熊

吉
来
る
、
○
夜
、
学
生
の
論
文
を
読
む
、
○
張
子
の
「
正
蒙
」
を
読
む
、

十
四
日
、
午
前
、
晴
天
、
帝
国
学
士
院
、
冨
田
貞
松
及
び
島
本
愛
之
助
よ

り
来
状
、
○
森
良
三
郎
、
林
勃
爾
、
大
橋
秀
治
、
工
藤
誠
一
、
加
藤
常

助
、
淺
石
冨
人
来
る
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
使
者
来
る
、
乃
ち
之
に
金

弐
円
を
付
与
す
、遠
藤
利
貞
の
香
華
料
な
り
、○
帝
国
学
士
院
よ
り「
九

州
帝
国
大
学
一
覧
」
を
送
来
る
、
○
張
子
の
「
正
蒙
」
を
読
む
、
○
帰

一
協
会
、
山
口
龍
藏
及
び
及
び
竹
内
康
二
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
書
状

を
川
島
𠀋
内
に
送
る
、
○
佐
々
木
吉
三
郎
よ
り
来
状
、
○
書
状
と
古
典

講
義
録
と
を
佐
々
木
吉
三
郎
に
送
る
、
○
縫
子
、
買
物
に
外
出
す
、
○

女
中
澄
江
を
東
海
銀
行
に
遣
は
す
、
○
「
哲
学
と
宗
教
」（
再
版
）
壱

百
枚
の
奥
附
を
弘
道
館
に
付
与
す
、
○
在
職
二
十
五
年
の
祝
賀
会
の
礼

状
を
認
む
、
○
張
子
の
「
正
蒙
」
を
読
む
、
○
文
科
大
学
よ
り
論
文
を

送
来
る
、
○
夜
、
学
生
の
論
文
を
読
む
、
○
書
状
を
伊
藤
吉
之
助
に
送

る
、
○
張
子
の
「
正
蒙
」
を
読
む
、
○
鈴
木
弘
来
る
、

十
五
日
、
午
前
、
晴
天
、
東
敬
治
来
る
、
○
縫
子
、
益
之
進
を
拉
し
て
御

殿
場
に
赴
く
、
○
光
岡
安
藝
及
び
や
ま
と
新
聞
よ
り
原
稿
を
送
来
る
、

○
冨
田
貞
松
よ
り
真
綿
を
送
来
る
、
○
哲
学
談
話
会
及
び
其
他
よ
り
来

状
、
○
書
状
を
光
岡
安
藝
に
、
書
状
と
原
稿
と
を
や
ま
と
新
聞
社
に
送

る
、
○
伊
藤
吉
之
助
来
る
、
○
電
報
を
御
殿
場
の
番
人
に
送
る
、
○
丸

善
よ
り
使
者
来
る
、
○
丁
酉
倫
理
会
よ
り
来
状
、
○
島
本
愛
之
助
来
る
、

○
書
斎
の
整
理
を
な
す
、
○
午
后
、
学
生
の
論
文
を
読
む
、
○
竹
本
長

吉
、
宮
坂
喆
宗
来
る
、
○
八
木
光
貫
及
び
巣
鴨
村
役
場
よ
り
来
状
、
○

中
島
德
藏
よ
り
鶴
の
子
餅
と
鰹
節
と
を
送
来
る
、
○
夜
、
宮
坂
喆
宗
の

原
稿
を
訂
正
し
、
賀
詩
を
整
理
す
、

十
六
日
、
午
前
、
晴
天
、
樫
村
才
助
よ
り
来
状
、
○
鈴
木
弘
、
宮
本
知
道

来
る
、
○
慈
恵
病
院
に
芝
愛
宕
に
赴
き
、「
孔
子
」
に
就
き
、
一
場
の

講
演
を
な
す
、
○
神
田
多
賀
羅
亭
に
昼
食
す
、
○
午
后
、
曇
天
、
鍋
島

侯
爵
古
稀
寿
宴
に
上
野
精
養
軒
に
赴
く
、
○
陽
明
学
会
に
麟
祥
院
に
赴

く
、
○
不
在
中
木
村
泰
賢
来
る
、
○
城
生
菊
四
郎
よ
り
来
状
、
○
宮
坂
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喆
宗
来
る
、
○
読
売
の
女
記
者
、
菓
子
壱
箱
を
携
来
る
、
○
「
岡
山
県

人
物
伝
」
を
読
む
、
○
大
倉
廣
三
郎
来
る
、
○
「
中
学
修
身
」
一
百
部

の
奥
附
を
弘
道
館
に
付
与
す
、
○
夜
、
八
時
頃
、
縫
子
、
益
之
進
と
共

に
御
殿
場
よ
り
帰
来
る
、
○
「
伝
習
録
」
を
読
む
、
○
広
文
堂
員
、「
人

格
と
修
養
」
拾
部
を
携
来
る
、
○
此
日
、
春
枝
、
高
子
と
共
に
横
浜
押

田
宅
に
赴
く
、
○
宮
本
知
道
よ
り
来
状
、

十
七
日
、
午
前
、
雨
天
、
三
時
半
頃
近
火
あ
り
、
来
訪
者
、
浦
谷
熊
吉
、

濵
尾
新
、
加
藤
玄
智
等
あ
り
、
後
霽
る
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○

辻
本
卯
藏
、
枡
田
秀
乗
、
岡
村
庄
三
郎
よ
り
来
状
、
○
奥
澤
福
太
郎
来

る
、
○
文
明
協
会
よ
り
「
実
証
道
徳
」
と
「
種
の
起
源
の
基
礎
」
と
を
、

吉
田
熊
次
よ
り
「
現
今
教
育
思
潮
批
判
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、
書
斎

の
整
理
を
な
す
、
○
中
嶋
德
藏
妻
来
る
、
○
德
冨
猪
一
郎
、
島
本
愛
之

助
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
角
田
松
壽
及
び
杉
山
直
喜
に
送
る
、
○
三
上

義
夫
の
論
文
を
島
本
愛
之
助
に
送
る
、
○
田
租
、
三
九
五
を
巣
鴨
村
役

場
に
送
る
、
○
土
岐
善
麿
来
る
、
○
夜
、
辻
本
卯
藏
の
招
待
に
上
野
精

養
軒
に
赴
く
、
○
文
科
大
学
よ
り
論
文
を
送
来
る
、
○
「
伝
習
録
」
を

読
む
、

十
八
日
、
午
前
、
晴
天
、
秦
政
治
郎
及
び
村
上
周
藏
よ
り
来
状
、
○
秦
政

治
郎
よ
り
海
酸
漿
を
送
来
る
、
○
森
良
三
郎
及
び
河
井
太
郎
来
る
、
○

書
状
を
樫
村
才
助
、
島
本
愛
之
助
、
枡
田
秀
乗
、
岡
村
庄
三
郎
に
送
る
、

○
角
田
松
壽
来
る
、
○
午
后
、
原
稿
を
角
田
松
壽
に
、
書
状
を
島
本
愛

之
助
に
送
る
、
○
杉
山
直
記
来
る
、
乃
ち
談
話
を
速
記
せ
し
む
、
○
大

野
太
衞
、
中
野
江
漢
、
姉
﨑
益
子
来
る
、
○
学
生
の
論
文
を
読
む
、
○

林
勃
爾
、
宮
坂
喆
宗
よ
り
来
状
、
○
夜
、
哲
学
談
話
会
に
山
上
御
殿
に

赴
く
、
一
場
の
講
演
を
な
す
、

十
九
日
、
午
前
、
曇
天
、
有
賀
長
雄
よ
り
来
状
、
○
学
習
院
に
赴
き
、
尋
い

で
女
学
部
に
到
る
、
○
巣
鴨
村
役
場
及
び
統
合
事
務
所
よ
り
来
状
、
○
西

田
政
造
の
訃
報
来
る
、
○
文
科
大
学
よ
り
使
者
来
る
、
乃
ち
之
に
論
文
を

付
与
す
、
○
杉
山
直
喜
よ
り
速
記
を
送
来
る
、
○
午
后
、
原
稿
を
島
本
愛

之
助
に
、
書
状
を
統
合
事
務
所
に
送
る
、
○
竹
本
長
吉
来
る
、
○
御
礼
の

為
に
濵
尾
男
爵
邸
に
赴
く
、Eucken, Leben  und Erkennen

を
読
む
、

○
宗
教
大
学
よ
り
来
状
、
○
夜
、
引
続
きEucken

を
読
む
、

二
十
日
、
午
前
、
曇
天
、
実
業
之
日
本
社
よ
り
来
状
、
○
勉
強
、
○
史
料

編
纂
よ
り
「
大
日
本
古
文
書
」
一
冊
を
送
来
る
、
○
御
殿
場
の
番
人
よ

り
縫
子
に
来
状
、
○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
弘
道
館
よ
り
来

状
、
○
「
国
力
発
展
と
神
道

1

1

1

1

1

1

1

」
鷺
城
新
聞
に
出
づ
、
○
角
田
松
壽
及
び

製
本
屋
来
る
、
○
夜
、
深
作
安
文
よ
り
来
状
、
○
同
文
館
の
原
稿
を
訂

正
す
、
○
「
中
等
教
育
に
関
す
る
私
見

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
新
時
代
に
出
づ
、

廿
一
日
、
午
前
、
曇
天
、
林
勃
爾
、
竹
本
長
吉
、
河
井
太
郎
、
淺
石
富
人
、

一
宮
弘
人
妻
、
伊
藤
吉
之
助
来
る
、
○
「
伝
習
録
」
を
読
む
、
○
午
后
、

学
生
の
論
文
を
読
む
、
○
「
大
礼
と
国
民
教
育

1

1

1

1

1

1

1

」
和
歌
山
新
報
に
、「
国1

力
発
展
と
神
道

1

1

1

1

1

1

」
秋
田
魁
新
聞
に
出
づ
、
○
一
宮
弘
人
よ
り
使
者
来
る
、

○
写
真
一
枚
を
井
上
健
児
に
送
る
、
○
縫
子
、「
人
格
と
修
養
」
を
携

へ
て
吉
田
宅
に
赴
く
、○
書
状
を
八
木
光
貫
及
び
山
﨑
亀
太
郎
に
送
る
、

○
齋
藤
精
輔
来
る
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
夜
、
学
生
の
論
文

を
読
む
、
○
宮
坂
喆
宗
来
る
、
○
書
状
を
坂
本
嘉
治
馬
、
辻
本
卯
藏
、

大
倉
廣
三
郎
に
送
る
、
○
「
伝
習
録
」
を
読
む
、

廿
二
日
、
午
前
、
曇
天
、
摂
氏
十
五
度
、
冷
気
を
覚
ゆ
、
○
帰
一
協
会
、
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新
清
次
郎
及
び
三
浦
七
右
衞
門
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
大
倉
廣
三
郎
及

び
秦
政
治
郎
に
送
る
、
○
深
作
安
文
及
び
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
多
田

義
堂
よ
り
来
状
、
○
「
伝
習
録
」
を
読
む
、
○
午
后
、
学
生
の
論
文
を

読
む
、
○
「
伝
習
録
」
を
読
む
、
○
菊
池
男
爵
祝
賀
会
に
植
物
園
に
赴

く
、
巨
智
部
忠
承
、
冨マ

マ

水
寛
人
等
と
会
見
す
、
○
夜
、
学
生
の
論
文
を

読
み
、「
伝
習
録
」
を
読
む
、

廿
三
日
、
午
前
、
雨
天
、
広
文
堂
よ
り
来
状
、
○
同
文
館
の
原
稿
を
訂
正

す
、
○
学
生
の
論
文
を
読
む
、
○
九
ノ
里
虎
之
助
来
る
、
○
松
井
錦
橘
、

使
者
を
遣
は
し
、
書
状
を
送
来
る
、
○
午
后
、「
日
本
経
済
叢
書
」
第

十
二
巻
を
送
来
る
、
○
「
伝
習
録
」
を
読
み
、
尋
い
で
学
生
の
論
文
を

読
む
、
○
竹
本
長
吉
来
る
、
○
書
状
を
森
良
三
郎
に
送
る
、
○
夜
、
学

生
の
論
文
を
読
む
、
○
冨
山
房
よ
り
来
状
、

廿
四
日
、
午
前
、
晴
天
、
保
坂
勝
治
及
び
松
浦
邸
よ
り
来
状
、
○
講
義
に

大
学
に
赴
く
、
○
文
科
大
学
よ
り
使
者
来
る
、
乃
ち
之
に
論
文
を
付
与

す
、
○
女
中
松
枝
を
大
学
会
計
課
に
遣
は
す
、
○
一
宮
弘
人
、
隣
家
に

引
越
来
る
、
○
丸
善
洋
書
店
よ
り
来
状
、
○
華
山
会
よ
り
「
華
山
全
集
」

第
二
巻
を
送
来
る
、
○
丸
善
よ
り
、T

agore, 
T
he 

K
ing 

of 
the 

D
ark Cham

ber

を
送
来
る
、
○
午
后
、
松
浦
邸
よ
り
「
山
鹿
素
行
先

生
精
神
訓
」
を
送
来
る
、
○
「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、
○
佐
藤
進
一
、

森
良
三
郎
、
角
田
松
壽
来
る
、
○
給
水
工
費
金
四
、九
一
〇
を
郵
便
局

に
支
払
ふ
、
○
第
二
号
修
繕
費
金
三
五
、七
五
〇
を
大
金
に
支
払
ふ
、

○
「
暦
象
新
書
」
の
小
包
と
書
状
と
を
大
槻
文
彦
に
送
る
、
○
丸
善
よ

り
来
状
、
○
文
科
大
学
及
び
西
正
寺
よ
り
来
状
、
○
夜
、
土
田
誠
一
来

る
、
○
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
此
日
よ
り
祝
賀
会
の
礼
状
を
発
送
す
、

廿
五
日
、
午
前
、
晴
天
、
東
京
音
楽
学
校
よ
り
来
状
、
○
帰
一
協
会
及
び

本
多
日
生
よ
り
印
刷
物
を
送
来
る
、
○
「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、
○
速

達
に
て
原
稿
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
森
良
三
郎
及
び
片
山
清
太
郎
来

る
、
○
学
生
の
論
文
を
読
む
、
○
大
島
健
一
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
在

仏
国
の
藤
井
慶
乗
よ
り
書
状
と
「
楚
囚
艱
難
録
」
を
送
来
る
、
○
姉
﨑

宅
を
訪
ひ
カ
ラ
メ
ル
壱
箱
を
送
る
、
○
吉
田
宅
を
訪
ひ
、
帰
途
大
塚
方

面
を
散
歩
し
て
還
る
、
○
山
﨑
亀
太
郎
及
び
櫻
井
女
塾
よ
り
来
状
、
○

「
楚
囚
艱
難
録
」
を
読
む
、
○
夜
、
学
生
の
論
文
を
読
む
、

廿
六
日
、
午
前
、
晴
天
、
文
科
大
学
、
島
本
愛
之
助
、
紀
平
正
美
、
大
槻

文
彦
よ
り
来
状
、
○
学
習
院
に
赴
く
、
○
午
后
、
教
授
会
に
山
上
御
殿

に
赴
く
、
○
金
港
堂
及
び
其
他
よ
り
来
状
、
○
不
在
中
伊
藤
吉
之
助
来

る
、
○
宮
坂
喆
宗
来
る
、
○
夜
、
宮
坂
喆
宗
、
伊
藤
吉
之
助
来
る
、
○

書
状
を
尾
﨑
吉
三
郎
、
島
本
愛
之
助
及
び
西
田
正
作
に
送
る
、
○
文
科

大
学
よ
り
使
者
来
る
、
乃
ち
之
に
椎
尾
辨
匡
の
論
文
を
付
与
す
、
○
此

日
、
祝
賀
会
の
礼
状
を
発
送
し
了
る
、

廿
七
日
、
午
前
、
晴
天
、
勉
強
、
○
有
賀
長
雄
よ
り
来
状
、
○
森
良
三
郎

来
る
、
○
隣
家
の
変
更
届
済
む
、
○
午
后
、
小
石
川
区
教
育
会
よ
り
来

状
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
国
書
刊
行
会
よ
り
「
武
術
叢
書
」
を

送
来
る
、
○
夜
、
前
川
文
栄
閣
、
吉
田
熊
次
夫
妻
来
る
、

廿
八
日
、
午
前
、
晴
天
、
床
屋
に
赴
く
、
○
啓
成
社
よ
り
「
中
興
鑑
言
」

二
冊
を
送
来
る
、
○
丸
善
よ
りM

ind

を
送
来
る
、
○
書
状
を
福
島
德

平
及
び
御
園
生
金
三
郎
に
送
る
、
○
淺
石
冨
人
来
る
、
有
故
不
遇
、
○

鈴
木
宗
忠
、
藤
眞
亮
、
常
盤
大
定
来
る
、
○
午
后
、
常
磐
会
に
水
交
社

に
赴
く
、
細
川
十
洲
と
会
見
す
、
○
時
局
研
究
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
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○
夜
、
研
究
会
を
継
続
す
、
高
木
兼
寛
、
江
木
千
之
、
三
好
愛
吉
等
と

会
見
す
、
○
千
葉
鑛
藏
、
鈴
木
宗
忠
、
加
藤
駒
二
、
山
﨑
亀
太
郎
、
及

び
文
科
大
学
等
よ
り
来
状
、

廿
九
日
、
午
前
、
晴
天
、
峯
堅
雅
、
菅
沼
性
藏
、
上
村
彦
之
丞
、
密
門
宥

範
等
よ
り
来
状
、
○
東
亜
協
会
よ
り
報
告
書
来
る
、
○
書
状
を
天
野
智

文
、
加
藤
駒
二
及
び
文
科
大
学
等
に
送
る
、
○
為
換
入
の
書
状
を
華
山

会
に
田
原
に
送
る
、
○
午
后
、
尾
張
徳
川
家
の
絵
巻
物
を
大
学
本
部
に

観
る
、
○
西
田
政
造
の
著
書
を
読
む
、
○
吉
田
雪
子
、
微
恙
あ
り
、
○

縫
子
、
吉
田
宅
に
赴
く
、
○
夜
、
心
理
学
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○

哲
学
会
、
小
池
橘
太
郎
及
び
寺
原
高
助
よ
り
来
状
、

三
十
日
、
午
前
、
晴
天
、
林
甕
臣
来
る
、
有
故
不
遇
、
○
島
本
愛
之
助
来

る
、
○
原
稿
入
り
の
小
包
を
西
田
政
造
嗣
子
西
田
正
作
に
送
る
、
○
書

状
を
寺
原
高
助
に
送
る
、
○
飯
田
義
一
よ
り
「
勇
猛
精
進
」
三
冊
を
送

来
る
、
○
縫
子
、
歯
科
医
に
赴
く
、
○
書
状
を
島
本
愛
之
助
及
び
丸
善

洋
書
店
に
送
る
、
○
飯
田
義
一
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
哲
学
会
に
大
学

に
赴
く
、
○
角
田
松
壽
、
大
学
に
来
訪
す
、
○
夜
、
山
上
御
殿
に
会
食

す
、
○
金
港
堂
よ
り
印
税
金
三
三
、六
〇
を
送
来
る
、
○
「
東
亜
の
光
」

（
十
の
六
）
成
る
、
○
島
本
愛
之
助
よ
り
来
状
、

丗
一
日
、
午
前
、
晴
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
水
道
使
用
料
金
拾
壱

円
零
八
銭
を
郵
便
局
に
納
む
、
○
深
作
安
文
よ
り
来
状
、
○
「
大
日
本

仏
教
全
書
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、
木
村
泰
賢
、
伊
藤
吉
之
助
来
る
、

○
女
中
澄
江
を
東
海
銀
行
に
遣
は
す
、
○
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
竹

本
長
吉
来
る
、
○
夜
、
書
状
を
飯
田
義
一
、
本
多
日
生
及
び
榎
本
勝
多

に
送
る
、

六
月

一
日
、
午
前
、
雨
天
、
哲
学
研
究
室
に
赴
き
、
哲
学
科
の
口
述
試
験
を
行

ふ
、
○
哲
学
会
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
雨
歇
む
、
○
土
岐
善
麿
、
吉
田

雪
子
来
る
、
○
「
婦
人
の
通
弊

1

1

1

1

1

」
愛
国
婦
人
に
出
づ
、
○
宮
坂
喆
宗
よ

り
来
状
、
○
原
稿
を
整
理
す
、
○
夜
、
引
続
き
原
稿
を
整
理
す
、
○
案

内
状
を
認
む
、
○
此
日
、
不
在
中
森
良
三
郎
来
る
、

二
日
、
午
前
、
曇
天
、
印
度
哲
学
の
口
述
試
験
に
大
学
に
赴
く
、
○
「
朱

子
哲
学
」
参
百
部
の
奥
附
を
冨
山
房
に
付
与
す
、
○
島
本
愛
之
助
よ
り

来
状
、
○
午
后
、
半
晴
、
案
内
状
を
上
田
萬
年
、
芳
賀
矢
一
、
建
部
遯

吾
、
友
枝
高
彦
、
大
塚
保
治
に
送
る
、
○
伊
藤
吉
之
助
、
三
田
伊
之
松
、

姉
﨑
益
子
、
角
田
松
壽
来
る
、
○
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
島

本
愛
之
助
に
送
る
、
○
文
科
大
学
よ
り
使
者
来
る
、
乃
ち
之
に
論
文
二

篇
と
書
状
と
を
付
与
す
、
○
夜
、Jam

es 
W

ard, 
H
eredity 

and 
M

em
ory

を
読
む
、

三
日
、
午
前
、
晴
天
、
橋
本
文
壽
よ
り
来
状
、
○
森
良
三
郎
来
る
、
○
巣4

鴨
池
袋
の
田
地
百
四
拾
七
坪
を
豊
田
龍
太
郎
よ
り
買
受
く
る
こ
と
を
約

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

す4

、
○
「
孔
子
晩
年
の
思
想

1

1

1

1

1

1

1

」
新
天
地
に
出
づ
、
○
心
理
学
科
の
口
述

試
験
に
大
学
に
赴
く
、
○
午
后
、
引
続
き
、
口
述
試
験
を
な
す
、
○
中

島
力
造
及
び
齋
藤
勇
と
共
に
三
越
に
赴
く
、
○
澁
澤
栄
一
よ
り
書
状
と

鶴
の
子
と
鰹
節
と
を
送
来
る
、
○
元
田
直
、
菓
子
壱
箱
を
携
来
る
、
○

橋
本
文
壽
よ
り
「
家
族
制
度
の
将
来
」
を
送
来
る
、
○
小
西
九
兵
衞
よ

り
書
状
と
「
輦
輅
の
躅
」
と
を
送
来
る
、
○
伊
藤
吉
之
助
及
び
其
他
よ

り
来
状
、
○
文
科
大
学
よ
り
使
者
来
る
、
乃
ち
之
に
論
文
を
付
与
す
、

○
夜
、Jam

es W
ard, H

eredity and M
em

ory

及
び
張
子
の「
正
蒙
」
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を
読
む
、
○
此
日
、
掃
除
、

四
日
、
午
前
、
半
晴
、
帰
一
協
会
よ
り
来
状
、
○
荒
木
寛
畝
、
去
る
二
日

死
去
す
と
の
報
あ
り
、
享
年
八
十
五
、
○
建
部
遯
吾
、
友
枝
高
彦
、
飯

田
義
一
、
蜷
川
龍
夫
よ
り
来
状
、
○
倫
理
科
の
口
述
試
験
を
大
学
に
行

ふ
、
○
不
在
中
淺
石
冨
人
、
工
藤
誠
一
、
田
中
義
能
来
る
、
○
島
本
愛

之
助
来
る
、
○
有
風
、
○
午
后
、
大
塚
保
治
よ
り
来
状
、
○
弘
道
館
員
、

印
税
を
携
来
る
、
○
三
井
銀
行
に
赴
き
、
尋
い
で
博
品
館
に
到
る
、
○

夜
、
興
学
会
に
山
上
御
店マ

マ

に
赴
く
、
○
吉
田
熊
次
、
吉
報
を
齎
ら
し
来

る
、
○
金
港
堂
よ
り
来
状
、
○Philosophical Review

を
送
来
る
、

○
姉
﨑
宅
よ
り
報
事
の
食
物
を
送
来
る
、

五
日
、
午
前
、
晴
天
、
東
亜
協
会
よ
り
報
告
書
来
る
、
○
神
保
如
天
、
太

宰
施
門
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
り
、
佐
野
善
作
、
仝
賛
助
員
と
な
る
、

○
土
井
林
吉
母
の
訃
報
来
る
、
○
宮
坂
喆
宗
来
る
、
○
図
書
寮
に
赴
き
、

古
書
画
の
展
覧
を
観
る
、
○
山
口
鋭
之
助
、
本
多
辰
次
郎
、
外
﨑
覚
、

境
野
哲
等
と
会
見
す
、
○
午
后
、
神
田
の
多
賀
羅
亭
に
昼
餐
を
な
す
、

○
辻
本
卯
藏
、
市
村
瓉
次
郎
よ
り
来
状
、
○
日
本
医
学
会
に
生
理
学
教

室
に
赴
く
、
○
夜
、
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
「
社
会
と
道
徳
」
の

原
稿
を
整
理
す
、
○
書
状
を
上
田
学
長
に
送
る
、
○
蓮
沼
門
三
よ
り
来

状
、
○
此
日
、
縫
子
、
櫻
井
ち
か
子
の
賀
筵
に
赴
く
、

六
日
、
午
前
、
晴
天
、
田
中
作
太
郎
、
浮
田
和
民
の
紹
介
に
よ
つ
て
来
る
、

○
三
上
義
夫
、
森
良
三
郎
来
る
、
○
星
野
恒
、
使
者
を
遣
は
し
、
書
状

を
送
来
る
、
○
縫
子
、
春
枝
及
び
吉
田
雪
子
と
共
に
農
商
務
省
商
品
陳

列
館
に
赴
く
、
○
午
后
、
蜷
川
龍
夫
は
「
日
本
道
徳
史
〔
」〕
を
、
境

野
哲
は
「
印
度
支
那
仏
教
小
史
」
を
携
来
る
、
○
夜
、
上
田
萬
年
、
大

塚
保
治
、
建
部
遯
吾
、
芳
賀
矢
一
、
桑
田
芳
藏
、
木
村
泰
賢
、
友
枝
高

彦
、
深
作
安
文
、
大
嶋
正
德
、
宮
本
和
吉
、
吉
田
熊
次
、
伊
藤
吉
之
助
、

島
本
愛
之
助
、
四
宮
兼
之
を
招
き
、
慰
労
の
宴
を
開
く
、
○
小
雨
、
○

橘
惠
勝
よ
り
来
状
、

七
日
、
午
前
、
雨
天
、
橘
惠
勝
よ
り
枇
杷
壱
箱
を
送
来
る
、
○
書
状
を
市

村
瓉
次
郎
、
橘
惠
勝
、
橋
本
文
壽
に
送
る
、
○
松
浦
伯
爵
よ
り
「
青
島

遊
記
」
を
送
来
る
、
○
太
田
秀
穗
、
川
島
庄
一
郎
、
龍
山
義
亮
、
野
田

義
夫
よ
り
来
状
、
○
建
部
遯
吾
、
菓
物
壱
箱
を
携
来
る
、
○
松
下
禎
二

よ
り
来
状
、
○
午
后
、
酒
巻
壽
子
、
角
田
松
壽
、
高
橋
穰
、
白
井
成
允

来
る
、
○
植
木
助
作
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
松
尾
圓
治
よ
り
来

状
、
○
弔
詞
を
土
井
林
吉
に
送
る
、
○
書
状
を
本
多
日
星
に
送
る
、
○

夜
、「
社
会
と
道
徳
」
の
原
稿
を
弘
道
館
員
に
付
与
す
、
○
文
科
大
学

よ
り
来
状
、
○
「
朱
子
心
学
録
」
を
読
む
、

八
日
、
午
前
、
晴
天
、
竹
本
長
吉
来
る
、
○
大
学
病
院
歯
科
に
赴
く
、
○

「
朱
子
心
学
録
」
を
読
む
、
○
書
状
を
星
野
恒
に
送
る
、
○
縫
子
、
買

物
に
外
出
す
、
○
午
后
、「
朱
子
心
学
録
」
を
読
む
、
○
瀧
精
一
、
角

田
松
壽
来
る
、
○
日
本
案
内
状
を
長
井
洐
、
小
林
正
策
、
東
敬
治
、
大

野
太
衞
、
多
田
義
堂
、
奥
沢
福
太
郎
、
尾
原
亮
太
郎
、
上
原
勇
作
、
及

び
コ
ー
ツ
に
送
る
、
○
夜
、
辻
本
卯
藏
よ
り
来
状
、
○
大
倉
廣
三
郎
、

印
税
を
携
来
る
、
○
同
文
館
の
原
稿
を
校
正
す
、
○
「
人
格
と
修
養
」

四
百
六
拾
部
の
奥
附
を
広
文
堂
に
付
与
す
、

九
日
、
午
前
、
雨
天
、
学
習
院
に
赴
く
、
学
習
院
休
業
、
○
女
学
部
に
赴

く
、
○
午
后
、
教
授
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
夜
、
帰
一
協
会
に
上

野
精
養
軒
に
赴
く
、
会
員
来
ら
ず
、
故
に
転
じ
て
市
村
瓉
次
郎
の
招
待
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に
弁
天
の
笑
福
亭
に
赴
く
、
○
雨
愈
々
急
な
り
、
○
九
時
半
頃
帰
宅
、

○
高
楠
順
次
郎
及
び
統
合
事
務
所
よ
り
来
状
、
○
芳
賀
矢
一
よ
り
「
筆

の
ま
に
ま
に
」
を
寄
贈
す
、

十
日
、
午
前
、
半
晴
、
飯
田
義
一
及
びA

siatic Society of Japan

よ

り
来
状
、
○
原
稿
を
整
理
す
、
○
原
稿
を
弘
道
館
に
送
る
、
○
書
状
を

竹
内
康
二
及
び
高
橋
穰
に
送
る
、
○
試
験
の
答
案
を
作
る
、
○
午
后
、

「
筆
の
ま
に
ま
に
」
を
読
む
、
○
「
生
命
の
哲
学
」
の
修
了
試
験
を
行

ふ
、
○
学
生
の
答
案
を
読
む
、
○
大
野
太
衞
よ
り
来
状
、
○
縫
子
、
吉

田
宅
に
赴
く
、
○T

agore, T
he Post O

ffi
ce

を
丸
善
よ
り
送
来
る
、

○
夜
、
学
生
の
答
案
を
読
む
、
○
同
文
館
の
校
正
を
訂
正
す
、
○
此
日
、

帝
国
議
会
閉
会
、

十
一
日
、
午
前
、
雨
天
、
文
部
省
よ
り
辞
令
書
来
る
、
曰
く
、「
教
員
検

定
委
員
会
臨
時
委
員
被
仰
付
」、
○
辻
本
卯
藏
及
び
近
重
眞
澄
よ
り
来

状
、
○
山
﨑
數
衞
、
朝
倉
尚
絅
、
田
中
義
能
、
島
本
愛
之
助
、
白
石
実

三
、
淺
石
富
人
来
る
、
○
同
文
館
の
原
稿
を
訂
正
す
、
○
硫
安
会
社
及

び
其
他
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
硫
安
会
社
に
送
る
、
○
縫
子
を
三
井
銀

行
に
遣
は
す
、
○
午
后
、
同
文
館
の
原
稿
を
訂
正
す
、
○
書
状
を
向
陵

社
に
、
原
稿
二
篇
を
辻
本
卯
藏
に
送
る
、
○
大
塚
保
治
、
御
礼
の
為
に

来
る
、
○
揮
毫
、
○
縫
子
、
招
待
さ
れ
て
吉
田
宅
に
赴
く
、
○
冨
山
房

よ
り
「
訂
正
増
補
朱
子
学
派
之
哲
学
」
を
送
来
る
、
○
製
本
屋
来
る
、

○
山
﨑
數
衞
来
る
、
乃
ち
之
に
詩
箋
壱
枚
を
付
与
す
、
○
夜
、
島
本
愛

之
助
よ
り
来
状
、
○
同
文
館
の
原
稿
を
訂
正
す
、

十
二
日
、
午
前
、
曇
天
、
校
正
見
本
を
弘
道
館
に
送
る
、
○
大
学
病
院
の

歯
科
に
赴
く
、
○
竹
本
長
吉
来
る
、
○
竹
内
康
二
来
る
、
乃
ち
之
に
写

物
を
付
与
す
、
○
杉
浦
初
太
郎
よ
り
来
状
、
○
「
大
日
本
経
済
叢
書
」

第
十
三
巻
を
送
来
る
、
○
午
后
、
反
物
壱
反
を
竹
本
長
吉
に
贈
る
、
○

書
状
を
工
藤
誠
一
に
送
る
、○
丁
酉
倫
理
の
原
稿
及
び
其
他
を
訂
正
す
、

○
史
料
編
纂
掛
よ
り
来
状
、
○
「
日
本
百
科
辞
典
」
原
稿
来
る
、
○
書

斎
を
整
理
す
、
○
夜
、
向
陵
社
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
帰
一
協
会
及
び

図
書
会
社
に
送
る
、
○
原
稿
を
訂
正
す
、

十
三
日
、
午
前
、
曇
天
、
小
杉
熈
、
深
作
安
文
、
須
藤
正
憲
、
佐
藤
進
一
、

工
藤
誠
一
及
び
製
本
屋
来
る
、
○
縫
子
、
高
等
師
範
に
赴
く
、
○
午
后
、

書
状
を
杉
山
直
喜
に
送
る
、
○
角
田
松
壽
来
る
、
○
太
田
稠
夫
来
る
、

○
帰
一
協
会
よ
り
来
状
、
○
夜
、
日
本
学
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
上

原
勇
作
、
佐
藤
鉄
太
郎
、
コ
ー
ツ
等
と
会
見
す
、
○
帰
一
協
会
及
び
統

合
事
務
所
よ
り
来
状
、
○
不
在
中
吉
田
雪
子
来
る
、

十
四
日
、
午
前
、
晴
天
、「
東
洋
哲
学
史
概
説
」
の
修
了
試
験
を
行
ふ
、

○
高
橋
穰
、
飯
田
義
一
及
び
阿
部
維
巖
よ
り
来
状
、
○F. Ew

ert, 
Zürich

よ
りW
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を
送
来

る
、
○
藤
本
眞
光
来
る
、
○
「
陽
明
哲
学
」
を
訂
正
す
、
○
午
后
、
大

橋
秀
治
、
今
福
忍
来
る
、
○
引
続
き
「
陽
明
哲
学
」
を
訂
正
す
、
○
文

科
大
学
よ
り
試
験
答
案
を
送
来
る
、
○
東
亜
協
会
よ
り
来
状
、
○
書
状

を
島
本
愛
之
助
に
送
る
、
○
帰
一
協
会
よ
り
印
刷
物
を
送
来
る
、
○
書

状
を
統
合
事
務
所
に
送
る
、
○
「
哲
学
と
宗
教
」
及
び
「
人
格
と
修
養
」

を
今
福
忍
に
贈
る
、
○
「
陽
明
学
」
を
読
む
、
○
夜
、
教
員
検
定
委
員

会
及
び
河
瀨
秀
治
喜
寿
祝
賀
会
よ
り
来
状
、
○
「
陽
明
学
」
を
読
む
、

○
「
陽
明
哲
学
」
を
訂
正
す
、
○
吉
田
夫
妻
来
る
、
○
書
状
を
帝
国
学

士
院
に
送
る
、
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十
五
日
、
午
前
、
晴
天
、
杉
山
直
喜
よ
り
速
記
を
送
来
る
、
○
文
科
大
学

及
び
高
楠
順
次
郎
よ
り
来
状
、
○
大
学
病
院
歯
科
に
赴
く
、
○
島
本
愛

之
助
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
学
生
の
答
案
を
読
む
、
○
「
大
礼
と
国
民

1

1

1

1

1

教
育

1

1

」
仙
台
日
々
新
聞
に
出
づ
、
○
友
枝
高
彦
、
角
田
松
壽
、
宮
坂
喆

宗
来
る
、
○
文
科
大
学
々
友
会
及
び
其
他
よ
り
来
状
、
○
夜
、
学
生
の

答
案
を
読
む
、

十
六
日
、
午
前
、
晴
天
、
小
栗
三
郎
よ
り
来
状
、
○
学
習
院
に
赴
く
、
○

屋
根
屋
来
り
て
隣
家
の
屋
根
を
葺
く
、
○
午
后
、
教
授
会
に
山
上
御
殿

に
赴
く
、
○
花
見
喜
代
次
よ
り
来
状
、
○
夜
、
川
面
凡
児
、
菓
子
壱
箱

を
携
来
る
、
○
学
生
の
答
案
を
読
む
、
○
此
日
、
不
在
中
阿
部
莊
二
、

原
稿
を
携
来
る
、

十
七
日
、
午
前
、
晴
天
、
花
見
喜
代
次
よ
り
熊
本
城
の
写
真
を
送
来
る
、

○
太
田
資
順
よ
り
「
樗
牛
兄
弟
」
を
送
来
る
、
○
森
良
三
郎
、
佐
藤
孝

郷
来
る
、○
巣
鴨
の
家
屋
税
拾
九
円
余
を
森
良
三
郎
に
付
与
す
、○「
大1

学
時
代
の
高
山
樗
牛

1

1

1

1

1

1

1

1

」
樗
牛
兄
弟
に
出
づ
、
○
学
生
の
答
案
を
読
む
、

○
午
后
、
摂
氏
三
十
度
、
学
生
の
答
案
を
読
む
、
○
書
状
を
島
本
愛
之

助
及
び
白
石
実
三
に
送
る
、
○
「
時
局
論
叢
」
を
東
亜
協
会
事
務
所
に

送
る
、
○
書
状
を
文
科
大
学
事
務
室
に
送
る
、
○
夜
、
学
生
の
答
案
を

読
む
、
○
此
日
、
畳
屋
来
る
、

十
八
日
、
午
前
、
晴
天
、
東
亜
協
会
よ
り
来
状
、
○
目
黒
書
店
よ
り
「
世

界
の
大
勢
と
大
正
教
育
の
方
針
」
を
送
来
る
、
○
阿
部
莊
二
、
甫
守
謹

吾
、
白
石
実
三
、
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
縫
子
、
歯
科
医
の
処
に
赴
く
、

○
博
文
館
よ
り
創
立
二
十
八
週
年
紀
念
を
送
来
る
、
○
学
生
の
答
案
を

読
む
、
○
午
后
、
学
生
の
答
案
を
読
む
、
○
「
大
礼
と
国
民
教
育
」
仙

台
日
々
新
聞
に
出
づ
、
○
太
田
資
順
、
袱
紗
を
携
来
る
、
○
女
中
澄
江

を
学
習
院
に
遣
は
し
、
報
酬
を
受
取
り
来
ら
し
む
、
○
飯
田
義
一
及
び

東
亜
協
会
よ
り
来
状
、
○
夜
、
豊
国
屋
に
晩
餐
を
喫
し
、
哲
学
会
に
山

上
御
殿
に
莅
む
、
○
電
報
を
小
栗
三
郎
に
半
田
に
発
送
す
、
○
此
日
、

大
金
来
り
て
ブ
ラ
ン
コ
及
び
其
他
体
操
機
械
を
修
繕
す
、
○
瀧
村
斐
男

よ
り
「
美
学
講
和
〔
」〕
を
送
来
る
、

十
九
日
、
午
前
、
晴
天
、
学
生
の
答
案
を
読
む
、
○
文
科
大
学
事
務
室
に

赴
き
、
尋
い
で
桂
辨
三
を
工
科
大
学
に
訪
ふ
、
○
弘
道
館
よ
り
校
正
来

る
、
○
午
后
、
文
明
協
会
よ
り
「
現
今
之
猶
太
種
族
」
と
〔「
〕
年
齢

成
長
及
死
」
を
送
来
る
、
○
原
稿
を
島
本
愛
之
助
に
、
書
状
を
上
宮
教

会
に
送
る
、
○
書
状
を
土
岐
善
麿
に
送
る
、
○
廣
池
千
九
郎
来
る
、
○

夜
、
電
報
を
飯
田
義
一
に
送
る
、
○
八
、二
五
東
京
駅
出
発
、
名
古
屋

市
に
赴
く
、

二
十
日
、
午
前
、
晴
天
、
六
、一
八
名
古
屋
市
着
、
直
に
志
那
忠
支
店
に

赴
く
、
○
松
本
文
三
郎
来
る
、
○
午
后
、
徳
源
寺
に
赴
き
、
人
生
問
題

に
就
き
、
一
場
の
講
演
を
な
す
、
聴
衆
約
八
百
名
、
○
小
栗
三
郎
と
徳

源
寺
に
会
見
す
、
○
夜
、
六
、一
九
名
古
屋
市
出
発
、
七
、三
一
半
田
町

着
、
小
学
校
講
堂
に
於
て
精
神
修
養
講
話
を
な
し
、
今
村
貞
太
郎
（
視

学
）、
長
島
戸
平
、（
税
務
署
長
）、
脇
屋
義
純
（
郡
長
）、
中
島
養
吉
、

野
村
勝
三
郎
（
農
学
校
長
）、
小
栗
清
（
町
長
）、
日
比
恪
（
小
学
校
長
）

等
と
会
見
す
、
聴
衆
約
八
百
、
○
九
、五
九
半
田
町
出
発
、
一
一
、五
五

豊
橋
市
着
、
○
此
日
、
留
守
宅
訪
問
者
は
松
浦
一
、
長
井
眞
琴
、
押
田

三
郎
夫
妻
、
○
蓮
沼
門
三
よ
り
書
状
と
稚
茸
を
送
来
る
、

廿
一
日
、
午
前
、
晴
天
、
一
、四
三
豊
橋
市
出
発
、
九
三
〇
東
京
駅
着
、
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十
時
過
帰
宅
、
○
「
列
聖
全
集
」（
第
一
回
分
）
を
送
来
る
、
○
弘
道

館
よ
り
校
正
来
る
、
○
午
后
、
金
澤
長
吉
よ
り
来
状
、
○
上
西
半
三
郎

来
る
、
○
縫
子
、
吉
田
宅
に
赴
き
、
尋
い
で
す
み
れ
会
に
姉
﨑
宅
に
赴

く
、
○
校
正
、
○
同
文
館
よ
り
校
正
来
る
、
○
夜
、
校
正
、
○
休
養
、

○
此
日
、
秋
田
県
金
澤
長
吉
よ
り
来
状
、

廿
二
日
、
午
前
、
小
雨
、
校
正
、
○
女
中
澄
江
を
東
海
銀
行
に
遣
は
す
、

○
本
多
日
生
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
晴
天
、
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、

○
白
石
実
三
来
る
、
乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
藤
井
慶
乗
よ
り
来

状
、
○
角
田
松
壽
来
る
、
○
校
正
、
○
夜
、
大
槻
快
尊
の
送
別
会
に
山

上
御
殿
に
赴
く
、

廿
三
日
、
午
前
、
晴
天
、
押
田
清
子
及
び
飯
田
義
一
よ
り
来
状
、
○
学
習

院
に
赴
き
、
尋
い
で
女
学
部
に
到
る
、
○
弘
道
館
よ
り
校
正
来
る
、
○

午
后
、
在
英
国
補
永
茂
助
よ
り
来
状
、
○
山
上
御
殿
に
赴
き
、
検
定
試

験
の
問
題
を
定
む
、
○
夜
、
学
友
会
に
植
物
園
に
赴
く
、
○
弘
道
館
よ

り
印
税
を
送
来
る
、
○
弘
道
館
よ
り
校
正
来
る
、
○
白
石
実
三
よ
り
筆

記
原
稿
を
送
来
る
、
○
此
日
、
縫
子
、
吉
田
宅
に
赴
く
、

廿
四
日
、
午
前
、
曇
天
、
小
雨
、
弘
道
館
よ
り
校
正
来
る
、
○
丸
善
よ
り

来
状
、
○
大
学
よ
り
「
大
日
本
史
料
」
壱
冊
を
送
来
る
、
○
竹
内
康
二
、

写
物
を
携
来
る
、
○
森
良
三
郎
来
る
、
○
書
状
を
太
田
資
順
に
、「
東

亜
の
光
」
口
絵
解
題
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
吉
田
宅
よ
り
使
者
来
る
、

○
小
栗
三
郎
よ
り
来
状
、
○
校
正
、
○
午
后
、
大
阪
の
日
蓮
主
義
敬
慕

信
徒
協
会
よ
り
来
状
、
○
校
正
を
弘
道
館
に
送
る
、
○
書
状
を
蓮
沼
門

三
、
花
見
喜
代
次
及
び
飯
田
義
一
に
送
る
、
○
竹
本
長
吉
来
る
、
○

Cham
bre de com

m
erce de Paris

よ
りFacts about the W

ar

を
送
来
る
、
○
夜
、「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、
○
雨
歇
み
、
風
あ
り
、

○
此
日
、
独
逸
よ
りW

ochenblatt der Frankfurter Zeitung

を

送
来
る
、

廿
五
日
、
午
前
、
雨
天
、
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
岩
橋
遵
成
、
征
矢
野

晃
雄
、鈴
木
弘
来
る
、○
国
書
刊
行
会
よ
り「
徳
川
文
芸
類
聚
」（
第
十
）

及
び
「
吾
妻
鏡
」（
第
二
）
を
送
来
る
、
○
統
合
講
習
会
よ
り
来
状
、

○
「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、
○
長
井
眞
琴
よ
り
来
状
、
○
午
后
、「
教

界
春
秋
」
を
草
し
了
り
て
之
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
時
局
懇
談
会
に

山
上
御
殿
に
赴
く
、
大
島
健
一
、
床
次
竹
二
郎
、
高
木
壬
太
郎
等
と
会

見
す
、
○
不
在
中
吉
田
豊
吉
、
菓
子
及
び
絹
地
を
携
来
る
、
○
巣
鴨
村

4

4

4

大
字
新
田
堀
ノ
内
豊
田
龍
太
郎
の
田
地
壱
百
四
拾
七
坪
を
買
受
け

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
登4

記
済
と
な
る

4

4

4

4

4

、
此
代
価
金
六
四
六
、八
〇
〇

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

、
也4

、
○
夜
、
十
時
過
帰
宅
、

○
蜷
川
龍
夫
、
大
野
太
衞
及
び
鍋
島
侯
爵
よ
り
来
状
、
○
教
科
書
会
よ

り
書
類
来
る
、

廿
六
日
、
午
前
、
晴
天
、
森
良
三
郎
来
る
、
○
女
中
澄
江
を
東
海
銀
行
に

遣
は
す
、
○
村
上
直
次
郎
よ
り
「
日
蘭
三
百
年
の
親
交
」
を
送
来
る
、

○
弘
道
館
よ
り
校
正
来
る
、
○
点
数
会
議
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
午

后
、
書
状
を
吉
田
熊
次
に
送
る
、
○
弘
道
館
よ
り
校
正
来
る
、
○
女
中

澄
江
を
吉
田
宅
に
遣
は
す
、
○
豊
国
屋
に
赴
き
、
晩
餐
を
な
す
、
○
夜
、

統
一
閣
に
赴
き
、「
儒
教
と
仏
教

1

1

1

1

1

」
を
講
演
す
、
聴
衆
約
三
百
名
、
○

慈
恵
医
院
よ
り
原
稿
を
送
来
る
、
○
帝
国
学
士
院
及
び
東
亜
協
会
よ
り

来
状
、
○
此
日
、
阿
部
康
藏
来
る
、

廿
七
日
、
午
前
、
晴
天
、
丸
善
よ
りT

agore, T
he Crescent M

oon

を
送
来
る
、
○
阿
部
東
作
、
宮
本
知
道
、
岡
村
如
山
、
合
志
覚
照
、
柏
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原
文
太
郎
、
林
甕
臣
来
る
、
○
土
井
林
吉
よ
り
来
状
、
○
加
藤
弘
之

八
十
の
賀
筵
に
上
野
精
養
軒
に
赴
く
、
○
午
后
、
山
﨑
亀
太
郎
よ
り
来

状
、
○
不
在
中
藤
田
季
莊
来
る
、
○
德
冨
猪
一
郎
よ
り
来
状
、
○
夜
、

校
正
、
○
校
正
を
弘
道
館
に
送
る
、
○
此
日
、「
大
日
本
仏
教
全
書
」

を
送
来
る
、

廿
八
日
、
午
前
、
晴
天
、
校
正
、
○
女
中
澄
江
を
山
中
銀
行
に
遣
は
す
、

○
縫
子
、
押
田
翼
宅
に
赴
く
、
○
午
后
、
曇
天
、
中
尾
倍
紀
知
、
須
藤

新
吉
、
西
方
秋
郊
、
臼
井
亀
雄
、
角
田
松
壽
、
内
ヶ
嵜
京
三
郎
、
齋
藤

正
雄
、
井
上
波
野
、
吉
田
雪
子
来
る
、
○
文
科
大
学
、
金
港
堂
及
び
白

石
実
三
よ
り
来
状
、
○
校
正
を
弘
道
館
に
送
る
、
○
弘
道
館
よ
り
校
正

来
る
、
○
冨
山
房
の
原
稿
を
訂
正
す
、
○
丸
善
よ
りA

utobiography 
of M

aharshi D
evendranath T

agore
を
送
来
る
、
○
夜
、
吉
田
熊

次
よ
り
来
状
、
○
冨
山
房
の
原
稿
を
訂
正
す
、
○
帝
国
学
士
院
及
び
高

楠
順
次
郎
よ
り
来
状
、

廿
九
日
、
午
前
、
雨
天
、
校
正
、
○
や
ま
と
新
聞
社
員
来
る
、
○
原
稿
を

市
川
浩
に
送
返
す
、
○
書
状
を
鍋
島
侯
爵
に
送
る
、
○
金
允
植
に
関
す

る
談
話
、
読
売
新
聞
に
出
づ
、
○
午
后
、
曇
天
、
金
弐
円
を
松
村
任
三

の
為
に
、
金
壱
円
を
石
川
千
代
松
の
為
に
、
又
金
壱
円
を
大
沢
謙
二
の

為
に
送
る
、
○
金
弐
円
の
為
換
入
の
書
状
を
濵
野
知
三
郎
に
送
る
、
○

校
正
、
○
学
習
院
女
学
部
よ
り
御
礼
を
送
来
る
、
○
「
陽
明
哲
学
」

五
十
部
の
奥
附
を
冨
山
房
に
付
与
す
、
○
教
科
書
会
よ
り
来
状
、
○
夜
、

内
ヶ
﨑
作
三
郎
よ
り
来
状
、
○
校
正
を
弘
道
館
に
送
る
、
○
赤
司
鷹
一

郎
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
国
民
新
聞
社
内
国
民
年
鑑
部
に
送
る
、

丗
日
、
午
前
、
晴
天
、
冨
山
房
よ
り
印
税
を
送
来
る
、
○
冨
山
房
、
向
陵

社
及
び
細
野
繁
勝
等
よ
り
来
状
、
○
細
野
繁
勝
よ
り
や
ま
と
新
聞
壱
束

を
送
来
る
、
○
学
習
院
に
赴
く
、
○
三
宅
太
郎
来
謝
す
、
○
女
学
部
に

赴
く
、
○
午
后
、
教
授
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
松
浦
伯
爵
邸
に
赴

く
、
○
夜
、
八
時
半
頃
帰
宅
、
○
不
在
中
女
中
澄
江
、
文
部
省
に
赴
く
、

○
金
港
堂
よ
り
印
税
を
送
来
る
、
○
山
原
三
郎
及
び
濵
野
知
三
郎
等
よ

り
来
状
、
○
不
在
中
小
山
鞆
繪
及
び
植
木
殖
来
る
、
○
「
東
亜
の
光
」

（
十
の
七
）
成
る
、

七
月

一
日
、
午
前
、
晴
天
、
宮
本
和
吉
、
岡
村
如
山
来
る
、
○
三
井
銀
行
に
赴

く
、
○
井
上
円
了
、
秋
田
県
よ
り
書
状
と
原
稿
と
を
送
来
る
、
○
日
蓮

宗
統
合
講
習
会
員
及
び
帰
一
協
会
よ
り
来
状
、
○
製
本
屋
来
る
、
○
弘

道
館
よ
り
校
正
来
る
、
○
午
后
、
書
状
を
帰
一
協
会
、
統
合
大
講
習
会
、

椎
尾
辨
匡
に
送
る
、
○
教
科
書
会
に
文
部
省
に
赴
く
、
○
夜
、
西
原
喜

作
来
る
、
○
教
科
書
会
よ
り
来
状
、

二
日
、
午
前
、
晴
天
、Gram

atzky

よ
りColor V

iew
s and Guide 

Panam
a-Pacific Exposition

を
送
来
る
、○
土
田
誠
一
、宮
本
和
吉
、

深
作
安
文
、
島
本
安マ

マ

之
助
、
波
多
野
精
一
、
藤
本
眞
光
、
林
勃
爾
来
る
、

○
中
尾
倍
紀
知
来
る
、
乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
午
后
、
井
村
日

咸
御
礼
の
為
に
来
る
、
○
教
科
書
会
に
文
部
省
に
赴
く
、
○
夜
、

Gram
atzky

及
び
東
亜
協
会
並
に
栗
山
潮
水
よ
り
来
状
、
○
古
澤
清

明
来
る
、

三
日
、
午
前
、
曇
天
、
椎
尾
辨
匡
、
常
盤
大
定
、
古
澤
清
明
来
る
、
○
書

状
を
帝
国
学
士
院
に
送
る
、
○
午
后
、
白
井
成
允
来
る
、
○
教
科
書
会

に
文
部
省
に
赴
く
、
○
有
賀
長
雄
よ
り
「
帝
室
制
度
稿
本
」
を
送
来
る
、
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○
鍋
島
直
大
侯
及
び
其
他
よ
り
来
状
、
○
夜
、
校
正
、

四
日
、
午
前
、
曇
天
、
摂
氏
二
十
度
、
日
本
婦
人
社
よ
り
原
稿
を
送
来
る
、

○
宮
本
和
吉
、
飯
島
忠
夫
、
宇
野
哲
人
、
齋
藤
精
輔
、
白
井
成
允
、
竹

本
長
吉
、
岡
村
如
山
、
来
る
、
○
午
后
、
角
田
松
壽
、
小
山
鞆
繪
来
る
、

○
運
動
に
大
塚
方
面
に
出
づ
、
○
村
井
知
至
よ
り
書
状
と
「
無
絃
琴
」

と
を
送
来
る
、
○
東
亜
協
会
よ
り
来
状
、
○
古
賀
行
義
、
石
本
音
彦
、

黒
田
亮
、（
新
卒
業
生
）、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
夜
、
校
正
、

五
日
、
午
前
、
曇
天
、
校
正
、
○
岡
村
如
山
来
る
、
○
磯
江
潤
よ
り
ビ
ー

ル
壱
打
券
を
送
来
る
、
○
帝
国
学
士
院
授
賞
式
に
赴
く
、
○
午
后
、
学

士
院
例
会
に
出
づ
、
○
原
稿
を
校
正
し
て
之
を
白
石
実
三
に
送
る
、
○

弘
道
館
よ
り
「
山
鹿
素
行
先
生
」
を
送
来
る
、
○
広
文
堂
員
来
る
、
○

小
雨
、
○
夜
、
雨
天
、
村
岡
典
嗣
の
原
稿
を
読
む
、
○
此
日
、
不
在
中

宮
坂
喆
宗
来
る
、

六
日
、
午
前
、
雨
天
、
摂
氏
二
十
度
、
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
土
田
誠

一
来
る
、
○
書
状
を
宮
坂
喆
宗
に
送
る
、
○
村
岡
典
嗣
の
論
文
を
読
む
、

○
井
上
友
一
よ
り
来
状
、
○
新
修
養
社
よ
り
新
脩
養
を
送
来
る
、
○
国

定
教
科
書
草
案
を
読
む
、
○
書
状
を
宮
本
和
吉
に
送
る
、
○
午
后
、
校

正
を
弘
道
館
に
送
る
、
○
弘
道
館
よ
り
校
正
来
る
、
○
高
島
平
三
郎
及

び
藤
井
健
治
郎
よ
り
来
状
、
○
冨
田
政
喜
よ
り
縫
子
に
来
状
、
○
「
武1

士
道
の
精
華

1

1

1

1

1

」
秋
田
時
事
新
聞
に
出
づ
、
○
不
在
中
宮
坂
喆
宗
来
る
、

○
夜
、
宮
本
和
吉
来
る
、
○
校
正
、

七
日
、
午
前
、
曇
天
、
摂
氏
十
八
度
、
珍
書
同
好
会
よ
り
「
日
本
風
土
記
」

（
乾
）
を
送
来
る
、
○
浦
谷
熊
吉
来
る
、
○
丸
善
よ
りT

he 
Folk-

Elem
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indu Culture

を
送
来
る
、
○
「
学
生
宝
鑑
」
壱
百
部

の
奥
附
を
大
倉
書
店
に
付
与
す
、
○
午
后
、
教
授
会
に
山
上
御
殿
に
赴

く
、
○
夜
、
帰
一
協
会
に
上
野
精
養
軒
に
赴
く
、
席
上
服
部
、
海
老
名
、

M
acCauley

及
びCoates

の
送
別
の
辞
を
述
ぶ
、
○
十
一
時
頃
帰
宅
、

○
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
印
度
人Benoy K

um
ar Sarkar

と
帰
一
協
会
に
会
見
す
、

八
日
、
午
前
、
晴
天
、
帝
国
学
士
院
及
び
中
村
弥
助
よ
り
来
状
、
○
宮
坂

喆
宗
及
び
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
広
文
堂
よ
り
ハ
ン
ケ
チ
壱
打
を
、
東

京
社
よ
り
小
包
を
、
深
作
安
文
よ
り
手
籠
を
送
来
る
、
○
書
状
を
鍋
島

侯
爵
に
送
る
、
○
佐
々
木
英
夫
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
午
后
、

甫
守
謹
吾
、
伊
藤
吉
之
助
来
る
、
○
書
状
を
三
上
參
次
に
送
る
、
○
運

動
に
巣
鴨
方
面
に
出
づ
、
○
途
上
伊
澤
千
世
子
に
逢
ふ
、
○
夜
、
光
風

館
員
四
海
民
藏
、印
税
と
菓
子
壱
箱
を
携
来
る
、○
宮
坂
喆
宗
よ
り
来
状
、

九
日
、
午
前
、
晴
天
、
卒
業
式
に
大
学
に
赴
く
、
○
三
上
参
次
、
堀
江
久

勝
、
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
国
民
新
聞
社
員
大
竹
博
吉
来
る
、
○
鍋
島

侯
爵
仝
婦
人
の
賀
宴
に
本
邸
に
赴
く
、
水
野
練
太
郎
、
杉
浦
重
剛
、
久

米
邦
武
、
後
藤
新
平
、
朝
比
奈
知
泉
等
と
会
見
す
、
○
帰
一
協
会
よ
り

来
状
、
○
夜
、
孔
子
祭
典
会
よ
り
会
報
と
聖
蹟
葉
書
を
送
来
る
、
○
島

本
愛
之
助
よ
り
来
状
、

十
日
、
午
前
、
晴
天
、
柏
原
文
太
郎
来
る
、
○
電
話
使
用
料
金
拾
六
円
五

拾
銭
を
郵
便
局
に
納
む
、
○
日
本
婦
人
社
の
筆
記
を
訂
正
す
、
○
青
年

病
に
関
す
る
談
話
、
国
民
新
聞
に
出
づ
、
○
前
川
文
栄
閣
よ
り
奈
良
漬

壱
箱
を
送
来
る
、○
日
本
経
済
叢
書
刊
行
会
よ
り
団
扇
壱
箱
を
送
来
る
、

○
午
后
、
原
稿
を
速
達
に
て
日
本
婦
人
社
に
送
る
、
○
縫
子
、
高
子
を

拉
し
て
姉
﨑
及
び
吉
田
宅
に
赴
く
、
○
校
正
、
○
伊
澤
修
二
よ
り
菓
物
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大
籠
を
送
来
る
、
○
空
曇
り
て
風
冷
な
り
、
○
生
沼
大
造
来
る
、
○
夜
、

橋
口
長
一
、
来
る
、
有
故
不
遇
、
○
星
野
日
子
四
郎
来
る
、
乃
ち
談
話

を
筆
記
せ
し
む
、
○
校
正
、
○
校
正
を
弘
道
館
に
送
る
、

十マ

日マ

、
午
前
、
曇
天
、
橋
口
長
一
来
る
、
乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○

征
矢
野
晃
雄
来
る
、
○
島
本
愛
之
助
来
る
、
乃
ち
之
に
金
壱
百
五
拾
円

を
付
与
す
、
○
黒
田
侯
の
詩
を
批
評
す
、
○
穂
積
陳
重
の
為
に
金
弐
円

を
土
方
寧
に
送
る
、
○
赤
松
秀
景
（
宗
教
）、
土
田
誠
一
、（
哲
学
）、

合
志
覚
照
（
心
理
）、
天
野
庄
次
郎
（
教
育
）、
匹
田
直
（
西
史
）、
小

笠
原
行
照
（
国
史
）
六
名
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
木
村
武
雄
（
国

民
新
聞
社
員
）
来
る
、
乃
ち
体
罰
に
就
い
て
意
見
を
述
ぶ
、
○
同
文
館

よ
り
文
房
具
壱
箱
を
送
来
る
、
○
宣
光
、
高
等
学
校
の
試
験
を
受
く
、

○
午
后
、
思
誠
堂
員
来
る
、
○
書
状
を
中
島
利
一
郎
に
送
る
、
○
斯
文

学
会
よ
り
来
状
、○
森
良
三
郎
よ
り
書
束
箋
壱
箱
と
菓
子
と
を
送
来
る
、

○
弘
道
館
よ
り
茶
器
壱
箱
を
送
来
る
、
○
角
田
松
壽
来
る
、
乃
ち
之
に

菓
子
壱
缶
を
付
与
す
、
○
書
状
を
岡
野
義
三
郎
に
送
る
、
○
製
本
屋
、

鶏
卵
壱
箱
を
携
来
る
、
○
修
養
団
よ
り
来
状
、
○
夜
、「
為
学
初
問
」

を
読
む
、
○
丸
善
よ
り
ビ
ー
ル
壱
打
を
送
来
る
、
○
此
頃
、
小
林
義
則

よ
り
茶
器
を
、
井
上
成
美
よ
り
醤
油
を
送
来
る
、

十
二
日
、
午
前
、
曇
天
、「
為
学
初
問
」
を
読
了
る
、
○
縫
子
、
春
枝
と

共
に
姉
﨑
正
治
を
迎
ふ
る
為
に
東
京
駅
に
赴
く
、
○
鈴
木
郁
翁
来
る
、

乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
「
ま
が
の
ひ
れ
」
を
読
む
、
○
宣
光
、

引
続
き
試
験
を
受
く
、○
姉
﨑
正
治
、一
〇
、五
〇
東
京
駅
着
、○
午
后
、

「
ま
が
の
ひ
れ
」
を
読
む
、
○
修
養
団
員
、
鶴
藤
幾
太
と
共
に
来
る
、

乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
一
宮
弘
人
よ
り
菓
子
壱
箱
を
、
晩
成
処

よ
り
白
布
を
、
尼
子
止
よ
り
文
房
具
を
送
来
る
、
○
白
井
成
允
、
齋
藤

精
輔
等
よ
り
来
状
、
○
冨
山
房
よ
り
タ
ヲ
ル
壱
箱
を
送
来
る
、
○
夜
、

「
周
南
文
集
」
を
読
む
、
○
書
状
を
杉
山
直
喜
に
送
る
、

十
三
日
、
午
前
、
晴
天
、
大
津
康
、
杉
浦
初
太
郎
よ
り
来
状
、
○
大
野
太

衞
、
宮
坂
誠
司
来
る
、
○
栢
原
文
太
郎
、
田
邊
唯
司
、
十
時
彌
、
吉
田

熊
次
来
る
、
乃
ち
結
婚
の
事
を
相
談
し
、
尋
い
で
昼
餐
を
共
に
す
、
○

大
倉
書
店
よ
り
ビ
ー
ル
壱
箱
を
、
押
田
三
郎
よ
り
シ
ヤ
ツ
を
、
光
風
館

よ
り
漆
器
を
、
修
養
団
よ
り
シ
ヤ
ツ
を
送
来
る
、
○
午
后
、
博
文
館
よ

り
ビ
ー
ル
小
箱
を
送
来
る
、
○
白
井
成
允
、
カ
タ
ロ
ギ
ジ
ー
ル
ン
グ
の

為
に
来
る
、
○
原
稿
を
整
理
す
、
○
小
山
良
子
、
及
び
製
本
屋
来
る
、

○
文
明
協
会
よ
り
砂
糖
を
、島
本
愛
之
助
よ
り
葡
萄
酒
六
本
を
送
来
る
、

○
菓
子
を
川
端
、
中
洲
、
甘
木
、
村
末
、
押
田
三
郎
及
び
田
中
次
郎
に

送
る
、
○
齋
藤
基
次
郎
よ
り
葡
萄
酒
二
罎
を
送
来
る
、
○
浅
倉
屋
よ
り

菓
子
壱
箱
を
送
来
る
、
○
夜
、
杉
山
直
喜
来
る
、
乃
ち
談
話
を
速
記
せ

し
む
、
○
原
稿
を
訂
正
す
、

十
四
日
、
午
前
、
晴
天
、
学
習
院
女
学
部
に
赴
く
、
部
長
室
に
於
て
相
談

を
な
す
、
○
吉
田
静
致
よ
り
菓
子
壱
箱
を
、
吉
田
修
夫
よ
り
志
ら
が
素

麺
壱
箱
を
送
来
る
、
○
伊
藤
吉
之
助
、
四
宮
兼
之
来
る
、
○
菓
子
を
押

田
翼
、
齋
藤
儀
八
、
に
送
る
、
○
乾
葡
萄
を
花
ノ
先
生
に
、
五
円
の
商

品
券
を
オ
ル
ガ
ン
の
先
生
に
、
ビ
ー
ル
壱
打
を
姉
﨑
宅
に
、
反
物
を
森

良
三
郎
に
、
葡
萄
酒
三
本
を
竹
本
長
吉
に
送
る
、
○
竹
本
長
吉
来
る
、

乃
ち
之
と
相
談
を
な
す
、
○
午
后
、
笹
川
老
母
鶏
卵
箱
を
携
来
る
、
○

原
安
三
郎
よ
り
シ
ト
ロ
ン
券
を
、
上
野
精
養
軒
よ
り
末
広
を
送
来
る
、

○
白
井
成
允
来
る
、
○
帝
国
学
士
院
及
び
其
他
よ
り
来
状
、
○
弘
道
館
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よ
り
校
正
来
る
、
○
午
后
、
帰
一
協
会
に
上
野
精
養
軒
に
赴
く
、
○
夜
、

十
時
半
頃
帰
宅
、
暑
気
甚
し
、
摂
氏
三
十
一
度
、
○
春
木
一
郎
よ
り

「Confarreatio

及
びCoem

ptio

の
起
原
方
式
に
付
て
」
を
送
来
る
、

○
此
頃
、
文
成
社
よ
り
ビ
ー
ル
壱
箱
を
、
林
平
次
郎
よ
り
ビ
ー
ル
半
打

を
送
来
る
、

十
五
日
、
午
前
、
晴
天
、
岡
野
義
三
郎
及
び
島
本
愛
之
助
よ
り
来
状
、
○

修
養
団
員
松
本
虎
雄
よ
り
原
稿
と
書
状
と
を
送
来
る
、
○
宮
坂
喆
宗
来

る
、
○
鶴
岡
五
郎
（
日
進
堂
）、
菓
子
壱
箱
を
携
来
る
、
○
女
中
澄
江

を
遣
は
し
、
鵜
澤
総
明
宅
に
縮
緬
壱
反
と
金
三
八
、一
八
を
送
る
、
○

澄
江
、
訴
訟
書
類
を
携
帰
る
、
○
絽
壱
反
を
弘
田
長
に
送
る
、
○
午
后
、

斯
文
学
会
に
赴
く
、
○
杉
山
直
喜
よ
り
速
記
を
送
来
る
、
○
澄
江
を
遣

は
し
て
品
料
金
弐
拾
円
を
石
原
久
に
送
る
、
○
遠
藤
隆
吉
よ
り
ビ
ー
ル

半
打
を
送
来
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
暑
気
甚
し
、
○
夜
、
速
記
を

訂
正
す
、
○
夜
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
澁
澤
栄
一
よ
り
来
状
、
○
書
状

を
斯
文
学
会
に
送
る
、

十
六
日
、
午
前
、
晴
天
、
宮
坂
喆
宗
、
島
本
愛
之
助
、
角
田
松
壽
、
大
津

康
、
加
藤
玄
智
妻
来
る
、
○
吉
田
宅
よ
り
ベ
ル
モ
ツ
ト
二
瓶
を
送
来
る
、

○
午
后
、
白
井
成
允
来
る
、
○
教
科
書
会
に
大
学
に
赴
く
、
○
夜
、
帝

国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
夜
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
暑
気
甚
し
、

十
七
日
、
午
前
、
曇
天
、
帰
一
協
会
よ
り
来
状
、
○
法
政
大
学
よ
り
「
支

那
法
制
史
論
」
を
送
来
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
縫
子
、
春
枝
を
拉

し
て
三
越
に
赴
く
、
○
斯
文
学
会
よ
り
来
状
、
○
天
霽
る
、
○
午
后
、

晴
天
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
原
稿
を
速
達
に
て
島
本
愛
之
助
に
送
る
、

○
「
古
学
哲
学
」
の
附
録
四
成
る
、
○
冨
山
房
来
る
、
乃
ち
之
に
原
稿

を
付
与
す
、
○
原
稿
を
訂
正
し
て
之
を
修
養
団
本
部
に
送
る
、
○
夜
、

「
社
会
と
道
徳
」
の
原
稿
を
訂
正
す
、

十
八
日
、
午
前
、
晴
天
、
長
井
眞
琴
、
砂
糖
壱
箱
を
携
来
る
、
○
横
井
忠

直
、
得
能
文
来
る
、
○
細
野
繁
勝
来
る
、
乃
ち
談
話
を
筆
記
摂
氏
む
、

○
角
田
松
壽
来
る
、
○
宮
津
栄
太
郎
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
鶴
岡
五
郎
、

〔「
〕
刀
剣
辞
典
」
を
携
来
る
、
○
原
稿
を
訂
正
す
、
○
校
正
を
弘
道

館
に
送
る
、
○
服
部
姉
﨑
送
迎
会
に
澁
澤
邸
に
飛
鳥
山
に
赴
く
、
○
夜
、

十
時
過
、
帰
宅
、
○
遠
藤
光
貞
、
冨
田
春
山
、
及
び
修
養
団
本
部
よ
り

来
状
、

十
九
日
、
午
前
、
晴
天
、
山
出
半
次
郎
、
山
﨑
亀
太
郎
、
塩
谷
温
、
北
村

澤
吉
、
堀
謙
德
等
よ
り
来
状
、
○
委
員
会
に
帝
国
学
士
院
に
赴
く
、
○

西
正
寺
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
梅
澤
天
風
来
る
、
○
書
状
を
山
﨑
亀
太

郎
、
山
出
半
次
郎
、
高
橋
作
衞
に
送
る
、
○
哲
学
会
開
催
の
服
部
姉
﨑

送
迎
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
夜
、
九
時
頃
帰
宅
、
○
此
日
、「
御

製
集
」
第
二
巻
及
び
「
日
本
経
済
叢
書
」
第
十
四
巻
を
送
来
る
、
○
法

貴
慶
次
郎
よ
り
団
扇
を
送
来
る
、

二
十
日
、
午
前
、
晴
天
、
大
津
康
よ
り
書
状
と
独
逸
新
聞
と
を
送
来
る
、

○
清
水
正
巳
、
齋
藤
弔
花
の
書
状
を
携
来
る
、
○
森
良
三
郎
来
る
、
○

原
稿
を
角
田
松
壽
及
び
冨
山
房
に
送
る
、
○
松
本
虎
雄
よ
り
来
状
、
○

「
我
国
に
於
け
る
宗
教
の
運
命

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
法
之
光
に
出
づ
、
○
宮
本
和
吉
来
る
、

○
午
后
、
校
正
、
○
角
田
松
壽
来
る
、
○
吉
堀
毅
（
萬
朝
報
記
者
）
来

る
、
乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
斯
文
学
会
に
赴
く
、
○
夜
、
休
養
、

廿
一
日
、
午
前
、
晴
天
、
益
之
進
、
高
子
、
女
中
松
枝
と
共
に
御
殿
場
に

赴
く
、
○
秦
政
治
郎
及
び
武
藤
儀
亮
よ
り
来
状
、
○
細
野
繁
勝
よ
り
書
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状
と
原
稿
と
を
送
来
る
、
○
校
正
、
○
百
科
辞
典
会
よ
り
来
状
、
○
姉

﨑
老
母
、
贈
物
（
二
種
）
を
携
来
る
、
○
校
正
を
弘
道
館
に
送
る
、
○

午
后
、
市
澤
弥
一
来
る
、
乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
白
井
成
允
来

る
、
○
校
正
、
○
校
正
を
弘
道
館
に
送
る
、
○
中
熊
直
喜
及
び
帰
一
協

会
よ
り
来
状
、
○
夜
、
齋
藤
儀
八
及
び
帰
一
協
会
よ
り
来
状
、
○
校
正
、

○
校
正
を
弘
道
館
に
送
る
、

廿
二
日
、
午
前
、
晴
天
、
宇
野
哲
人
、
蓮
沼
門
三
来
る
、
○
校
正
、
○
高

木
壬
太
郎
よ
り
書
状
と
著
書
（
生
活
と
宗
教
）
と
を
送
来
る
、
○
石
丸

秀
次
郎
よ
り
来
状
、
○
校
正
を
弘
道
館
に
送
る
、
○
井
上
健
児
よ
り
カ

ス
テ
イ
ラ
壱
箱
を
送
来
る
、
○
竹
本
長
吉
来
る
、
○
午
后
、
校
正
を
弘

道
館
に
送
る
、
○
星
野
筑
洲
来
る
、
乃
ち
「
九
州
の
文
化
及
び
文
学
」

に
就
い
て
談
話
し
、
之
を
筆
記
せ
し
む
、
○
白
井
成
允
来
る
、
○
松
浦

一
よ
り
来
状
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
夜
、
書
状
と
電
報
と
を
岡
野
義

三
郎
に
送
る
、
○
「
東
亜
の
光
」
口
絵
解
題
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○

岡
野
義
三
郎
よ
り
返
電
来
る
、
○
弘
道
館
よ
り
校
正
来
る
、
○
書
状
を

清
水
正
巳
に
送
る
、

廿
三
日
、
午
前
、
晴
天
、
国
書
刊
行
会
よ
り
「
徳
川
文
芸
類
聚
」（
第
四
）

を
送
来
る
、
○
秦
政
治
郎
、
山
﨑
惟
治
来
る
、
○
田
中
二
郎
の
訃
報
来

る
、
○
山
出
半
次
郎
よ
り
来
状
、
○
宣
光
を
大
学
に
遣
は
す
、
○
午
后
、

速
記
を
訂
正
す
、
○
石
丸
秀
次
郎
来
る
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、

○
岡
野
義
三
郎
よ
り
来
状
、
○
夜
、
縫
子
、
春
枝
と
共
に
吉
田
宅
に
赴

く
、
○
廣
田
直
三
郎
及
び
高
瀨
武
次
郎
よ
り
来
状
、
○
吉
田
宅
近
火
あ

り
、
○
「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、

廿
四
日
、
午
前
、
晴
天
、
岡
野
義
三
郎
及
び
丸
善
よ
り
来
状
、
○
竹
本
長

吉
来
る
、
○
市
澤
弥
一
、
原
稿
を
携
来
る
、
○
吉
田
熊
次
来
る
、
乃
ち

会
談
、
春
枝
結
婚
の
事
を
議
す
、
○
宅
地
租
金
七
、五
八
五
及
び
府
税

市
税
金
二
、五
五
五
、
合
計
金
一
〇
、一
四
〇
を
郵
便
局
に
納
む
、
○
床

屋
に
赴
く
、
○
午
后
、
齋
藤
弔
花
よ
り
来
状
、
○
「
教
界
春
秋
」
を
草

す
、
○
文
明
協
会
よ
り
「
欧
米
之
製
造
業
」
及
び
「
近
世
独
逸
社
会
思

潮
」
を
送
来
る
、
○
吉
田
熊
次
来
り
、
尋
い
て
柏
原
文
太
郎
来
る
、
○

春
枝
を
し
て
田
邊
唯
司
に
嫁
せ
し
む
る
こ
と
に
決
定
す

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
○
「
教
界
春

秋
」
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
小
中
村
清
象
来
る
、
○
齋
藤
謙
藏
よ
り

電
報
来
る
、
○
夜
、
岡
野
義
三
郎
よ
り
電
報
来
る
、

廿
五
日
、
午
前
、
七
、三
〇
東
京
駅
出
発
、
○
午
后
、
一
二
、一
五
御
殿
場

着
、
正
勝
、
益
之
進
、
山
出
半
次
郎
及
び
番
人
来
迎
ふ
、
乃
ち
山
出
半

次
郎
の
案
内
に
て
実
業
学
校
に
赴
き
、
一
場
の
講
演
を
な
す
、
聴
衆
約

三
百
余
名
、
狩
野
辰
男
、
山
﨑
正
義
、
高
杉
貞
一
、
齋
藤
三
郎
、
梶
正

雄
等
と
会
見
す
、
○
東
山
の
別
荘
に
赴
く
、
高
杉
貞
一
送
来
る
、
○
夜
、

七
、四
二
御
殿
場
出
発
、
車
中
原
田
助
に
逢
ふ
、
○
八
、二
五
沼
津
着
、

千
本
松
原
に
赴
く
、風
光
絶
佳
、○
一
〇
、一
八
沼
津
出
発
、○
留
守
宅
、

酒
巻
壽
子
、
清
水
正
巳
の
使
者
来
る
、
○
目
黒
書
店
よ
り
菓
子
を
送
来

る
、
○
香
典
を
田
中
二
郎
男
壽マ

マ

に
送
る
、

廿
六
日
、
午
前
、
八
、〇
七
大
阪
着
、
齋
藤
弔
花
京
都
迄
来
迎
す
、
○
大

阪
ホ
テ
ル
に
赴
く
、
○
午
后
、
大
阪
市
民
講
座
に
赴
き
、「
山
鹿
素
行

と
乃
木
大
将
」
を
講
述
す
、
○
松
本
朝
吉
、
宮
島
茂
次
郎
、
田
村
菊
次

郎
、
田
中
兵
太
郎
、
若
林
常
順
、
山
﨑
定
義
、
河
内
茂
太
郎
、
飯
田
吉

太
郎
、
小
河
滋
次
郎
、
高
原
操
等
と
会
見
す
、
○
竹
越
與
三
郎
と
大
阪

ホ
テ
ル
に
会
談
す
、
○
夜
、
懇
親
会
に
出
づ
、
○
九
、五
六
大
阪
出
発
、
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○
留
守
宅
白
井
成
允
来
る
、

廿
七
日
、
午
前
、
晴
天
、
車
中
山
﨑
直
方
と
会
見
す
、
○
午
后
、

一
二
、五
〇
東
京
駅
着
、
一
、三
〇
頃
帰
宅
、
○
不
在
中
齋
藤
謙
藏
、
大

江
文
城
、北
原
種
忠
、及
び
文
科
大
学
等
よ
り
来
状
、○
中
島
愼
一
、ビ
ー

ル
壱
打
券
を
携
来
る
、
○
得
能
文
、
菓
子
壱
箱
と
玉
杯
壱
箇
を
携
来
る
、

○
大
類
伸
、
著
書
を
携
来
る
、
○
岡
島
誘
来
る
（
以
上
不
在
中
）
○
大

橋
秀
治
来
る
、
○
夜
、
藤
田
季
莊
来
る
、
○
長
沼
鷺
城
よ
り
来
状
、
○

此
日
、
汽
車
中
矢
野
玄
道
の
「
志
き
の
く
が
だ
ち
」
を
読
む
、
○
宣
光

4

4

、

高
等
学
校
試
験
に
及
第
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
鹿
児
島
造
士
館
に
入
学
す
る
こ
と
と
な
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、

廿
八
日
、
午
前
、
曇
天
、
清
涼
、
土
田
誠
一
来
る
、
之
に
五
六
部
の
書
類

を
貸
附
す
、
○
柏
原
文
太
郎

4

4

4

4

4

、
十
時
弥

4

4

4

、
結
納
を
携
来
る

4

4

4

4

4

4

、
乃
ち
昼
餐

4

4

4

4

を
共
に
す

4

4

4

4

、
○
押
田
清
子
帯
地
を
携
来
る
、
○
午
后
、T

agore, T
he 

C
rescent 

M
oon

及
びA

utobiography 
of 

M
aharsh 

D
evendranath 

T
agore

を
購
入
す
、
○
「
青
年
病
救
済
策

1

1

1

1

1

1

」
遼
東

新
報
に
出
づ
、
○
書
状
を
文
科
大
学
に
送
る
、
○
書
状
を
速
達
に
て
伊

藤
吉
之
助
に
送
る
、
○
白
井
成
允
来
る
、
○
縫
子
、
清
子
及
び
春
枝
と

共
に
三
越
に
赴
く
、
○
伊
藤
吉
之
助
来
る
、
○
速
達
を
訂
正
す
、
○
夜
、

速
記
を
訂
正
す
、

廿
九
日
、
午
前
、
半
晴
、
小
澤
錦
十
郎
、
野
田
義
夫
、
大
橋
秀
治
よ
り
来

状
、
○
「
古
神
道
の
性
質
に
就
い
て

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
神
風
に
出
づ
、
○
伊
藤
吉
之
助

4

4

4

4

4

来
る

4

4

、
乃
ち
結
納
品
壱
切
を
携
へ
て
柏
原
文
太
郎
宅
に
赴
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
○
山
口

察
常
及
び
角
田
松
壽
来
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
吉
田
雪
子
来
る
、

○
午
后
、
晴
天
、
伊
藤
吉
之
助
、
復
命
し
来
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、

○
縫
子
、
雪
子
及
び
春
枝
と
共
に
三
越
に
赴
く
、
○
角
田
松
壽
来
る
、

○
夜
、
文
部
省
よ
り
検
定
試
験
答
案
を
送
来
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、

○
此
日
、
宣
光
、
御
殿
場
の
別
荘
に
赴
く
、

三
十
日
、
午
前
、
半
晴
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
沼

田
龍
雄
、
神
林
隆
浄
、
高
野
正
治
、
千
輪
清
海
、
東
亜
協
会
々
員
と
な

る
、
○
石
川
泰
往
、
東
亜
協
会
退
会
、
○
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
を
送

来
る
、
○
小
西
二
十
五
万
樓
薬
房
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
速
記
を
訂
正

す
、
○
宮
坂
喆
宗
来
る
、
○
「
東
亜
の
光
」（
十
の
八
）
成
る
、
○
「
神1

道
と
世
界
宗
教

1

1

1

1

1

1

」
東
亜
の
光
に
出
づ
、
○
西
洞
道
野
来
る
、
乃
ち
談
話

を
筆
記
せ
し
む
、
○
岡
野
義
三
郎
、
石
丸
秀
次
郎
及
び
弘
道
館
よ
り
来

状
、
○
夜
、
市
澤
弥
一
来
る
、
乃
ち
丁
酉
倫
理
の
原
稿
を
付
与
す
、
○

書
状
を
石
丸
秀
次
郎
に
送
る
、
○
校
正
、
○
此
日
、
内
務
大
臣
子
爵
大

浦
兼
武
依
頼
免
本
官
、
○
内
閣
総
辞
職
、

丗
一
日
、
午
前
、
晴
天
、
藤
井
健
治
郎
来
る
、
○
「
神
道
と
日
本
の
将
来

1

1

1

1

1

1

1

1

」

向
上
に
出
づ
、
○
校
正
を
弘
道
館
に
送
る
、
○
女
中
澄
江
を
東
海
銀
行

に
遣
は
す
、
○
「
青
年
の
煩
悶
自
殺
と
其
救
済
法

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
新
脩
養
に
出
づ
、

○
冨
山
房
よ
り
校
正
来
る
、
○
校
正
、
○
小
山
鞆
繪
、
蓮
沼
門
三
来
る
、

○
金
澤
長
吉
、
冨
岡
永
馬
よ
り
来
状
、
○
「
日
本
大
蔵
経
」
を
送
来
る
、

○
鈴
木
俊
行
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
校
正
を
弘
道
館
に
送
る
、
○
冨
山

房
及
び
弘
道
館
よ
り
校
正
来
る
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
小

山
鞆
繪
妻
来
る
、
○
西
洞
道
野
よ
り
原
稿
を
送
来
る
、
○
園
田
德
太
郎

よ
り
来
状
、
○
書
状
を
岡
野
義
三
郎
及
び
井
上
健
児
に
送
る
、
○
夜
、

江
部
淳
夫
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
酒
井
佐
保
及
び
小
山
鞆
繪
に
送
る
、

○
校
正
、
○
七
月
中
元
の
到
来
物
如
左
、

ビ
ー
ル
壱
打	

丸
善	

菓
子
壱
箱　

	

一
宮
弘
人
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白
布	

晩
成
処	

文
房
具	

尼
子
止

タ
ヲ
ル
壱
箱	

冨
山
房	

醤
油	

井
上
成
美

鶏
卵
壱
箱	

製
本
屋	

菓
物
及
其
他	

神
田

菓
物
大
籠	

伊
沢
修
二	

団
扇
壱
箱	

日
本
経
済
社

文
房
具	

同
文
館	

茶
器
壱
箱	

弘
道
館

茶
器	

小
林
義
則	

菓
子
壱
箱	

光
風
館

菓
子
壱
箱	
浅
倉
屋	

砂
糖
壱
箱	

長
井
真
琴

書
束
箋
及
菓
子	
森
良
三
郎	

ハ
ン
ケ
チ
壱
打	

広
文
堂

手
籠	

深
作
安
文	

シ
ヤ
ツ	

押
田
三
郎

シ
ヤ
ツ	

修
養
団	

漆
器	

光
風
館

ビ
ー
ル
小
箱	

博
文
館	
葡
萄
酒
六
本	

島
本
愛
之
助

洋
酒
二
本	

斎
藤
基
次
郎	
シ
ト
ロ
ン
券	

原
安
三
郎

末
広	

上
野
精
養
軒	

鶏
卵
箱	

笹
川
老
母

菓
子
壱
箱	

吉
田
静
致	

砂
糖	

文
明
協
会

ビ
ー
ル
壱
箱	

文
成
社	

ビ
ー
ル
半
打	
林
平
次
郎

菓
子
壱
箱	

日
進
堂	

ビ
ー
ル
半
打	
遠
藤
隆
吉

洋
酒
二
本	

吉
田
熊
次	

団
扇	

法
貴
慶
次
郎

ビ
ー
ル
壱
打
券	

中
島
愼
一	

カ
ス
テ
ー
ラ	

井
上
健
児

ビ
ス
ク
ィ
ツ
ト
三
缶	

姉
﨑
正
治	

紅
茶
壱
缶	

押
田
翼

ビ
ス
ク
ッ
ト	

目
黒
書
店	

ハ
ン
ケ
チ
二
打	

六
盟
館

漬
物
壱
樽	

成
美
堂	

ビ
ー
ル
壱
打	

大
倉
書
店

（
む
ら
か
み　

こ
ず
え　

東
京
大
学
文
書
館
）

（
も
り
も
と　

さ
ち
こ　

東
京
大
学
文
書
館
）
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